NEC 



Universal RAID Utility 

ユーザーズ ガイド 


2008年 10 月第4版 


808-882328-340-D 


商標 

ESMPRO、EXPRESSBUILDER は、日本電気株式会社の登録商標です。 

Microsoft とそのロゴおよび、 Windows、Windows Server、MS-DOS は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国に 
おける登録商標です。 

Linux は LinusTorvalds 氏の日本およびその他の国における商標または登録商標です。 

Red Hat、Red Hat Enterprise Linux は、米国 Red Hat, Inc_ の米国およびその他の国における商標または登録商標です。 
MIRACLE LINUX の名称およびロゴは、ミラクル■リナックス株式会社が使用権許諾を受けている登録商標です。 

Asianux は、ミラクル■リナックス株式会社の日本における登録商標です。 

記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。 

ご注意 

1. 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

2. 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあ0ます。 

3. NEC の許可なく複製、改変などを行うことはできません。 

4. 本書の内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどお気づきのことがあ0ました 

ら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

5. 運用した結果の影響については、4項に関わらず責任を負いかねますのでご了承ください。 


2 



はじめに 


本書は、 RAID システム管理ユーティリティ 「Universal RAID Utility 」 について説明します。 

Universal RAID Utility 、 および、本書で使用する用語については、「付録 A :用語一覧」を參照してください。 
Universal RAID Utility を使用するには、管理する RAID システムや、 RAID システムを実装するコンピュータのマニュアル 
もよくお言売みください。 

なお、本書の内容は、オペレーティンゲシステムの機能や操作方法について十分に理解されている方を対象に記載して 
います。オペレーティンゲシステムに関する操作方法や不明点については、それぞれのオンラインヘルプやマニュアルを參照し 
てください。 


本文中の記号について 


本書では、以下の3種類の記号を使用しています。これらの記号と意味を理解していただき、本ユーティリティを正しく使 
用してください。 


記号 


説明 


■rO 

m 


本ユーティリティの操作で守らなければならない事柄や、とくに注意をすべき点を示します。 
本ユーティリティを操作する上で確認をしておく必要がある点を示します。 



知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 
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概要 


Universal RAID Utility の概要について説明します。 

Universal RAID Utility とは 


Universal RAID Utility は、コンピュータの RAID システムを管理するユーテイリテイです。 


Universal RAID Utility は、以下のような特徴を持ちます。 

1. さまざまな RAID システムを1つのユーティリティで管理 

これまでは、 RAID システムの管理ユーティリティは、システムごとに異なる管理ユーティリティを使用していました。 
Universal RAID Utility は、1つの管理ユーティリティで複数の RAID システムを管理できます。管理できる 
RAID システムについては、本体装置や RAID システムのマニュアルなどを參照してください。 

2. スタンダードモードとアドパンストモード 

Universal RAID Utility には、スタンダードモードとアドバンストモードの2つの動作モードがあります。 

スタンダードモードは、基本的な RAID システムの管理機能を提供する動作モードです。 

アドバンストモードは、高度な RAID システムの管理機能や、メンテナンス機能を提供する動作モードです。 
使用者や作業内容に合わせて2つの動作モードを使い分けることにより、使い勝手が向上し、誤操作を防ぐこ 
とができます。 

3. RAID システムを簡単に構築 

Universal RAID Utility を使用すれば、 RAID システムについて豊富な知識を持っていなくても簡単に RAID シ 
ステムを構築できます。 

Universal RAID Utility のガイドに従って選択項目を2つ選択するだけで論理ドライブを作成できる「シンプル 
な論理ドライブ作成機能」や、未使用の物理デバイスの用途を決めるだけで RAID システムを構築できる「イー 
ジー コンフィグレーション」といった機能を提供します。 

4. RAID システムの構築、運用、保守に必要な一般的な機能をサポート 

RAID システムの構築のための一般的な機能(論理ドライブの作成、ホットスペアの作成など)や、運用のための 
-般的な機能(ロゲの記録、パトロールリード、整合性チェックなど)、保守に必要な一般的な機能(リビルド、 
実装位置の表示機能など)をサボートしています。 

5. RAID システムの障害監視機能 

Universal RAID Utility は、 RAID システムで発生した障害を様々な機能で検出できます。 

RAID ビューアは、 GUI により RAID システムの構成と状態をツリーやアイコンでわかりやすく表示します 。 raidcmd 
により、 CLI でも同様の情報を表示できます。また、 RAID システムで発生した障害は専用のロゲだけでなく、才 
ペレーテインゲシステムのロゲへも登録し、さらに、 Express シリーズ標準添付の ESMPRO / ServerManager ヘア 
ラートを送信することもできます。 
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Universal RAID Utility の構成 

Universal RAID Utility は、以下のモジュールで構成しています。 

• raidsrv サービス 

コンピュータで常時稼動し、 RAID システムを管理するサービスです。 RAID ビューアや raidcmd からの処理要求 
に対して RAID システムの情報を提供したり、 RAID システムに対してオペレーションを実行したりします。また、 
RAID システムで発生するイベントを管理し、 RAID ビューアへ通知したり、各種ロゲに登録したりします。 

• RAID ビューア 

GUI (ゲラフィカル ユーザ インタ フエー ス)により、 RAID システムの管理、監視を行うアプリケーションです。 

RAID システムの構成や状態をゲラフィカルに表示したり、コンフィゲレーションやオペレーションを行うことができま 
す 。 

• ロゲビューア 

GUI (ゲ ラフ ィカル ユーザ インタ フエー ス)により、 RAID システムで発生したイベントを記録する RAID ログを參照す 
るアプリケーションです。 

• raidcmd 

CLI (コマンドラインインタフエース)により、 RAID システムの管理、監視を行うアプリケーションです。 

RAID システムの構成や状態をコマンドラインで表示したり、コンフイゲレーシヨンやオペレーシヨンを行うことができ 
ます。 



図1 Universal RAID Utility の構成 


9 










































Universal RAID Utility は 、 Universal RAID Utility のパージョンや、動作するオペレーテインゲシステムにより、使用で 
きるモジュールが異なります。 


パージョン 

オペレーテインゲシステム 

Verl .00 

Windows 

Linux 

Verl .20 以降 

Windows Linux 

raidsrv サービス 

/ 


〆 

V 

RAID ビューァ 

/ 




ログビューァ 

〆 


〆 


raidcmd 

整合性チェック機 
能のみ 


V 

V 
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Universal RAID Utility のセットアップ 


Universal RAID Utility のインストール、アンインストールについて説明します。 

動作環境 

Universal RAID Utility は、以下の環境で動作します。 

ハー ドウエア 


本体装置 

Universal RAID Utility の管理対象 RAID システムを実装できる本体装置 

管理対象 RAID システム 

RAID システムを実装する本体装置や、 Universal RAID Utility を添付している RAID コントローラに添付のド 
キュメントを參照してください。 

ソフトウェア （ Windows ) 

オペレーティングシステム 

以下のオペレーティングシステムで動作します。 

Windows 2000以外は、 32 bit と 64 bit ど_ちらの環境でも動作します。 

■ Windows Server 2008 (Universal RAID Utility Ver 1.20以降） 

■ Windows Server 200 3 R 2 SP 1 以降 

■ Windows Server 2003 SP 1 以降 

■ Windows 2000 SP 4 

■ Windows Vista 

■ Windows XP Professional SP 2 以降 

Windows Server 2008の 「Server Core インストールオプション」を使用する場合、 
r n RAID システムの管理には raidcmd を使用します。 RAID ビューア、ログピューアは使用で 
きません。 


Microsoft .NET Framework 

Universal RAID Utility を使用するには、 Microsoft .NET Framework Version 2.0 以上が必要です。 
コンピュータのオペレーティングシステムが以下の場合、 Microsoft .NET Framework Version 2.0 をインストー 
ルします。 

■ Windows Server 2003 R 2 SP 1 以降 

■ Windows Server 2003 SP 1 以降 

■ Windows 2000 SP 4 
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■ Windows XP Professional SP 2 以降 

Microsoft .NET Framework Version 2.0 以上のインストールについては、「インストールの準備： 

Microsoft .NET Framework 」 を參照してください 0 

Microsoft Visual C ++ ライブラリのランタイムコンポーネント 

Universal RAID Utility を使用するには 、 Microsoft Visual C ++ ライブラリのランタイムコンポーネントが必要で 
す 0 


Microsoft Visual C ++ ライブラリのランタイムコンポーネントのインストールについては、「インストールの準備： 
Microsoft Visual C ++ ライブラリのランタイムコンポーネント」を參照してください。 

セーフモード 

Universal RAID Utility は、ネットワーク機能を使用します。そのため、以下のネットワーク機能が動作しないセ 
—フモードでは使用できません。 

■ セーフモード 

■ セーフモードとコマンドプロンプト 
■ セーフモードとネットワーク 

ソフトウェア ( Linux ) 

オペレーティングシステム 

以下のオペレーティンゲシステムで動作します (32 bit と 64 bit どちらの環境でも動作します)。 

■ Red Hat Enterprise Linux 4.5 以降 

■ Red Hat Enterprise Linux 5.1 以降 

■ MIRACLE LINUX V 4.0 SP 2 以降 

■ Asianux Server 3 

シングルユーザモード 

Universal RAID Utility は、ネットワーク機能を使用します。そのため、ネットワーク機能が動作していないシンゲ 
ルユーザモードでは使用できません。シンゲルユーザモードで Universal RAID Utility を使用する方法については、 
「シンゲルユーザモードでの起動」を參照してください。 

その他 


システム要件 


リソース 

Windows 

Linux 

ハードディスク空き容量 

50 MB 以上 

<— 


(Microsoft .NET Framwork 

(標準 C ++ ライブラリなどの必要なパ 


Ver 2.0 、Microsoft Visual C ++ 

2005 SP 1 ライブラリのランタイムを含 
まない） 

ッ ケージは含まない） 

実装メモリ 

512 MB 以上 

<— 





12 
















TCP ポート 


Universal RAID Utility は、以下の 2 つの TCP ポートを使用します。 


Universal RAID Utility の使用する TCP ポート 


52805、52806 


Universal RAID Utility が使用する TCP ポートを変更する場合は 、 「Universal RAID Utility が使用する TCP ポ 
-卜を変更する」を參照してください。 
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インストールとアンインストール （ Windows) 

オペ レーティン ゲ システムに Windows を使用するコンピュータにおける、 Universal RAID Utility のインストール、アンイン 
ストル手順を説明します。 

Universal RAID Utility のインストールとアンインストールは、 Universal RAID Utility のセットアッププログラム 
「 setup . exe 」 で行います。セットアッププログラムは、コンピュータの環境を調査し、自動的に実行する処理を決定しま 
す。具体的な処理の内容については、「図 2 セットアッププログラムの処理 （ Windows )」 を参照してください。 


セットァ S ログラム 



終了 


図2セツトアッププログラムの処理 ( Windows ) 
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セツトアッププログラム 


セットアッププログラムは 、 Universal RAID Utility のインストールイメージに含まれています。インストール、アンインス 
トル作業を行う前に、インストールイメージを用意してください。 

P ; Universal RAID Utility のインストールイメージは、本体装置や RAID コントローラの添付品に格 
納されています。 

また、機能強化や機能改善を行ったより新しいパージョンが NEC 8番街 （ http :// nec 8 .com ) 

に公開されている場合があります。「サボート情報」の 「 PC サーパ」で情報を入手してください。 


Universal RAID Utility のセットアッププロゲラムを起動するには、以下のように操作します。 

手順1 インストール、アンインストールを行うコンピュータに、管理者権限を持つユーザでログオンします。 


• インストール、アンインストールは管理者権限を持つユーザで行います。管理者権限を持 
m つユーザでなければ、セットアッププログラムを実行できません。 

• アンインストールの場合、 RAID ビューア、ログビューア、 raidcmd 、 イベントビューアを使 
用しているときは終了します。 


手順2 [スタート]ボタン、[ファイル名を指定して実行]、[參照]の順にクリックします。[ファイルの參照]ダイア 
ロゲボックスで 、 Universal RAID Utility のインストールイメージが格納されているフォルダへ移動して setup.exe 
をクリックし[開く]をクリックします。[ファイル名を指定して実行]の[名前]ボックスに setup . exe と表示して 
いることを確認し、 [0 K ] をクリックします。 

■■〇! Windows Server 2008の 「Server Core インストールオプション」を使用する場合、[ス 
ro タート]メニューが存在しません。「管理者：コマンドプロンプト」で setup . exe を実行しま 
す。 


手順3 セットアッププログラムは、コンピュータに Universal RAID Utility が存在するかどうか調査します。そして、 
調査結果により、「図2セットアッププログラムの処理 （ Windows )」 のように処理します。以降の操作については、 
それぞれの説明を參照してください。 

Universal RAID Utility Verl .00 のセットアップブログラムは、更新インストール機能をサ 
I " 1 -J ボートしていません。 
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インストールの準備 ： Microsoft -NET Framework 


Universal RAID Utility は 、 Microsoft .NET Framework Version 2.0 以上を使用します。インストールするコン 
ピュータに Microsoft .NET Framework Version 2.0 以上が存在しなければインストールします。 

Windows Vista、Windows Server 200 8 は、オペレーテインゲシステムに .NET Framework 
| ヒ+ | 2.0 以上を含んでいます。オペレーテインゲシステムに Windows Vista、Windows Server 2008 

を使用する場合 、 .NET Framework をインストールする必要はありません。 


手順1[スタート]ボタン、[コントロールパネル]の順にクリックし、[プロゲラムの追加と削除]をダブルクリックし 
ます。 

手順2 [プログラムの変更と 
削除]をクリックし、[現在イン 
ストールされているプログラム] 

の一覧を表示します。[現在 
インストールされているプロゲラ 
ム]の一覧に、以下のプロゲラ 
ムが存在すれば、 

Microsoft .NET Framework 
のインストールは不要です。両 
方、もしくは、どちらか一方が存在しなければ、存在しないパッケージをインストールします。 

■ [Microsoft .NET Framework 2.0] ( x 64 の場合 [Microsoft .NET Framework 2.0 ( x 64)]) 

■ [Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack ] ( x 64 の場合 [Microsoft .NET 
Framework 2.0 日本語 Language Pack ( x 64)]) 

[Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack ( x 64)] は、[プロゲラムの変更と 
1^1削除]には、 

[Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack ] 

と表示されます。インストル済みパッケージが ( x 64) かどうか確認するには 、 [Microsoft .NET 

Framework 2.0 日本語 Language Pack ] をクリックします。[変更と削除]をクリックし、セット 

アッププログラムのダイアロゲを確認します。 （ X 64) の場合、ダイアログのタイトルが 

[Microsoft .NET Framework 2.0 ( x 64) 日本語 Language Pack セツト アップ] 

と表示されます。 


手順 3 Microsoft .NET Framework Version 2.0 は、 CPU アーキテクチャにより使用するパッケージが異なりま 
す。下表を參照し、必要なパッケージをダウンロードし、インストールします。 


CPU アーキテクチャ 必要なコンポーネントと入手先 


x 86 [Microsoft .NET Framework Version 2.0 再頒布可能パッケージ ( x 86)] 

http ：// www . microsoft . conn / downloads / details . aspx ? FannilvID =0856 EACB -4362-4 B 0 

D -8 EDD - AAB 15 C 5 E 04 F 5& diSDjavlanq=ia 





^1 Microsoft .Ntf Framework 2.0 
^ Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack 
0 Microsoft Visual C++ 2005 Redistributable 


Windows 
コンボーネントの 

二 し其 


サイズ 132.00MB 
サイズ 132.00 MB 
サイズ 5.21 MB 


[Microsoft .NET Framework Version 2.0 日本語 Language Pack ( x 86)] 

http ：// www . microsoft . com / downloads / details . aspx ? fannilvid =39 C 8 B 63 B - F 64 B -4 B 68 

- A 774- B 64 ED 0 C 32 AE 7& displavlana=ia 
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x64 


[Microsoft .NET Framework Version 2.0 再頒布可能パッケージ (x64)] 

http://www.microsoft.conn/downloads/details.aspx?familvid=b44a0000-acf8-4fal-a 

ffb- 40678 d788bOQ&displavlanq=ia 


[Microsoft .NET Framework Version 2.0 日本語 Language Pack (x64)] 

http://www.microsoft.conn/downloads/details.aspx?familyid=92e0elce-8693-4480- 

84fa-7d85eef 59016 &displavlanq=ia 
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インストールの準備 ： Microsoft Visual C ++ ライブラリのランタイムコ 
ンボーネント 


Universal RAID Utility は、 Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネントを使用します。 
インストールするコンピュータに Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネントが存在しなけ 
ればインストールします。 

手順1[スタート]ボタン、[コントロールパネル]の順にクリックし、[プロゲラムの追加と削除]をダブルクリックし 
ます。 

手順2 [プログラムの変更と 
削除]をクリックし、[現在イン 
ストールされているプログラム] 

の一覧を表示します。[現在イ 
ンストールされているプ□グラム] 

の一見に、 

以下のプログラムが存在すれ 
ば、 Microsoft Visual C ++ 

2005 SP 1 ライブラリのランタイ 
ムコンポーネントのインストールは不要です。存在しなければ、 Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのラン 
タイムコンポーネントをインストールします。 

■ [Microsoft Visual C ++ 2005 Redistributable ] 


^JnJiSJ 



Windows 
コンポーネントの 
适加と則除(色） 


^ Microsoft .NET Framework 2.0 
遇！ Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack 
Microsoft Visual C++ 2005 Redistributable 


サイズ 132.00MB 
サイズ 132.00 MB 
サイズ 5.21 MB 


手順 3 Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネントは、下表を參照し、必要なパッ 
ケージをダウンロードし、インストリレします。 


CPU アーキテクチヤ 必要なコンポーネントと入手先 


x86/x64 [Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒布可能パッケージ (x86)] 

http://www.microsoft.conn/downloads/details.aspx?FannilyID=200b2fd9-aela-4al4-9 

84d-389c36f 85647 &displavlanq=ia 

CPU アーキテクチャに関わらず、 （ x86) を使用します。 

なお、上記 URL の「必要システム」、「サボートされているオペレーテイングシステム」に Windows 
Server 2008 の記述があ 0 ません。しかし、使用するオペレーテイングシステムが Windows 
Server 2008 の場合も、本パツケージをインストールします。 
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新規インストール 


コンピュータに Universal RAID Utility が存在しないとき、セットアッププログラムは Universal RAID Utility を新規 
インストールします。 


手順1新規インストールを開始 
すると、 Universal RAID Utility の 
InstallShield Wizard が起動しま 
す。[次へ]をクリックします。 



手順2 Universal RAID Utility 
は、既定値ではオペレーティンゲシ 
ステムを起動しているドライブの 
YProgram FilesVUniversal 
RAID Utility ( x 64 の場合は、 
Program Files ( x 86)) にインスト 
—ルします。インストール先フォルダ 
を変更するときは、[変更]をクリッ 
クしてインストール先フォルダを入力 
します。 

[次へ]をクリックすると、新規イン 
ストールを開始します。 




- DistallShield 


インストール先®送択 

ファイルをインストル！ ^ フォ M を逞折してばさい。 


a 


Universal RAID Utility のインストール先： 
C：¥Program Files¥Universal RAID Utility 



xj 


変更¢0... 


■InstallShield 


< 戻る追） P> | キャンセル 



< 戻る追）」羌 ？ .Il _ キゃン 
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手順 4 インストールが正常に 
終了すると、[プロゲラムの変更 
と削除]に 「Universal RAID 
Utility 」というプログラムを登 
録します。 


また 、 Universal RAID Utility 
Verl .30 以降の場合 、 「LSI 
SAS Storage SNMP Agent 
Xj (/はパー ジョン) というプ 
ロゲラムも登録しま f 。 



HO • [ブログラムの変更と削除]に登録している 「LSI SAS Storage SNMP Agent /」 
〇〇 (/はパ—ジョン)は、絶対にアンインストールしないでください。アンインストールすると、 

Universal RAID Utility が正常に動作しなくなります。 

• イベントログ[システム]の[ログサイズが最大値に達したときの操作]の設定を確認し 
てください。[必要に応じてイベントを上書きする]に設定していないと、イベントログのログ 
サイズが最大値に達したとき 、 Universal RAID Utility が検出したイベントを 
Windows のイベントログに登録したり、 ESMPRO / ServerManager ヘアラートを通 
報できなくなります。 

[ログサイズが最大値に達したときの操作]には、[必要に応じてイベントを上書きする] 
を設定してください。 


20 






















更新インストール 

コンピュータに古いパージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、セットアッププロゲラムは新しいパージョンの 
Universal RAID Utility をインストールします。更新インストールでは、古いパージョンの以下の設定、状態を新しい 
パージョンに引き継ぎます。 

■ インストール先フォルダ 

■ RAID ログの内容 

■ Universal RAID Utility が使用する TCP ポート 

■ RAID ビューア、 raidcmd 起動時の動作モード 

■ オペレーテインゲシステムに登録する整合性チェックをスケジュール実行するタスク 


手順1更新インストールを開始 
すると 、 Universal RAID Utility の 
InstallShield Wizard が起動しま 
す。[次へ]をクリックします0 



手順2 更新インストールが完了 
すると、ウィザードの表示が右のよう 
になります。[完了]をクリックしま 
す 。 

インストール結果の確認方法は、「 
新規インストール」と同様です。 
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アンインストール 


コンピュータに同じパージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、セットアッププログラムは Universal RAID 
Utility をアンインストールします。 

P ： アンインストルは、[プロゲラムの変更と削除]に登録している 「Universal RAID Utility 」 を選 

1 1+'| 択し、[削除]をクリックする方法でも開始できます。 


手順1アンインストールを開始すると 、 InstallShield 
Wizard が起動します。右のダイアロゲボックスで[はい]をク 
リックすると、アンインストールを開始します。[いいえ]をクリッ 
クすると、セツトアッププログラムを終了します。 



手順2アンインストールが完了す 
ると、ウィザードの表示が右のように 
なります。[完了]をクリックします。 

アンインストールが完了すると、[プ 
ロゲラムの変更と削除]に登録し 
ている 「Universal RAID Utility 」 
が削除されます。 

また 、 Universal RAID Utility 
Verl .30 以降の場合 、 「LSI SAS 
Storage SNMP Agent X 」 （X 
はバージョン)も一緒に削除されま 
す 0 
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インストールとアンインストール (Linux) 

オペレーティンゲシステムに Linux を使用するコンピュータにおける、 Universal RAID Utility のインストール、アンインスト 
—ル手順を説明します。 

Universal RAID Utility のインストールとアンインストールは、 Universal RAID Utility のセットアッププログラム 
setup.sh で行います。セットアッププログラムは、インストールとアンインストールで使用するオプションが異なります。イン 
ストールの場合、セットアッププログラムがコンピュータの環境を調査し、自動的に実行する処理を決定します。 

具体的な手順については、「図3インストル/アンインストル手順 ( Linux )」 を参照してください。 



図3インストール/アンインストール手順 ( Linux ) 
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セツトアッププログラム 


セットアッププログラムは 、 Universal RAID Utility のインストールイメージに含まれています。インストール、アンインス 
トル作業を行う前に、インストールイメージを用意してください。 

P ; Universal RAID Utility のインストールイメージは、本体装置や RAID コントローラの添付品に格 
納されています。 


Universal RAID Utility のインストール、アンインストールは、以下のように操作します。 

手順1 インストール、アンインストールを行うコンピュータに、管理者権限を持つユーザでログオンします。 

— 〇 インストール、アンインストールは管理者権限を持つユーザで行います。管理者権限を持つユ 
rin ーザでなければ、セツトアッププログラムを実行できません。 


手順2 以降の操作については、「図3インストル/アンインストル手順 ( Linux )」 のように作業します。それぞ 
れの説明を参照してください。 

Universal RAID Utility Verl .00 のセットアップブログラムは、更新インストール機能をサ 
m ボートしていません。 


インストールの準備：必要なパッケージの確認とインストール 


Universal RAID Utility を使用するには、以下のパッケージが必要です 。 Universal RAID Utility をインストールす 
るコンピュータにインストールしていなければインストールします（1386版パッケージをインストールします)。 

■ 標準 C ++ ライブラリ： libstdc ++ 

■ GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリ： compat - libstdc ++-33 

■ GCC ライブラリ ： libgcc 

■ cron : vixie-cron 


パッケージをインストールする場合、以下の手順でインストールします。^ 
ラリのインストールを例として説明します。 


二では 、 GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブ 


> rpm -q compat-libstdc++-33 
compat-1ibstdc++ - 33 - 3. 2. 3 - * 


手順 1 rpm コマンドで GCC 3.3.4 互換 
標準 C ++ ライブラリがインストールされてい 
るかどうか調べます。 

GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリがす 
でにインストールされている場合、右のように表示します (* の部分は、オペレーティンゲシステムにより異なります)。 
この場合、「新規インストール」に進みます。 


手順 2 GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライ 
ブラリがインストールされていない場合、右 
のようにメッセージを表示します。この場合、 

以降の手順に従い 、 GCC 3.3.4 互換標 
準 C ++ ライブラリをインストールします。 

インストールしているオペレーティンゲシステ 
ムのインストルディスクを用意します 。 GCC 
3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリを収録した 
インストールディスクを本体装置の CD - ROM / DVD - ROM ドライブにセットします。 


> rpm -q compat-Iibstdc++-33 

パッケージ compat-l ibstdc++-33 はインス I ルされていません 

> rpm -ivh compat-libstdc++-33-*. i386. rpm 

Preparing... ################### 、 '. 通 ###### い 〇〇〇/〇] 

1：compat-Iibstdc++-33 ######################^###### [100%] 

> rpm -q compat-l ibstdc++-33 

compat-l ibstdc++-33-3.2. 3-* №9 
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手順 3 インストルディスクの GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリが存在するディレクトリへカレントディレクト 
リを変更し、 rpm コマンドで GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリをインストールします (* の部分は、オペレーティ 
ンゲシステムにより異なります)。 

手順4インストール結果は、 rpm コマンドで確認します。インストールが完了すると、 
compat - libstdc ++-33-3. 2.3-* 

(* の部分は、オペレーティンゲシステムにより異なります） 

というパッケージがインストールされます。インストールに失敗すると、このパッケージが存在しません。 


新規インストール 


インストールイメージの setup . sh を使用して 、 Universal RAID Utility を新規インストールします。 

手順1カレントディレクトリをインストルイ 
メージを格納したディレクド J に変更し、 
sh setup.sh --install 
と入力します。 

setup . sh が終了したら、インストールは完 
了です。 

手順2 rpm コマンドでインストール結果を 
確認します。 

インストールが完了すると、 

UniversalRaidUtility - l . xx-y ( xx はマイナーパージョン、 y はリビジョン番号） 
storelib -2. zz -0 ( zz はマイナーパージョン） 

という2つのパッケージがインストールされます。インストールに失敗すると、これらのパッケージが存在しません。 


更新インストール 


コンピュータに古いパージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、「新規インストール」と同じ手順で 
Universal RAID Utility をインストールすると、更新インストールを行います。更新インストールでは、古いパージョン 
の以下の設定、状態を新しいパージョンに引き継ぎます。 

■ RAID ログの内容 

■ Universal RAID Utility が使用する TCP ポ-卜 

■ raidcmd 起動時の動作モード 

■ オペレーテインゲシステムに登録する整合性チェックをスケジュール実行するタスク 
更新インストールの手順は、「新規インストル」を參照して〈ださい。 


アンインストール 


インストールイメージの setup . sh を使用して 、 Universal RAID Utility をアンインストールします。 

手順1インストールイメージ中の 
setup . sh を実行します。 

カレントディレクトリをインストールイメージが 
存在するディレクトリに変更し、 
sh setup.sh --uninstall 
と入力します。 

setup . sh が終了したら、アンインストールは 
完了です。 


〉 cd インストールイメ ージを格納したディレクトリ 

> sh setup, sh —uninstall ■腸 

> rpm -q UniversalRaidllti I ity 

パッケージ UniversalRaidUti I ity はインストールされていません 


> rpm -q store 丨 ib 

パッケージ store I ib はインス！—ルされていません 


〉 cd インストールイメ ージを格納したディレクト 1 , 

> sh setup, sh —install 
\ _ 

o 

/ 

> rpm -q UniversalRaidUti1ity 

Uni versa IRaidllti 1 i ty-1. xx-y 

\ 

❷ 

/ 

> rpm -q store 1ib 
store 1ib-2. zz-0 

> 
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手順 2 rpm コマンドでアンインストール結果を確認します。 

アンインストールが完了すると、 

UniversalRaidUtility - l . xx-y ( xx はマイナーパージョン、 y はリビジョン番号) 
storelib -2. zz -0 ( z はマイナーパー ジョン） 

というパツケ ー ジがアンインストールされます。 
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Universal RAID Utility の起動と停止 


Universal RAID Utility の各モジュールごとに起動と停止の方法を説明します。 


raidsrv サービス 


raidsrv サービスは、コンピュータを起動すると自動的に起動し、コンピュータをシャットダウンすると自動的に停止します。 
raidsrv サービスが動作していないと Universal RAID Utility は正常に動作しません。 raidsrv サービスを起動しないよ 
うに設定したり、 raidsrv サービスを停止しないでください。 

_«〇 オペレーティングシステムが Linux の場合、 raidsrv サービスが障害などにより異常終了したり、 
m raidsrv サービスのプロセスを強制終了したとき、二重起動を 防ぐ ためのロックファイルが残るため、そ 

のままの状態では raidsrv サービスが起動しなくなることがあります。 

このような場合は、 raidsrv サービスを再起動する前に、以下のファイルを削除します。 

/ var / lock / subsys/raidsrv 


シングルユーザモードでの起動 


Universal RAID Utility は、ネットワーク機能を使用します。そのため、 Linux のシングルユーザモードでは、ネットワ 
-ク機能が動作していないので Universal RAID Utility を使用できません。シンゲルユーザモードで Universal 
RAID Utility を使用するには、以下の手順でネットワーク機能を有効にした後、 raidsrv サービスを起動します。 


手順1ネツトワークサービスを起動します。 


手順2 raidsrv サービスを起動します。 

手順3 raidsrv サービスが正常に起動し 
たことを確認します。 

プロセス ID が表示されれば、 raidsrv サービ 
スは正常に起動しています。 


> /etc/init. d/network start 

> 

> /etc/init.d/raidsrv start 

> 

> /etc/init. d/raidsrv status 
raidsrv (pid 3738 3718) is running.. 


o 


❷ 


❺ 
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RAID ビ a - ァ 

RAID ビューアを開くには、[スタート]メニューを使用します。 


[スタート]ボタンをクリックし、[すべ 
てのプログラム]、 [Universal RAID 
Utility ] の順にポイントし、 [RAID ビ 
ユーア]をクリックします。 



H-O • RAID ビューアを使用するには、管理者権限を持つユーザでログオンします。管理者権限を持つ 
sen ユーザでなければ、 RAID ビューアを実行できません。 


• インターネットに接続していないコンピュータで RAID ビューアを起動すると、 RAID ビューアが起動 
するまでに数十秒〜数分の時間を要することがあります。詳細 i 、「 RAID ビューア、ログビューア 
起動時のデジタル署名の確認について」を參照してください。 


〆 • RAID ビューアは、同時に1つしか起動できません。 

浦 • RAID ビューアは raidsrv サービスが動作していないと起動できません。オペレーテインゲシステムを 
起動した直後は、 raidsrv サービスの起動が完了していないため RAID ビューアを起動するとエラー 
となることがあります。 このときは、しばらくしてから RAID ビューアを起動しなおして〈ださい。 


RAID ビューアを閉じるには、 RAID ビューアの[ファイル]メニューで[終了]をクリ 
ツクします。 




iversal RAID Utility - 


ファイル 〔 E ) 棵作 〔£〕 ツ-ル 〔ェ〕 


再 スキ V ン ㈣ Ctrl+F5 
プロパティ ㈤… 


終 m) 


At+F4 




物理デ パイス #1(0) 
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ログビューア 


ロゲビューアを開くには、[スタート]メニューを使用します。 


[スタート]ボタンをクリックし、[すべ 
てのプログラム ]、 [Universal RAID 
Utility ] の順にポイントし、[ログビュ 
—ア]をクリックします。 



もしくは、 RAID ビューアの [ツー ル]メニューで[ロゲビュ ーア ] をクリック 
します。 


b Utility - RAIDE ューァ 

C ) 

I ツール(エ） 

ヘルプ [ H ) 



イージーコンフイヴ レーシヨ ン〔1)… 

:則1 

テム 

□此ユ - HL ) Ctrl+L 

T 

コン 



«-〇 • ログビューアを使用するには、管理者権限を持つユーザでログオンします。管理者権限を持つユー 

m ザでなければ、ログビューアを実行できません。 


• インターネットに接続していないコンピュータでログビューアを起動すると、ログビューアが起動するま 
でに数十秒〜数分の時間を要することがあります。詳細 S 、「 RAID ビューア、ログビューア起動 
時のデジタル署名の確認について」を参照してください。 


ログビューアは、同時に1つしか起動できません。 


ログビューアを閉じるには、ロゲビューアの[ファイル]メニューで[終了]をクリツ 
クします。 



丄 m 

c-m 
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raidcmd 


raidcmd は、コンソール上で実行するコマンドです。 

オペレーティンゲシステムが Windows の場合はコマンドプロンプト、オペレーティンゲシステムが Linux の場合はコンソール 
や夕ーミナルで使用します。 

raidcmd の機能については、 「 raidcmd の機能」を參照してください 0 

H-0 • raidcmd を使用するには、管理者権限を持つユーザでログオンします。管理者権限を持つユー 

m ザでなければ、 raidcmd を実行できません。 

• オペレーティングシステムが Windows 2000 の場合、 Universal RAID Utility を新規、あ 

るいは更新インストールした後、コマンドプロンプトを開きなおしてから raidcmd を使用してくださ 
い。インストール前から開いているコマンドプロンプトでは、パスが見つからないため raidcmd を起 
動できません。 


オペレーテインゲシステムが Windows Server 2008 、 Windows Vista の場合、「管理者：コマンドプロンプト」を使用し 
てください。通常の「コマンドプロンプト」で raidcmd を使用すると、 raidcmd の出力を別ウインドウの「管理者：コマン 
ドプロンプト」に表示し、終了時にただちに「管理者：コマンドプロンプト」を閉じるため、 raidcmd の動作状況を把握で 
きません。 

「管理者：コマンドプロンプト」は、以下の手順で起動します。 


手順 1 [スタート]ボタンをクリックし、[すべてのプロ 
グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、 p マンドプ 
ロンブト]を右クリックします。シヨートカットメニューで、 
[管理者として実行]をクリックします。 


手順 2 [管理者として実行]をクリックすると、[ユ 
—ザーアカウント芾 ij 御]ダイアログボックスを表示す 
ることがあります。 raidcmd を実行して問題ないとき 
は、[続行]をクリックします。 


J — ノ U 


■的 

ファイル名 
ペイント 
U メモ帳 

問 く ( 〇 ) 


管理者として実行 (A)... 

り 

ファイル 0D 埸所を閉く 0) 

「ス今一卜 14 一 1- からアイ- TV 神 II 除 0) 

H 1 ぐ■: 



廳祖繼午咖ンピユ，譜適脱れ》 


手順 3 コマンドプロンプトが起動します。 
ウインドウのタイトルが[管理者：コマンドプ 
ロンブト]であることを確認します。 
raidcmd は、[管理者：コマンドプロンプ 
卜]で使用します。 


ぜ管理者：コマンドブ□ンブト 


Microsoft Windows [Version 6.0.6001] 
Copyright kc ) 2006 Microsoft Corporation. 


AN rightd 


C ： ¥Windows¥syst em32>_ 
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スタンダードモードとアドバンストモード 


RAID ビューア、 raidcmd には、スタンダードモードとアドバンストモードの2つの動作モードがあります。 

スタンダードモードは、基本的な RAID システムの管理機能を提供する動作モードです。 

アドバンストモードは、高度な RAID システムの管理機能や、メンテナンス機能を提供する動作モードです。 

使用者や作業内容に合わせて2つの動作モードを使い分けることにより、使い勝手が向上し、誤操作を防ぐことができ 
ます。 

それぞれのモードで使用できる機能は、以下のようになります。 


機能項目 

RAID ビユ-ア 

対応機能 

raidcmd 

対応コマンド 

スタンダード 

モード 

アドパンスト 

モード 

表示情報更新 

再スキヤン 

該当機能なし 

〆 

/ 

プロパティ参照 

プロパティ 

property 

〆 

/ 

論理ドライブ作成(シンプル） 

論理ドライブ作成 

シンプル 

mklds 


V 

論理ドライブ作成(カスタム） 

論理ドライブ作成 

カスタム 

mkldc 


V 

ブザー停止 

ブザー停止 

sbuzzer 

〆 

/ 

整合性チェック(開始） 

整合性チェック 

cc 

〆 

V 

整合性チェック(停止） 

オペレーションビュー 

停止 

cc 


/ 

整合性チェック(開始） 

スケジュール実 t 〒用 

該当機能なし 

CCS 

〆 

〆 

初期化(開始） 

初期化 

init 


V 

初期化(停止） 

オペレーションビュー 

停止 

init 


V 

論理ドライブ削除 

論理ドライブ削除 

delld 


/ 

リビルド(開始） 

リビルド 

rebuild 


/ 

リビルド(停止） 

オペレーションビュー 

停止 

rebuild 


/ 

ホットスペア(作成） 

ホットスペア作成 

hotspare 

〆 

/ 

ホットスペア(解除） 

ホットスペア解除 

hotspare 

〆 

V 

物理デバイスステータス変更(オンライン） 

弓蛍芾 ij オンライン 

stspd 


/ 

物理デバイスステータス変更(故障） 

強制オフライン 

stspd 


/ 

実装位置表示 

実装位置表示(ラン 
プ） 

slotlamp 

〆 

V 

イージーコンフィグレーション 

イージーコンフィゲレー 
ション 

econfig 

〆 

/ 

ログビューア起動 

ログビューア起動 

該当機能なし 

〆 

/ 

動作モード変更 

スタンダードモード 

アドバンストモード 

runmode 

V 

/ 

バージョン情報の参照 

バ-ジョン情報 

コマンド指定なしで 
実行 

V 

/ 

オペレーション動作状況確認 

オペレーションビュー 

oplist 

V 

/ 

RAID コントローラのオプションパラメータ設 
定 

RAID コントローラの 
プロパティ 

optctrl 


/ 
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機能項目 

RAID ビュ-ァ 

対応機能 

raidcmd 

対応コマンド 

スタンダード 

モード 

アドバンスト 

モード 

論理ドライブのオプションパラメータ設定 

論理ドライブのプロパ 
ティ 

optld 



上記以外の機能 


上記以外の機能 

〆 



起動時の動作モード 


RAID ビューア 

RAID ビューアは、スタンダードモードで起動します。 RAID ビューアを起動するときの動作モードをアドバンストモ 
-ドに変更するには、 「 RAID ビューア起動時の動作モードを変更する」を參照してください。 

raidcmd 


raidcmd は 、 Universal RAID Utility インストール後はじめて起動するときは、スタンダードモードで動作します。 
動作モードは、 "runmode" コマンドにより動作モードを変更しない限り変化しません p ンピュータを再起動し 
ても動作モードは変化しません)。 


動作モードの変更 


動作モードの変更手順について説明します。 

RAID ビューア 


RAID ビユーアの場合、[ツりレ]メニユーの動作モード変更機能を使用します。 
詳細は、「[ツール]メニュー」を参照してください。 

raidcmd 


raidcmd の場合、 "runmode" コマンドを使用します。 

手順1 スタンダードモードからアド 
バンストモードへ変更するには、 

"runmode" コマンドに - md=a 
のノ \°ラメータを指定して実行します。 

手順2 アドバンストモードからスタ 
ンダードモードへ変更するには、 

"runmode 1 ' コマンドに - md=s 
のノ \°ラメータを指定して実行します。 


> raidcmd runmode -md=a 

o 

Changed running mode to Advanced Mode . 

> 

> 

> raidcmd runmode -md=s 

❷ 

Changed running mode to "Standard Mode . 

> 
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RAID ビューァの機能 


RAID ビューアの機能について説明します。 

RAID ビューアは、オペレーテイングシステムが Windows の場合のみ使用できます。 


RAID ビューアの構成 


RAID ビューア は、 ツリービュー、 オペ レーシヨ ン ビュー、メニュー、ステータスパーの 4 つのパー トで構成します。 



図4 RAID ビューァの構成 


ツリービュー 


ツリービューは、コンピュータに存在する Universal RAID Utility が管理する RAID システムの構成を階層構造で表示 
します。また、各コンポーネントの種類や状態をアイコンで表示します。 


ツリービューは、コンピュータに存在する RAID システムを 1 つのノードとし 
て表 7 F します。 

各 RAID システムには、 1 つ下の階層に RAID システムを構成するコンポ 
—ネントのノードがあります。 RAID システムを構成するコンポーネントには、 
RAID コントローラ、論理ドライブ、物理デバイスの 3 種類があります。 1 
つのノードは、コンポーネントのどれか1種類が1個存在することを意味し 
ます。 

すべてのノードには、アイコンがあります。アイコンは、コンビュータや RAID 
システム、 RAID コントローラ、論理ドライブ、物理デバイスのコンポーネン 
卜の種類と、その状態をグラフィカルに表現します。 


iversal RAID Utility - RAIDE ユーア 


ファイル ( 巳）棵作 (G ツ - ル ( エ）ヘルプ(ヒ 
B Ml Computer 

白 ， RAID システム #1 

|--P RAID コント □- ラ #1(0) 

!■■… 睡 _ 理ドライブ #1(0) 
f 物理デパイス #1(0) 

物理デパイス #2(1) 

!■■■■% 物理デパイス #3(2) 

物理デパイス #4(3) 

物理デパイス #5(4) 

物理デパイス #6(5) 
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コンピュータ 


1番目のレベルのノードは、 Universal RAID Utility が動作しているコンピュータを示します。 
コンピュータアイコンは、コンピュータに存在する RAID システムの状態を表示します。 


アイコン 


意味 


説明 



コンピュータ-正常 コンピュータのすべての RAID システムが正常に稼動しています。 

RAID コントローラが故障と認識する問題は発生していません。 



コンピュータ-警告 コンピュータに以下の状態の RAID システムがあります。 

「故障コンポーネントが存在するが運用可能」 


m 


コンピュータ-異常 コンピュータに以下の状態の RAID システムがあります。 

「故障コンポーネントが存在し運用不可能」 


RAID システム 


2番目のレベルのノードは、 RAID コントローラと、その RAID コントローラに作成した論理ドライブ、接続している物理 
デバイスの集合である RAID システムを示します。 

RAID システムアイコンは、その RAID システムの状態を表示します。 


アイコン 

意味 

説明 


RAID システム-正常 

RAID システムの RAID コントローラ、論理ドライブ、物理デバイスが 
正常に稼動しています。 RAID コントローラが故障と認識する問題 
は発生していません。 


RAID システム-警告 

RAID システムに以下の状態のコンポーネントがあります。 

[ステータス]が[警告]の RAID コントローラ 

[ステータス]が[縮退]の論理ドライブ 

[ステータス]が[故障]、もしくは、[警告]の物理デバイス 



RAID システム-異常 

RAID システムに以下の状態のコンポーネントがあります。 

[ステータス]が[オフライン]の論理ドライブ 


RAID コントローラ 


RAID システムのノードには、 RAID コントローラのノードが存在します。 RAID コントローラのノードは、1個の RAID コ 
ントローラを示し、 RAID コントローラの番号と ID (Universal RAID Utility Verl .30 以降）を表示します。 

RAID コントローラアイコンは、その RAID コントローラに搭載するバツテリの状態を表示します。 


アイコン 

意味 

説明 

固 

RAID コントローラ-正常 

RAID コントローラに搭載するバッテリは正常に稼動しています。 
RAID コントローラが故障と認識する問題は発生していません。 


RAID コントローラ-警告 

RAID コントローラに搭載するバッテリのステータスが[警告]です。 


34 

















RAID コントローラを右クリックすると、 RAID コントローラのシ ヨー 
トカッ ト メニューを表示します。シヨートカットメニューでは、 
RAID コントローラのプロパティ表示、および、[操作]メニュー 
の RAID コントローラに関する機能を実行できます。 

それぞれの機能の詳細は、「[操作]メ ニ ュ_」、 「 RAID コント 
口ーラのプロパティを參照する」を參照して〈ださい。 


Computer 

3 "^ RAID システム # 1 


© f 亭止位〕 


し、 


U i_ 

■%物理う 
- J - TT 物理う 
物理 • 


U 論理ドライブ ( D 作成〔日 
ブザー停止® 
プロパティ(幻… 


A 

协 ■fK ノ ■? MAfm 


論理ドライブ 


RAID システムのノードには、論理ドライブのノードが存在します。論理ドライブのノードは、1個の論理ドライブを示し、 
論理ドライブの番号と ID (Universal RAID Utility Ve 「1.30 以降）を表示します。 

論理ドライブアイコンは、その論理ドライブの状態を表示します。 


アイコン 

意味 

説明 

m 

論理ドライブ-正常 

論理ドライブは正常に稼動しています。 

M 

論理ドライブ-警告 

論理ドライブに[ステータス]が[故障]の物理デバイスがあるため、 
論理ドライブの冗長性が失われているか、低下しています。 

y 

論理ドライブ-異常 

論理ドライブに[ステータス]が[故障]の物理デバイスがあるため、 
論理ドライブが停止し、アクセスもできません。 


論理ドライブを右クリックすると、論理ドライブのシヨートカット 
メニューを表示します。シヨートカットメニューでは、論理ドライ 
ブのプロパティ表示、および、[操作]メニューの論理ドライブ 
に関する機能を実行できます。 

それぞれの機能の詳細 i 、 「[操作]メニュー」、「論理ドライ 
ブのプロパティを參照する」を參照してください。 


Computer 

白 ___ RAID システム # 1 

卜 !^ RAID コント □ ーラ # 1 


a f 亭止 ( Q ) 
オペレーシヨン 


u 講 

hs 物理う 

pumMiiMi u ドルド 

堃含性チ I ツク (a 

物理ラ 

初期化 〔 I ) ► 

し®物理ラ 

論理ドライブ 0 D 則險⑼ 

^物理う 

プロパティ 〔 E )... 

1_物理ラ 


I +4fiim ゴ ■ fn\ 


め 


物理デパイス 


RAID システムのノードには、物理デバイスのノードが存在します。物理デバイスのノードは、1台の物理デバイスを 
示し、物理デバイスの番号と ID を表示します。 

物理デバイスアイコンは、その物理デバイスの状態を表示します。 


アイコン 

意味 

説明 


物理デバイス-レディ 

論理ドライブを作成していない物理デバイスです。 


物理デバイス-オンライン 

論理ドライブを作成している物理デバイスです。 RAID コントローラ 
が故障と認識する問題は発生していません。 


物理デバイス-ホットスペア 

ホットスペアとして登録した物理デバイスです。 

物理デバイス-警告 

物理デバイスで S . M . A . R . T ■エラーを検出しました。 

kt 
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アイコン 

意味 

説明 i 


物理デバイス-異常 

[ステータス]が[オンライン]の物理デバイスを RAID コントローラ 
が故障と認識しました。 


物理デバイスを右クリックすると、物理デバイスのシヨートカッ 
トメニューを表示します。シヨートカットメニューでは、物理 
デバイスのプロパティ表示、および、[操作]メニューの物理 
デパイスに関する機能を実行できます（右の図は、 アド パン 
ス トモー ドで RAID ビューアを 実行しているとき、 ステータスが 
[オンライン]の物理デバイスのシヨートカツトメニューを開い 
た例です)。 

それぞれの機能の詳細 i 、 「[操作]メニュー」、「物理デバ 
イスのプロパティを參照する」を參照してください。 


|y Computer 
Hl-fe RAID システム# 1 

P RAID コントローラ# 1 
… _ 論理ドライブ# 1 

Hu 物理： 
hr 物理う 
^物理う 
-物理： 

-物理う 


© 1■亭止位) 


オペレーシヨン 


リビルド 
整合性チ:[ッウ 


b® 


リビル刚 
ホットスペア M ) 

強制オンライン ( N ) 

強制オフライン (0 
実装位 g 表示(ランプ ) 〔U 


プロパティは)… 
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オペレーシヨンビュー 


■ 


リビルド 
整合性チェック 
リビルド 

tnBA ル 


RAID コント□ー ラ# 1 物理デパイス# 3 
RAID コントロ-ラ# 1 論理ドライブ# 1 
RAID ] ントローラ# 1 物理デパイス# 3 


また、実行中 (7 
途中で停止で 
ヨンを停止する 
ペレーシヨンをう 
をクリックします 




リビルド RAID コント □- ラ# 1 物理デパイス# 3 

整合性チェ、>5 RAID コントローラ# 1 論理ドライプ# 1 

叱ルド RAID コント□ー ラ# 1 物理デパイス# 3 

初期化 RAID ] ントロ-ラ# 1 論理ドライブ 存1 


初期化 RAID ] ント □- ラ#1 


南理ドライブ# 1 実行中 


図5オペレーションビュー 

オペレーションビューに表示するオペレーションの種類は以下のとおりです。それぞれのオペレーションごとに、対象コンポー 
ネントと、状態を表示します。 

• 初期化 

• リビルド 

• 整合性チェック 

表示するオペレーションは 、 RAID ビューアを起動時に実行中のオペレーション 、 RAID ピューアを起動後に開始したオペ 
レーションです。 

実行中のオペレーションは、[状態]に[実行中 (/ vy 0 )] というように進埗度を表示します。終了したオペレーションは、そ 
の結果によって[状態]が[完了]、[失敗]、[停止]と表示します。終了したオペレーションの表示は、 RAID ビューア 
を終了するまで表示します。次回 RAID ビューアを起動しても終了したオペレーシヨンはオペレーシヨンビューに表示しま 
せん 0 


RAID ビユーア起動中に動作を 
終了したオペレーシヨンを削除す 
るには、削除するオペレーシヨンを 
クリックし、[削除]をクリックします。 


mT 

© 1 ■亭止 (Q) 

X (B) 

1 

1オペレーション 

対象 

状態 

■初期化 


RMD コントローラ# 1 論理ドライプ# 1 

完 7 


) オペレーションは 
きます。オペレーシ 
には、停止する才 
〗 リックし、[停止] 



© f 亭止 ■ 

X 則蹄® 

1 

オペレーション 

対象 

状態 

含性チェック 


RAIDID トロ-ラ# 1 論理ドライプ# 1 

実行中 （0%) 

リビルド 
初期化 


RAID コント□ー ラ# 1 物理デパイス# 3 

RAIDID 卜 □- ラ# 1 論理ドライブ# 1 

完了 

完了 


停止できるオペレーシヨンは、動作モードにより異なります。詳細 i 、 「スタンダードモードとアドバンスト 
モード」を參照してください。 


オペレーシヨ'ノビューは、 RAID ビューア起動後にコンピュータで実行したオペレーシヨンの動作状況、動作結果を表示し 
ます0 


丄口1 x | 


プ (a) 


© f 亭止⑼ 


オペレーシヨン 


対象 


状態 


|?{ 2 ^ 


〒了 了 了 
完完完完 
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RAID ビューアには、 [ファイル]、 [操作]、[ツール]、[ヘルプ]の4つのメニューがあります。 


I rtf Universal RAID Utility - RAIDE ユーア 

ファイル ( E ) 棵作 〔£)ツール 〔エ） ヘルプ 任 

I) 

H Ml Computer 

RATfKa 〒八 # 1 



図6 RAID ビューアのメニュー 


それぞれのメニューについて説明します。 


_«〇 • RAID ビューアの動作モードが「スタンダードモード」のときは、スタンダードモードで使用できない機 

m 能はメニューに表示しません。 


• ツリービューで選択している処理対象コンポーネントの種類や、処理対象コンポーネントの状態に 
より対象のメニュー項目を実行できないときは、メニューをクリックできません。 


[ファイル]メニュー 


[ファイル] メニューには、 RAID ピューアの表示情報更新や、各コンポーネン 
卜のプロパティ表示、 RAID ビューアの終了といった機能を実行するメニュ_ 
があります。 



■versa 


ファイル ( E ) 


RAID Utility - RAID 


J 荣作；: £〕 ツ-ル 〔ェ〕 ノ 


再 スキゃン M Ctrl+F5 


プ□パ亍ィ 〔£〕■■■ 


終了 QQ Alt+P4 

: WLM ~口 問 I ~つ ~I ノ * 1 

: i -_ •Wraffl 二■ドノつ 


ニュー項目 説明 


[再 スキャン] RAID システムの情報を raidsrv サービスから取得し、 RAID ビューアの表示情報を更新しま 

す。 

[プロパティ] ツリービューで選択しているコンポーネント ( RAID コントローラ、論理ドライブ、物理デバイス) 

のプロパティを表示します。 

[終了] RAID ビューアを閉じます。 
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[操作]メニュ- 


ホットスペア m ) ► 

強制オンライン 
強制オフライン (0 
実装位蚩表示〔ランプ 〕 (u ► 


[操作]メニューには、 RAID コントローラ、論理ドライフ、物理デバイス 
に対してオペレーシヨンを実行するメニューがあります。[操作]メニューの 
機能を使用するには、先にツリービューで該当するコンポーネントをクリッ 
クし、[操作]メニューで実行したいメニューを選択します。 

[操作]メニューの機能は、選択しているコンポーネントの種類や、その 
コンポーネントの状態により、選択できないときがあります(右の図は、ア 
ドバンストモードで RAID ビューアを実行しているとき、ツリービューで 
RAID コントローラをクリックし、[操作]メニューを開いた例です)。 

また、 RAID ビュ ー アの動作モ ー ドがスタンダードモードのときは、スタンダ 
-ドモードで制限している機肯 g は選択できません。動作モードによる使 
用できる機能の内容は、「スタンダードモードとアドバンストモード」を參 
照してください。 


:) 

om 


RAID コントローラで実行できる機能 



J 論理ドライプ®作成 〔 E ) ► 

ブザ-停止 E ) 


整合性チ1ック(£〕 
初期化⑴ 

論理ドライブ®則除迫） 


H 亭 


リビルド ( E ) 


:ユー項目 


[論理ドライブの作成] 


[ブザー停止] 


選択した RAID コントローラに論理ドライブを作成します。 

[論理ドライブの作成]には、[シンプル]と[カスタム]の2つのモードがあ0ます。 

[シンプル]は、 RAID レベルと物理デバイスを選択するだけで簡単に論理ドライブを作 
成できます。 

[カスタム]は、設定を細かく指定して論理ドライブを作成できます。 

RAID コントローラのブザーを停止します。 


論理ドライブで実行できる機能 


メニユー項目 


[整合性チェック] 
[初期化] 


[論理ドライブの削除] 


選択した論理ドライブに整合性チェックを実行します。 

選択した論理ドライブに初期化を実行します。 

[初期化]には、[完全]と [クイック] の2つのモードがあります。 

[完全]は、論理ドライブの全領域を初期化します。 

[クイック]は、論理ドライブの管理情報が存在するブロックのみ初期化します。 
選択した論理ドライブを削除します。 


RAID Ut 


f f 1 
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物理デバイスで実行できる機能 


メニュー項目 説明 


[リビルド] 選択した物理デバイスをリビルドします。 

[ホットスペア] 選択した物理デバイスでホットスペアを作成します。もしくは、ホットスペアを解除しま 

す。 

[共用ホットスペア作成]は、物理デバイスを同一 RAID システム内のすべての論 
理ドライブのホットスペアとして使用できる共用ホットスペアにします。 

[専用ホットスペア作成]は、物理デバイスを特定の論理ドライブのホットスペアとし 
て使用できる専用ホットスペアにします。 

[ホットスペア解除]は、物理デバイスをホットスペアから解除します。 

[強制オンライン] 選択した物理デバイスのステータスをオンラインにします。 

[強制オフライン] 選択した物理デバイスのステータスをオフラインにします。 

[実装位置表示] 選択した論理ドライブを実装するスロットのランプを点灯(点滅)します。 

[オン]は、ランプを点灯します。 

[オフ]は、ランプを消灯します。 


[ツール]メニュー 


[ツール]メニューには、 RAID システムの管理に使用するツールや、 ■| i || ii M ill 
RAID ビューアの動作を変更する機能を実行するメニューがあ 0 ま ^ 

す ッ-ル 〔ェ） ~け _ _ 

イージーコンフィクレーシヨン ( E ) ■ ■ ■ 

テム ロ此ュ-ア 〔 L ) Ctrl+L — 

コン 


Utility - RAID ヒユーア 


:) 

ッ-ル〔エ） 

ヘルプ 〔出 


イー ジ 

ーコンフィク■レーシヨン ( E ) … 

テム 

コン 

ライ 

□此 ュ-ア 〔 L ) Ctrl+L 

スタンタ-ドモ-ド 〔 M ) 

r；V 

r}V 

オプション〔切… 

A I 


こユー項目 説明 


[イージーコンフィグレーション] RAID システムを簡単に構築するイージーコンフィゲレーションを実行します。 
[ログビューア] ログビューアを起動します。 

[7 ドバンストモード]または 動作モー%変更します。動作モードにより、メニューの表記が変化します。 


[スタンダ ー ドモード] 


[オプション] 


[7 ドバンストモード]は、動作モードをアドバンストモードに変更します。 
[スタンダ _ ドモード]は、動作モードをスタンダ _ ドモードに変更します。 
Universal RAID Utility の設定を変更します。 


[ヘルプ]メニュー 


[ヘルプ]メニューには、 RAID ビューアのパージョンを表示するメニューがあり 
ます0 


AIDEil ーア 


J 


ヘルプ ( id ) 



パ-ジョン惜報(色)… 

需 



1 _L 1 ' . \ 1 ^ 


メニュー項目 


説明 


[パージョン情報] RAID ビューアのパージョンを表示します。 
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ステータスパー 


ステータスパーは 、 RAID ビューアの動作モードを表示します。 



スタンタード 

1 ! 



アドパンスト 

■: i 


図 7 RAID ビューアステータスパー 
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2008/06/18 

10:22:22 

304 

2008/06/18 

10:22:22 

402 

2008/06/18 

10:22:19 

410 

2008/06/18 

10:22:13 

409 

2008/06/18 

10:22:04 

301 

2008/06/18 

10:22:04 

401 

2008/06/18 

10:22:04 

307 

2008/06/18 

10:21:58 

306 

2008/06/18 

10:21:54 

304 

2008/06/18 

10:21:54 

402 

2008/06/18 

10:21:50 

405 

2008/06/18 

10:21:44 

417 

2008/06/18 

10:21:44 

404 

2008/06/18 

10:21:44 

415 

2008/06/18 

10:21:26 

302 

2008/06/18 

10:21:26 

302 

2008/06/18 

10:21:26 

302 

2008/06/18 

10:21:26 

416 

2008/06/18 

10:20:58 

208 

2008/06/18 

10:20:48 

208 


<RU0304> [CTRL:1(ID=0) PD:3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS1 53014 ... 
<RU0402> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID=0)] 論理ドライブのステータスは補退で t 。 
<RU0410> [CTRL : 1(ID=□) LD : 1(ID=□)] 堅合性チェックが完了しました。 

<RU0409> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID=0)] 整合性チェッウが閉眙されました。 

<RU0301> [CTRL:1(ID=0) PD ： 3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS1 53014 ... 
<RU0401> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID=0 )] 論理ドライプのステータスはオンラインで 
<RU0307> [CTRL:1(ID=0) PD:3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS1 53014 ... 
<RU0306> [CTRL:1(ID=0) PD:3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS1 53014 ... 
<RU0304> [CTRL:1(ID=0) PD:3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS1 53014 ... 

1(ID=0)] 論理ドライブのステ - タスは縮退です。 
1(ID=0)] 初期化が完了しましし 


ログビュー 


<RU 
<RU 

<RU0417> LCTRL:1(ID=0) LD':1(ID=0)] 論理ドライブのキ vr ンュモードが変更されま .. 
<RU0404> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID=0)] 初期化が閉始されました。 

<RU0415> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID=0)] 論理ドライブが作成されました。 

<RU0302> [CTRL:1(ID=0) PD ： 3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS1 53014 ... 
<RU0302> [CTRL:1(ID=0) PD:2(ID=68 ENC=1 SLT=3) HITACHI HUS 151436... 
<RU0302> [CTRL:1(ID=0) PD:1(ID=16 ENC=1 SLT=1) HITACHI HUS 151436... 
<RU0416> [CTRL : 1(ID=□) LD : 1(ID=□)] 論理ドライブが自 IJ 除されました。 

<RU0208> [CTRL:1(ID=0)] RAID コントロ - ラ ® パトロ - ルリ - ド優先度が変更されまし ... 
<RU0208> [CTRL:1(ID=0)] RAID コントローラ (D パト □ ールリ - ド優先度が変更されまし … 


_2008/06218 _10:20:37_^ 208 


~ gj ン 出-通 パ jjj 走® 力 3^边 ま Ll . . j 

ス1■—タスハ—-": 


L 日付 


0 寺刻 id im 


2008/06/18 

10:22:22 

304 

200S/06/1S 

10:22:22 

402 

200S/06/1S 

10:22:19 

410 

200S/06/1S 

10:22:13 

409 

200S/06/1S 

10:22:04 

301 

2008/06/18 

10:22:04 

401 

200S/06/1S 

10:22:04 

307 

200S/06/1S 

10 ： 21 ： 5S 

306 

2008/06/18 

10:21:54 

304 

■T-nnn/nfiyin 

inoi 

ano 


<RU0304> [CTRL ： 1(ID=0) PD ： 3(ID=93 ENC = 1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 
<RU0402> [CTRL:1CID=0) LD:1(ID=0)] 論理ドライプのステ - タスは縮退です。 
<RU0410> [CTRL ： 1(ID=0) LD ： 1(ID=0)] 整合性チェックが完了しました。 

<RU0409> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID=0)] 堅合性チ 1 ックが閉始されました。 

<RU0301> [CTRL ： 1(10=0) PD: 3 (ID =93 ENC = 1 SLT=2) HITACHI HUS 153014… 
<RU0401> [CTRL ： 1(ID=0) LD ： 1(ID=0)] 論理ドライプのステ - タスはわラインです。 
<RU0307> [CTRL:1(ID=0) PD:3(ID=93 ENC = 1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 
<RU0306> [CTRL:1(ID=0) PD ： 3(ID=93 ENC = 1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 
<RU0304> [CTRL ： 1(ID=0) PD ： 3(ID=93 ENC = 1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 

，pi i 门 an つ 、 rrTDi -i fm=n^ i n-i fTn=rm =^—^n fi ■泊 

図 9 ログビュー 


ログビューァの機能 


ロゲビューアの機能について説明します。 


ログビューァの構成 


ロゲビユーアは、ログビュー、メニュー、ステータスバーの3つのパートで構成します c 



図8 ログビューアの構成 

ステータスパーは、ウインドウのサイズ変更以外の用途では使用しません。 

ログビュー 


ロゲビユーは、 raidsrv サービスが記録した RAID システムの動作ロゲを表示します。 


{Universal RAID Utility - □ヴビューア 


ファイル ( 巳 ) ヘルプ⑻ 



I 


芾告報報報報報報常土 
異彗情惜惜惜惜惜異站 

Q A B'B'B'B'B'B ' @ 也 
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ロゲビユーアで參照できる情報は以下のとおりです。 


項目 説明 


種類 ログには次の3種類があ0ます。 

© 異常：致命的な問題が発生したときに記録するログです。 

&警告：致命的ではありませんが注意を要する問題が発生したときに記録するログです。 

S 情報：オペレーシヨンの実行状況など、問題ではない事象が発生したときに記録するログです。 

日付 事象の発生した日付です。 

時刻 事象の発生した時刻です。24時間制で表示します。 

イベント ID ログのイベント ID です。 

説明 ログの内容です。 


任意のイベントをダブルクリックすると、イベントの内容をダイ 
アログで表示します。 



メニュー 

ロゲビューアには、[ファイル]、[ヘルプ]の2つのメニューがあります。 


ffl* Universal RAID Utility - ユーア 


ファイル ( E ) ヘルプ ( U ) 


種類 

日付 

_ 

ID 

im 


2007/08/20 

15:15:51 

304 

< RU 03 


図 10 ログビューアのメニュー 


それぞれのメニューについて説明します。 
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[ファイル]メニュー 


[ファイル]メニューには、ログビューアの表示情報更新や、ログビューアの 
終了といった機能を実行するメニューがあります。 



■versa 


RAID 



ファイル (E) 1 ヘルプ (U) 

最新®情報に更新〔£) F5 


プロパティ® 51 

^ 終了 00 _^ Alt+R _ ^ 

m -SSK フ nn7/n ； R/:?n i s-i 


:ユー項目 


[最新の情報に更新] 


RAID ログの内容を読み込み、ログビューに表示する内容を最新の状態に更新します。 


[プロパティ] 


[終了] 


[イベントのプロパティ]ダイアログボックスを開き、ログビューアで選択しているイベントの 
内容を表示します。 

ログビューアを閉じます。 


[ヘルプ]メニュー 


[ヘルプ]メニューには、ログビューアのパージョンを表示するメニューがありま 
す 0 


•JSS 

1 RAID Utility - □ヴ E ユーア 


E) 

ヘルプ (y) 



パ-ジョン情報(杏)… 

丈 


2007/08/20 15:21:06 

405 


[パージョン情報] 


ログビューアのパージョンを表示します。 
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raidcmd の機能 


raidcmd の機能について説明します。 


コマンドライン 


raidcmd を使用するには、以下の形式でコマンド、および、必要に応じてコマンドのパラメータを指定します。 


マンドのパラメ- 





• コマンド、コマンドのパラメータを指定せずに raidcmd を実行すると、 raidcmd のパージョンを表示し 
ます。 


raidcmd の返却値 


raidcmd の返却値は、コマンドの実行結果を返却します。 


g 返却値 

実行結果 1 


0 コマンド正常終了 


1 コマンド異常終了 


raidcmd のエラーメッセージ 


raidcmd のコマンドが異常終了したときは、以下の形式でエラーメッセージを表示します。 


> raidcmd コマンドコマンドの パラメー タ 
raidcmd : エラーメツセー ン 


raidcmd のコマンド 

raidcmd のコマンド、および、コマンドのパラメータについては、 「 raidcmd コマンドリファレンス」を參照してください。 
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raidcmd の中断 


オペレーティングシステムが Windows の場合、 raidcmd はシステムフォルダにインストールするバッチファイルを実行します 
(このバッチファイルが Universal RAID Utility をインストールしたフォルダ中の raidcmd のバイナリ形式ファイルを実行す 
ることによ0、 raidcmd の機能を実現しています)。そのため、 raidcmd の実行を中断するとき、コマンドプロンプトで 
CTRL + C を使用すると、「バッチジョブを終了しますか（丫 / N )? 」という確認メッセージを表示します。丫と N のどちら 
かを入力して raidcmd のバッチファイルを終了してください。このメッセージを表示する時点で raidcmd のバイナリ形式フ 
アイルの実行は中断しています。 
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[オプション]タブは、 RAID コントローラの設定を 
參照できます。 

動作モードがアドバンストモードのときは、設定を 
変更できます。 


RAID コント□ーラのブ□パティ 


全般 


値 


リビルド優先度 
整合性チ： ry り原先度 
パトロールリード 
パト□ー ルリ-ド優先度 
ブザー設定 


高 

中 

有幼 
中 

無効 


RAID システムの情報參照 


RAID システムのコンフイゲレーシヨン、状態などの情報や、 RAID システムの動作記録を參照する方法について説明します。 


RAID コントローラのプロパティを参照する 


RAID コントローラの情報は、 RAID コントローラのプロパティで參照します。 


RAID ] ント□ーラ®ブ□パティ 


RAID ビューアで RAID コントローラのプロパティを 
參照するには、ツリービューで参照したい RAID コ [m ||ォプション| 

ントローラをクリックし、[ファイル]メニューで[プロ 
パティ]をクリックします。 

RAID コントローラのプロパティには、[全般]タブ 
と[オプション]タブがあります。 


[全般]タブは、 RAID コントローラのプロパティを 
表 7 F します0 


211 


ID 

□ 

製适元 

LSI Corporation 

製品名 

MegaRAID SAS 8708EM2 (256MB) 

ファ - ムウエアパ-ジョン 

1.12 .32-0398 

キゃッシュサイズ 

256MB 

パッテリステータス 

正芾 


値 


raidcmd で RAID コントローラのプロパティを参照 
するには、" property" コマンドを使用します 0 


> raidcmd property -tg=rc -c=1 

RAID Controller #1 

ID 

0 

Vendor 

LSI Corporation 

Model 

MegaRAID SAS PCI Express(TM) ROMB 

Firmware Version 

1.12. 02-0342 

Cache Size 

128MB 

Battery Status 

Normal 

Rebuild Priority 

High 

Consistency Check Priority 

Low 

Patrol Read 

Enable 

Patrol Read Priority 

Low 

Buzzer Setting 

> 

Enable 
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項目 

項目 

説明 

RAID ビューァ 

raidcmd 


番号 

RAID Controller 
#X 

Universal RAID Utility における、 RAID コントローラの管理番号(論理アド 
レス)です。 

Universal RAID Utility が RAID コントローラ； T とに1から始まる番号を割 

0当てます。 

ID 

ID 

RAID コントローラのオリジナルの識別情報です。 RAID コントローラの BIOS 
ユーティリティでは、この識別情報のアドレスを使用します。 

製造元 

Vendor 

RAID コントローラの製造元です。 

製品名 

Model 

RAID コントローラの製品名です。 

ファー厶ウェアパージョ 
ン 

Firmware Version 

RAID コントローラのファームウェアのパージョンです。 

キャッシュサイズ 

Cache Size 

RAID コントローラに搭載するキャッシュメモリのサイズです（単位： MB )。 
Verl .20 以降のパージョンで表示できる項目です。 

バッテリステータス 

Battery Status 

RAID コントローラに搭載するバッテリのステータスです。 

以下の3つの状態があ0ます。 



正常/ Normal :バッテリが正常に使用できる状態であることを指します。 
警告/ Warning :バッテリがなんらかの理由により正常に使用できない状 
態であることを指します。 

未接続/ Not Present : RAID コントローラにバッテリが存在しないことを指し 
ます。 

初期化優先度 

Initialize Priority 

初期化処理をコンピュータシステム内でどのくらい優先的に実行するか表す 
产合し、です 

以下の3つの設定があります。 



高/ High :初期化処理を高い優先度で実行します。 

中/ Middle :初期化処理をバランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low :初期化処理を低い優先度で実行します。 

リビルド優先度 

Rebuild Priority 

リビルをコンピュータシステム内でどのくらい優先的に実行するか表す度合 
いです。 

以下の3つの設定があ0ます。 



高/ High : リビルを高い優先度で実行します。 

中/ Middle :リビルドをパランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low : リビルドを低い優先度で実行します。 

整合性チェック優先 
度 

Consistency Check 
Priority 

整合性チェックをコンピュータシステム内でどのくらい優先的に実行するか表 

以下の3つの°設定があります。 



高/ High :整合性チェックを高い優先度で実行します。 

中/ Middle :整合性チェックをバランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low :整合性チェックを低い優先度で実行します。 

パトロ—ルリード 

Patrol Read 

パトロールリードの実行有無を設定します。 



有効/ Enable : パトロールリードを実行します。 

無効/ Disable : パトロールリードを実行しません。 

パトロールリード優先 
度 

Patrol Read 

Priority 

パトロールリードをコンピュータシステ厶内でどのくらい優先的に実行するか 
表す度合いです。 

以下の3つの設定があ0ます。 



高/ High :パトロールリードを高い優先度で実行します。 

中/ Middle :パトロールリードをバランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low :パトロールリードを低い優先度で実行します。 

ブザー設定 

Buzzer Setting 

RAID システムで障害が発生したとき、 RAID コントローラのブザー機能を使 
用するかどうかを設定します。 



有効/ Enable : ブザー機能を使用します。 

無効/ Disable : ブザ-機能を使用しません。 


V ： RAID コン ト ローラの プロパティに表示する項目、設定を変更できる項目は、 RAID コン ト ローラの 種類 

® T ) によっては、サボートしていないことがあります。サボートしていない項目は、値が空白、もしくは、リスト 
に表示しません。 
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論理ドライブのプロパティを參照する 




論理ドライブの情報は、論理ドライブのプロパティで參照します。 


RAID ビューアで論理ドライブのプロパティを參照 
するには、ツリービューで參照したい論理ドライブ 
をクリックし、[ファイル]メニューで[プロパティ]を 
クリックします。 

論理ドライブのプロパティには、[全般]タブと[才 
プシヨン]タブがあります。 

[全般]タブは、論理ドライブのプロパティを表示 
します。 


[オプション]タブは、論理ドライブの設定を參照 
できます。 

動作モ-ドがアドバンストモ-ドのときは、設定を 
変更できます。 


理ドライブのブ□パティ 


: 聋 M ..... ； | オプション 1 


項目 

値 

番号 

1 

ID 

0 

物理デパイス番号 

U3 

ディスウアレイ情報 

1(1/1 番目〕 

RAID レベル 

RAID 5 

容量 

66GB 

ストライプサイズ 

64KB 

キゃ ツシユ モ - ド（現在値） 

Write Through 

ステータス 

オンライン 





raidcmd で論理ドライブのプロパティを參照する 
には、 " property " コマンドを使用します 0 


7 raidcmd property -tg=1d -c=1 -1=1 

RAID Controller #1 Logical Drive #1 

ID 

0 

Physical Device Number 

1 ， 2， 3 

Disk Array Information 

1(order 1/1) 

RAID Level 

RAID 5 

Capacity 

20GB 

Stripe Size 

64KB 

Cache Mode (Current) 

Write Back 

Cache Mode (Setting) 

Auto Switch 

Status 

> 

Online 


項目 

RAID ビユ-ア 

項目 

raidcmd 

説明 

番号 

RAID Controller 
#X 

Logical Drive # Y 

Universal RAID Utility における、論理ドライブの管理番号(論理アドレス） 

です 

[ID] の値に対応して、 1 から始まる番号を割 0 当てます。 

ID 

ID 

論理ドライブのオリジナルの識別情報です。 RAID コントローラの BIOS ユーテ 
ィリティが管理する論理ドライブと、 Universal RAID Utility の管理する論理 
ドライブを対応させるには、この値を使用します。 

物理デバイス番号 

Physical Device 
Number 

論理ドライブが存在するディスクアレイを構成する物理デバイスの番号です。 

ディスクアレイ情報 

Disk Array 
Information 

論理ドライブが存在するディスクアレイの番号と、ディスクアレイ内の位置に 
関する情報です。以下の形式で情報を表示します。 


<RAID ビューア> 

ディスクアレイ番号{先頭からの順番/ディスクアレイ内の論理ドライブ個 
数、 

<raidcmd> 

ディスクアレイ番号 (order 先頭からの順番/ディスクアレイ内の論理ドラ 
イブ個数') 
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項目 

項目 

説明 

RAID ビューァ 

raidcmd 


RAID レベル 

RAID Level 

論理ドライブの RAID レベルです。 



RAID 0, RAID 1 ,RAID 5, RAID 6, RAID 10, RAID 50 を表示できま 
す。 

容量 

Capacity 

論理ドライブの容量です（単位 GB )。 

ストライプサイズ 

Stripe Size 

論理ドライブのストライプサイズです。 



1 KB , 2 KB , 4 KB , 8 KB , 16 KB , 32 KB , 64 KB , 128 KB , 256 KB , 512 KB , 
1024 KB を表示できます。 

キヤツシュモード（現 
在値） 

Cache Mode 
( Current ) 

RAID コントローラに搭載するキャッシュメモリの書き込みモードの現在値で 
す0 

以下の2つのモードがあります。 



Write Back :非同期書込みを行うモ-ドです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 

キヤツシュモ-ド（設 
定値） 

Cache Mode 
( Setting ) 

RAID コントローラに搭載するキャッシュメモリの書き込みモードです。 

以下の3つの設定があ0ます。 



自動切替/ Auto Switch :バッテリの有無、状態により自動的に Write 

Back と Write Through を切り替えるモードです。 

Write Back :非同期書込みを行うモ-ドです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 

ステータス 

Status 

論理ドライブのステータスです。 

以下の3つの状態があります。 

オンライン/ Online :論理ドライブの冗長性が保たれている状態を指しま 
す0 

縮退/ Degraded :論理ドライブの冗長性が失われているか、冗長性が低 
下した状態を指します。論理ドライブへのアクセスは可能です。 

オフライン/ Offline :論理ドライブが停止し、論理ドライブへのアクセスも不 
可能な状態を指します。 



• RAID レベルの種類、ストライプサイズの種類は、 RAID コントローラご_とにサボートする内容が異な 
ります。サボートしない種類の値は、値が空白、もしくは、表示しません。 

• キャッシュモードの種類は、 RAID コントローラごとにサボートする内容が異なります。サボートしない 
種類の値は表示しません。 


• 論理ドライブのプロパティに表示する項目、設定を変更できる項目は、 RAID コントローラご_とにサ 
ポートする内容が異なります。サボートしていない項目は、リストに表示しません。 
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物理デパイスのプロパティを參照する 

物理デバイスの情報は、物理デバイスのプロパティで參照します。 


RAID ピューアで論理ドライブのプロパティを参照する 
には、ツリ-ビュ-で參照したい物理デバイスをクリック 
し、[ファイル]メニューで[プロパティ]をクリックしま 
す 0 


物理デバイスのプロパティには、[全般]タブがありま 
す。[全般]タブは、物理デバイスのプロパティを表示 
します。 


物理デバイスのブ□パティ 


2iJ 


: i 【:1 


項目 

値 

番号 

1 

ID 

0 

エンクロージゃ 

1 

スロット 

1 

インり.フェース 

SAS 

製适元/製品洛 

SEAGATE ST 336754 SS 

ファ-ムウIアバ-ジョン 

0002 

シリアル番号 

3KQ0525P 

容圼 

33GB 

ステ-タス 

オンライン 

S.M.A.R.T. 

正芾 


raidcmd で物理デバイスのプロパティを參照する 
には、 1 ' property " コマンドを使用します 0 


)raidcmd property - tg=pd - c =1 - p =1 

RAID Controller #1 Physical 

Device #1 

ID 

0 

Enclosure 

1 

Slot 

1 

Interface 

SAS 

Vendor/Model 

SEAGATE ST 936751 SS 

Firmware Version 

0001 

Serial Number 

3 PE 073 VM 

Capacity 

33 GB 

Status 

Online 

S . M . A . R . T . 

> 

Normal 


項目 

RAID ビューァ 

項目 

raidcmd 

説明 

番号 

RAID Controller 

#X 

Physical Device #Y 

Universal RAID Utility における、物理デバイスの管理番号(論理アドレ 
ス)です。 

[ID] の値を元に物理デバイスを昇順に並べ、値の小さいものから順番に 1 
から始まる番号を割り当てます。 

ID 

ID 

物理デバイスのオリジナルの識別情報です。 RAID コントローラの BIOS ユー 
ティリティが管理する物理デバイスと、 Universal RAID Utility の管理する 
物理デバイスを対応させるには、この値を使用します。 

ID の形式は RAID コントローラの種類により異なります。 

エンクロージャ 

Enclosure 

物理デバイスを収納するエンクロージャの番号です。 

1 から始まる番号を表示します。 

スロット 

Slot 

物理デバイスを収納するスロットの番号です。 

1 から始まる番号を表示します。 

インタフェース 

Interface 

物理デバイスを接続するインタフエースのタイプです。 

以下の 2 種類があ 0 ます。 

SAS : Serial Attached SCSI 

SATA : Serial ATA 

製造元/製品名 

Vendor/Model 

物理デバイスの製造元と製品名です。 

ファー厶ウェアパージョ 
ン 

Firmware Version 

物理デバイスのファームウ I アのパージョンです。 

シリアル番号 

Serial Number 

物理デバイスのシリアル番号です。 

容量 

Capacity 

物理デバイスの容量です（単位 GB )。 
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項目 

RAID ビューァ 

項目 

raidcmd 

説明 

ステータス 

Status 

物理デバイスのステータスです。 

以下の5つの状態があります。 

オンライン / Online :物理デバイスが論理ドライブに組み込まれており、正 
常に動作していることを指します。 

故障 / Failed :物理デパイスが論理ドライブに組み込まれてお0、故障して 
いることを指します。 

リビルド中 / Rebuilding :物理デバイスがリビルド中であることを指します。 
ホットスペア / Hot Spare :物理デバイスをホットスペアに設定していることを 
指します0 

レディ / Ready :物理デバイスが論理ドライブに組み込まれていないことを 
指します。 

ホットスペア t 青幸 B 

Hot Spare 
Information 

ホットスペアに設定している物理デバイスのホットスペアモードです。 

以下の2種類のモードがあ0ます。 

共用 / Global : RAID コントローラのすべてのディスクアレイのホットスペアとし 
て使甲で去丰す 

専用 / Dedicated :指定したディスクアレイのホットスペアとして使用できま 
す。指定したディスクアレイの番号も表示します。 

S . M . A . R . T . 

S . M . A . R . T . 

S . M . A . R . T ■機能 ( Self - Monitorina , Analysis and Reporting 
Technoloqy ) の診断結果を表示します。以下の2種類の状態がありま 
す。 

正常 / Normal : S _ M . A _ R . T ■機能によるエラーを検出していません。 

検出 / Detected : S . M . A . R . T ■機能によるエラーを検出しています。 



• 物理デバイスのプロパティに表示する項目、設定を変更できる項目は、 RAID コント ローラ ごとにサ 
ポートする内容が異なります。サボートしていない項目は、値が空白、もしくは、リストに表示しま 
せん。 

• 強制オフラインを実行すると、物理デバイスが故障していなくても[ステータス]/ [ Status ] は[故 
障]/ [ Failed ] となります。 
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ディスクアレイのプロパティを參照する 


ディスクアレイの情報は、ディスクアレイのプロパティで參照します。ディスクアレイのプロパティは raidcmd でのみ參照でき 
ます。 RAID ビューアでは參照できません。 


ディスクアレイのプロパティを參照するには、 
" property " コマンドを使用します 0 


> raidcmd property -tg=da -c=l -a=1 
RAID Controller #1 Disk Array #1 
Physical Device Number :1, 2, 

Capacity : 67GB 

Unused Capacity : 47GB 


項目 

説明 

raidcmd 



RAID Controller Disk Array #Y Universal RAID Utility における、ディスクアレイの管理番号(論理アドレ 

ス)です。 


Physical Device Number 


ディスクアレイを構成する物理デバイスの番号です。 


Capacity ディスクアレイの容量です（単位 GB )。 

Unused Capacity ディスクアレイの未使用領域の容量です（単位 GB ) 0 


オペレーシ|ンの実行状況を確認する 


RAID システムで実行しているオペレーシヨンの実行状況を RAID ビユーア、および、 raidcmd で確認できます。 

RAID ビユーアで オペ レーシヨ ンの実行状況を確認するには、オペ レーシヨ ンビ ユーを 使用します。オペ レーシヨ ン ビユー につ 
いては、「オペ レーシヨ ン ビュー」 を參照してください。 


raidcmd でオペレーシヨンの実行状況を確認する 
には、'' oplist " コマンドを使用します。 

" oplist " コマンドで表示するオペ レーシヨ ンの種 
類は以下のとおりです。それぞれのオペ レーシヨ ン 
ごとに、対象コンポーネントと、状態を表示しま 
す 。 

• 初期化 (Initialize) 

• リビルド (Rebuild) 

• 整合性チェック (Consistency Check) 


7 raidcmd oplist 


RAID Controller #1 


Logical 

Drive #1 : Consistency Check 

(52%) 

Logical 

Drive #2 : Initialize (33%) 


Physical 

Device #1(0 )： Rebuild (99%) 


RAID Controller #2 


Logical 

Drive #1 : Consistency Check 

(2%) 

Physical 

> 

Device #2(1) : Rebuild (22%) 



表示するオペレーシヨンは、 raidcmd を実行時に実行中のオペレーシヨンです。終了したオペレーシヨンは表示しません。 
終了したオペレーシヨンの結果は、 RAID ロゲやプロパティで確認します。 


53 

















RAID ビューアの表示内容を更新する 

RAID ビューアに表示する内容は、次のタイミングで raidsrv サービスから取得します。 

• RAID ビュ ーアを起動したとき 

• RAID システムの状態の変化やオペレーシヨンの実行状態の変化などの事象が発生し、そのイベントを受信したと 
ぎ 

これら以外のタイミングで RAID ビューアに表示する内容を最新の状態に更新し 
たい場合は、 [ファイル] メニューで[再スキャン]をクリックします。 RAID ビューア 
は raidsrv サービスから RAID システムの情報を取得しなおし、表示する内容を 
更新します。 


ESQ 

■versa 

1 RAID Utility - 

Ft/ 

ファイル (0 [ 

探作 (D ツ-ル ( I ) 

再 スキゃン m ) Ctrl+F5 

ヲ□パティ mu 


RAID システムの動作記録を參照する 


RAID システムに対する操作、および、 RAID システムで発生したイベントは、 Universal RAID Utility の RAID ロゲに 
記録します。 


オペレーテインゲシステムが Windows の場合、 RAID ロゲを參照するには、ログビューアを使用します。 

ロゲビューアに表示する RAID ログの内容は、ロゲビューアを起動したときの内容 
です。 RAID ログの内容を更新するには、[ファイル]メニューで[最新の情報に 
更新]をクリックします。ロゲビューアは RAID ロゲを取得しなおし、表示する内 
容を更新します。 


オペレーテインゲシステムが Linux の場合、 RAID ロゲを參照するには、テキストエディタなどで RAID ロゲのファイルを直接 
參照します。詳細 irRAID ログへのイベントの記録」を參照してください。 


n Jim 

ivers^ 

1 RAID Utility - □叱 

ファイル 〔 E ) | 

ヘルプ 〔 id ) 

最新®情報に更新 [3 F5 


プロパティ ( B ) 

終了 は） Att+P4 


[TV 浩報 
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RAID システムの コンフイグレーシヨン 


Universal RAID Utility を使用した RAID システムのコンフイゲレーシヨン ( RAID システムを構築すること)について説明します。 
Universal RAID Utility は、目的に応じていろいろな機能を提供しています。 



共用ホットスペア や 専用ホット 
スペアをミスなく簡単に設定で 
きます。 





る 「イージーコンフィグレーション」 
機能を提供しています。 



選択項目を 2 つ決めるだけで 
論理ドライブのできあがり！ 



論理ドライブの 詳細設定や複 
数個の論理ドライブ同時作 
成 も思いのまま！ 


「 RAID システムを簡単 
に構築する」 

を參照してください 


「論理ドライブを簡単に 
作成する」 

を参照してください 


「論理ドライブを自由に 
作成する」 

を參照してください 



図 11 RAID システムのコンフィグレーション機能 
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ホッ t スペアを作成する 

Universal RAID Utility は、障害が発生した物理デバイスを置換するために使用するホットスペアを作成できます。 
ホットスペアには、以下の2種類のモードがあります。 


モード 説明 


共用ホットスペア 同一 RAID コントローラのすべてのディスクアレイのホットスペアとして使用できます。 

専用ホットスペア 同一 RAID コントローラの特定のディスクアレイのホットスペアとして使用できます。 

いずれのモードにおいても、ホットスペアとして機能するためには以下の点に留意する必要があります。 

• ホットスペアは、同一のインタフエースタイプの物理デバイスで構成するディスクアレイにのみホットスペアとして機能 
します。 

• ホットスペアは、障害が発生した物理デパイスとホットスペアの容量が同じか、もしくは、障害が発生した物理デバ 
イスの容量がホットスペアの容量よりも小さい場合のみ機能します。 

• S . M . A . R . T . エラーを検出している物理デバイスは、ホットスペアとして使用できません。 


共用ホットスペアとは 


共用ホットスペアとは、同一 RAID コントローラのすべての論理ドライブのホットスペアとして機能するホットスペアで 
す。 

(例 1)RAID コントローラに論理ドライブ# 1 と# 2 が存在する RAID システムで共用ホットスペアを作成すると、 
共用ホットスペアは論理ドライブ#1と#2のホットスペアとして機能します。 

I——I-1 

H i 

| 論理ドライブ論理ドライブ 1 共用 

^ #1 #2 | ホットスペア 


共用ホットスペアは、 RAID コント ローラの すべて 
の論理ドライブのホットスペアとして機能します。 

図12共用ホットスペア1 


(例 2) 例1の RAID システムに論理ドライブ#3を追加した場合、共用ホットスペアは論理ドライブ#3のホット 
スペアとしても機能します。 



共用ホットスペアは、 RAID コント ローラの すべて 
の論理ドライブのホットスペアとして機能します。 


図13共用ホットスペア2 
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専用ホットスペアとは 


専用ホットスペアとは、同一 RAID コントローラの選択した論理ドライブのホットスペアとして機能するホットスペアです。 
専用ホットスペアは、以下のような特徴があります。 

■ 専用ホットスペアは、選択した論理ドライブのホットスペアとして機能します。 

選択していない論理ドライブにはホットスペアとして機能しません。 

■ 1台の専用ホットスペアを複数個の論理ドライブの専用ホットスペアとして作成することもできます。 

■ 1個の論理ドライブに複数の専用ホットスペアを作成できます。 

RAID レベルが RAID 0の論理ドライブが存在するディスクアレイには、専用ホットスペアを作 
成できません0 


(例 1) RAID コントローラに論理ドライブ#1と#2が存在する RAID システムで専用ホットスペアを作成します。 
作成する論理ドライブに論理ドライブ#1のみを選択すると、専用ホットスペアは論理ドライブ#1のホットス 
ペアとして機能します。論理ドライブ#2のホットスペアとしては機能しません。 




(例 2) 例1とは異なり、専用ホツトスペアを作成する論理ドライブに論理ドライブ#1と論理ドライブ#2の両方 
を選択すると、専用ホットスペアは論理ドライブ#1と論理ドライブ#2の両方のホットスペアとして機能しま 
す0 



| 論理ドライブ 
#1 


論理ドライブ 1 
#2 I 


専用 

ホットスペア 



例 1) とは異なり論理ドライブ#2も選択したため、論理ド 
ライブ#1と#2の両方のホットスペアとして機能します。 


図15専用ホットスペア2 
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(例 3) 例 1 の RAID システムで、物理デバイスの障害発生に対する備えをさらに強化するため、論理ドライブ 
#1の専用ホットスペアをもう1台追加することもできます。この場合、専用ホットスペア#1と#2は2台と 
も論理ドライブ#1のホットスペアとして機能します。論理ドライブ#2のホットスペアとしては機能しません。 


t>Ll 


論理ドライブ 
#1 


□ 
論理ドライブ 
#2 



専用ホットスペア#1と#2は、2台とも論理ド 
ライブ#1のホットスペアとして機能します。 


図 16専用 ホットスペア 3 


(例 4) 例2の RAID システムも、例3のように論理ドライブ#1、#2の専用ホットスペアをもう1台追加するこ 
ともできます。この場合、専用ホットスペア#1と#2は論理ドライブ#1と#2の両方のホットスペアとして機 
能します。 



専用ホットスペア#1と#2は、論理ドライブ#1 
と#2の両方のホットスペアとして機能します。 


図 17専用 ホットスペア 4 


共用ホットスペアの作成 

RAID ビューアで共用ホットスペアを作成する手順を説明します。 


RAID ビユニア 

RAID ビューアの場合、共用ホットスペア作成機能を使用します。 


手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで[ステータス]が[レディ]の物理デバイスをクリックしま 
す0 


手順2 [操作]メニユ 
一で[ホットスペア]をポ 
イントし、[共用ホットスぺ 
ア作成]をクリックします。 


!… lJ 

L.k 

リビルド ㈤ 


Ll 

ホットスペア 〔 H ) ► 

共用ホットスペア作成 ㈤ 

i …. L . 

獅ゎライン 

専用ホットスペア作成 ㈤ … 


m 強制オフライン ( e ) 

ホットスペア!?蹄 ( E ) 


実琺仿罟表示闩レブ) ► 
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手順 3 共用ホットスペアを作成後、 

物理デバイスのプロパティを参照すると、 
[ステータス]の値が [ホット スペア]にな 
り、新たに [ホット スペア情報]という項目 
を表示し、値が[共用]となります。 


物理デバイスのブ□パティ 




項目 

II 

番号 

4 

ID 

3 

エン勺□ージゃ 

1 

スロツト 

4 

ぐカフ エース 

SAS 

製造元/■製品洛 

SEAGATE ST 373455 SS 

ファ - ムウ I 乃トジョン 

0001 

シリアル番号 

3LQ03VJB 

容量 

67GB 

ステータス 

ホットスペア 

ホットスペア情報 

共用 

S.M.A.R.T. 

正常 


raidcmd 


raidcmd の場合、 ' hotspare ' 1 コマンドを使用します 0 
raidcmd を実行する前に、以下のパラメータを決定しておきます。 


項目 

説明 

RAID コントローラ 

物理デバイス 

ホットスペアを作成する物理デバイスが存在する RAID コントローラの番号 

共用ホットスペアを作成する物理デパイスの番号 


手順1 決定したパラメータを使 

用して、 raidcmd の" hotspare " 
コマンドを実行します。 


7 raidcmd hotspare -c=1 -p=6 -mr 二 make 
Make Global Hot Spare. 

o 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : 

> 

yes 


手順2 共用ホットスペアを作成 

後、物理デバイスのプロパティを參 
照すると、 [Status] の値が [Hot 
Spare] になり、新たに [Hot Spare 
Information] という項目を表示し、 
値が [Global] となります。 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=6 

RAID Controller #1 Physical 

Device #6 

ID 

5 

Enclosure 

1 

Slot 

6 

Interface 

SAS 

Vendor/Model 

Seagate ST1 2345678 

Firmware Version 

BK09 

Serial Number 

1111 

: 4-w 


Status 

Hot Spare 

Hot Spare Information 

Global 

o. m. rv. i\. i . 

> 

imui ma i 


専用ホットスペアの作成 

RAID ビューアで専用ホットスペアを作成する手順を説明します。 
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RAID ビューア 


RAID ビューアの場合、専用ホットスペア作成機能を使用します。 


手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで[ステータス]が[レディ]の物理デバイスをクリックしま 
す0 


手順2 [操作]メニユ 
一で[ホットスペア]をポ 
イントし、[専用ホットスぺ 
ア作成]をクリックします。 


L.=4J 

L.k 

リビルド ( B ) 


Ll 

ホットスペア 〔 H ) ► 

共用ホットスペア作成 ㈤ 

\ …. L. 

4强制オンライン ( N ) 

専用ホットスペア作成 ㈤ … 


bD 強制オフライン(丘） 

ホットスペア解除 〔 E ) 


実装位蚩表示〔ランプ ) 〔U ► 



手順 3 [専用ホットスペアの作成]ダ 

イアログボックスを表示します。専用ホット 
スペアを作成するディスクアレイのチェック 
ボックスをオンにします。複数のディスクア 
レイの専用ホットスペアとすることもできま 
す。なお、[選択した物理デバイスの容 
量]よりも必要容量が大きいディスクア 
レイの専用ホットスペアにはできません。 

[〇 K ] をクリックすると、専用ホットスペア 
を作成します。 



手順 4 専用ホットスペアを作成後、 
物理デバイスのプロパティを參照すると、 
[ステータス]の値が [ホット スペア]にな 
り、新たに [ホット スペア情報]という項目 
を表示し、値が[専用(ディスクアレイ 
# X )] となります。 


物理デバイスのブ□パティ 


: i 【:1 


項目 

m 

番号 

4 

ID 

3 

エン勺□ージゃ 

1 

スロット 

4 

インタフ： [- ス 

SAS 

製造元/■製品名 

SEAGATE ST 373455 SS 

ファ-ムウIアバ-ジョン 

0001 

シリアル番号 

3LQ03VJB 

容量 

67GB 

ステ-タス 

ホゥトスペア 

ホットスペァ情報 

専用（ディスウアレイ# 1 ) 

S.M.A.R.T. 

正常 


raidcmd 


raidcmd の場合、 " hotspare " コマンドを使用します 0 
raidcmd を実行する前に、以下のパラメータを決定しておきます。 
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項目 


説明 


RAID コント ロー ラ 
物理デバイス 

ディスクアレイ 


ホットスペアを作成する物理デバイスが存在する RAID コント ローラの 番号 
専用ホットスペアを作成する物理デパイスの番号 

専用ホットスペアを作成する物理デバイスの容量は、対象となるディスクアレイで使 
用中の物理デバイスと同じ、もしくは、それ以上である必要があります。 

専用ホットスペアの対象となるディスクアレイの番号 


手順 1 決定したパラメータを使 
用して、 raidcmd の 1 ' hotspare " 
コマンドを実行します。 


7 raidcmd hotspare -c=1 -p=6 -mr 二 make -a=2 
Make Dedicated Hot Spare. 

o 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 

> 



手順 2 専用ホットスペアを作成 

後、物理デバイスのプロパティを參 
照すると、 [Status] の値が [Hot 
Spare] になり、新たに [Hot Spare 
Information] という項目を表示し、 
値が [Dedicated (Disk Array 
# X )] となります。 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=6 

RAID Controller #1 Physical 

Device #6 

ID 

5 

Enclosure 

1 

Slot 

6 

Interface 

SAS 

Vendor/Model 

Seagate ST1 2345678 

Firmware Version 

BK09 

Serial Number 

1111 

i 

Status 

Hot Spare 

Hot Spare Information 

Dedicated (Disk Array #2) 

o. m. n. i\. i . ■ imui ilia i 

> 


ホットスペアの解除 

RAID ピューアでホットスペアを解除する手順を説明します。 


RAID ビユニア 

RAID ビュ-アの場合、ホットスペア解除機能を使用します。 


手順 1 RAID ビューアを起動します。ツリーピューでステータスが「ホットスペア」の物理デバイスをクリックし 
ます。 


手順 2 [操作]メニュ 
一で [ホット スペア]をポ 
イントし、 [ホット スペア解 
除]をクリックします。 


I..L 

リビルド ( E ) 


L..k 

ホットスペア 〔 Jd ) ► 

共用ホットスペア作成 ㈤ 

L..k 

hr , 強制オンライ 

専用ホットスペア作成 ( S )... 


te 強制オフライン _[ E ) 

ホットスペア!?陳 ( E ) 


実装位罟表示(■ランプ: l 〔 L ) ► 
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手順 3 ホットスペアを解除後、物理 
デバイスのプロパティを參照すると、[ステ 
ータス]の値が[レディ]になり、[ホットス 
ペア情報]という項目は表示しません。 



raidcmd 


raidcmd の場合、 " hotspare " コマンドを使用します 0 
raidcmd を実行する前に、以下のパラメータを決定しておきます。 


項目 

説明 

RAID コントローラ 

物理デパイス 

ホットスペアを解除する物理デバイスが存在する RAID コントローラの番号 

ホットスペアを解除する物理デバイスの番号 


手順1 決定したパラメータを使 

用して、 raidcmd の" hotspare ” 
コマンドを実行します。 


/> raidcmd hotspare -c=1 -p=6 -mr=remove 
Remove Hot Spare. 

❶ 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 

> 



手順2 ホットスペアを解除後、物 

理デバイスのプロパティを參照すると、 
[ Status ] の値が [ Ready ] になり、 
[Hot Spare Information ] といつ 
項目は表示しません。 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=6 

RAID Controller #1 Physical 

Device #6 

ID 

5 

Enclosure 

1 

Slot 

6 

Interface 

SAS 

Vendor/Model 

Seagate ST1 2345678 

Firmware Version 

BK09 

Serial Number 

1111 

Capacity 

146GB 

Status 

Ready 

S. M.A. R. T ： 

> 

Normal 
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RAID システムを簡単に構築する 

Universal RAID Utility は、 RAID コントローラに未使用の物理デバイスを接続した状態から、論理ドライブの作成、ホ 
ットスペアの設定といったコンフィグレーションを簡単に行える「イージーコンフィゲレーション」機能をサポートしています。 

「イージー コンフィ ゲレーシ ョン」 は 、 RAID コン トローラに接続している未使用の物理デバイスについて、データ格納に使用 
する台数(論理ドライブを構成する物理デバイスの台数)とホットスペアに使用する台数を決定すると 、 Universal RAID 
Utility が自動的に RAID システムを構築する機能です。 

「イージーコンフィゲレーション」により RAID システムを構築する刈ットは以下のとおりです。 RAID システムを構築する際 
に検討、操作しなければいけない作業を Universal RAID Utility が代わりに行います。 

• 3つの項目 （ RAID コントローラ、論理ドライブで使用する物理デバイスの台数、作成する論理ドライブの個数)を 
指定するだけで RAID システムを構築できます。 

• 論理ドライブの選択項目 （ RAID レベル、容量、ストライプサイズ..… etc ) は 、 Universal RAID Utility がすべて自 
動的に設定します。 

參複数の論理ドライブを同時に作成できます。 

• ホットスペア用に物理デバイスを残すと 、 Universal RAID Utility が自動的に作成する論理ドライブの専用ホット 
スペアを作成します。 


イージーコンフィグレーションの操作手順 

イ ージーコンフイゲレーシヨンを 使用す る 手順を説明します。 


RAID ビユニア 

RAID ビューアの 場合、イ ージーコンフイゲレーシヨン 機能を使用します。 


手順1 イージーコンフイゲレーシヨンで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要がある 
ときは、このタイミングで接続します。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビューアを起動します。 


手順 2 [ ツール ] メニューで [ イージーコンフイグレーシヨン ] 
をクリックします。 


Utility - FtAIDE ユーア 


) 

|ッ-ル(エ）| 

ヘルプ 〔 id 】 


イ-ジ-コンフィレ - シヨン ( E )... 


ム 

□ヴビユ-ア 〔 L ) Ctrl+L 


手 11113 [イージーコンフ 

ィゲレーシヨン]ウィザード 
が起動します。 

ステップ1/3では、コンフィ 
ゲを行う RAID コント ロー 
ラを選択します。コンフィグ 
を行う RAID コント ロー ラ 
をクリックし、[次へ]をクリ 
ックします。 

[RAID コントローラ ] には、 
イージーコンフイゲレーシヨ 
ンを行う条件を満たしてい 
ない RAID コントローラは 
表示しません。 
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手順 4 ステップ2/3で 
は、論理ドライブで使用 
する物理デバイスの台数 
(データ格納に使用する 
物理デバイスの台数)、 
RAID コントローラに作成 
する論理ドライブの個数 
を指定します。インタ フエ 
—スタイプの異なる物理 
デバイスが存在するときは、 
インタ フエー スタイプご_とに 
指定します。指定したら 
[次へ]をクリックします。 


手順5 ステップ3/3で 
は、 イージー コンフイ グレー 
シヨンで構築する RAID シ 
ステムのコンフイ ゲレー シヨ 
ンを表示します。表示す 
る内容でコンフイゲすると 
きは、 [0 K ] をクリックしま 
す。コンフイゲ内容を変更 
したいときは、[戻る]をク 
リックします 0 


手順6 ステップ3/3で 
[0 K ] をクリックすると、 

RAID システムの構築を 
実行します。論理ドライブ 
の作成、ホットスペアの設 
定が完了したら、[イージ 
-コンフイグレーシヨンウイ 
ザードの完了]を表示し 
ます。この時点で、論理ド 
ライブの作成、ホットスぺ 
ァの作成は完了していま 
す。ウイザ-ドを閉じたらツ 
リービューなどでコンフイゲ 
レーシヨンを確認します。 

ただし、作成した論理ドラ 
イブの初期化は完了して 

いない可能性があります。論理ドライブの初期化の実行状況や結果は、オペレーシヨンビューで確認しま 
す 0 
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raidcmd 

raidcmd の場合、 " econfig " コマンドを使用します。 


手1唄1 イージーコンフィゲレーシヨンで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要がある 
ときは、このタイミングで接続します。 


手順2 raidcmd の" econfig " 
コマンドを実行します。 

手3 raidcmd のイージーコンフ 

ィヴレーシヨンの条件を指定します。 
Step 1/3では、コンフィヴを行う 
RAID コントローラを選択します。コ 
ンフィヴを行う RAID コントローラを入 
力します。 

リストには、イージーコンフィグレーシヨ 
ンを行う条件を満たしていない 
RAID コントローラは表示しません。 

手順4 Step 2/3では、論理ドラ 
イブで使用する物理デバイスの台数 
(Physical Device count using 
Logical Drive ⑸）、 RAID コントロ 
-ラに作成する論理ドライブの個数 
(Creating Logical Drive count ) 
を指定します。インタフェースタイプの 
異なる物理デパイスが存在するとき 
は、インタフェースタイプごとに指定し 
ます(右の例では、 SAS インタフェー 
スの物理デバイスについて設定して 
います。異なるインタフェースタイプの 
物理デパイスが他にも存在する場 
合は、この操作をインタフェ-スタイ 
プごとに行います)。 

手順5 Step 3/3では、イージ ー 
コンフィグレーシヨンで構築する RAID 
システムのコンフィゲレーシヨンを表示 
します。表示する内容でコンフィゲす 
るときは、 yes を入力します。コンフ 
ィヴ内容を変更したいときは、 no を 
入力します。 


> raidcmd econng 

Step 1/3 : Select RAID Controller 


o 


RAID Controller #1[MegaRAID SAS PCI Express(TM) ROMB] 
RAID Controller #2 [LSI Corporation MegaRAID SAS 8408E] 

RAID Controller [1-2] : 1 

Step 2/3 : Set the contents of configuration 


〈Physical Device (Interface Type : SAS)> 

Unused Physical Device count 

Physical Device count using Logical Drive(s) [ 2 - 7] 

Hot Spare count 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y 

Maximum Logical Drive count 

Creating Logical Drive count [1-2] 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y 

Step 3/3 : Confirm the contents of configuration 

RAID Controller #1[LSI MegaRAID SAS 8202E] 

Logical Drive #1[RAID 5 : 200GB] 

Physical Device #1(0), 2 ⑴， 3(2) [SAS] 

Physical Device #7(6) [SAS] Dedicated Hot Spare 
Logical Drive #2 [RAID 5 : 200GB] 

Physical Device #4(3), 5(4), 6(5) [SAS] 

Physical Device #7(6) [SAS] Dedicated Hot Spare 
Logical Drive #3 [RAID 1 : 200GB] 

Physical Device #8(7), 9(8) [SATA] 

Physical Device #10(9) [SATA] Dedicated Hot Spare 


o 


❺ 


<Caution> 

Create Logical Drive #2 with different Physical Devices of \ 
capacity. Therefore, Logical Drive capacity is decided by tie 
smallest Physical Device of capacity. 

Run the above configuration. 

Initialize a 11 of Logical Drive after creating them. You can ; ee 
the progress and the result of initialization by ’’oplist” aid 
’’property” commands. 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 


yes を入力すると、 raidcmd は RAID システムのコンフィゲレーシヨンを実行し、 raidcmd が正常終了します。 
この時点で、論理ドライブの作成、ホットスペアの作成は完了しています。各コンポーネントのプロパティなど 
でコンフィゲレーシヨンを確認します。ただし、作成した論理ドライブの初期化は完了していない可能性があ 
ります。論理ドライブの初期化の実行状況や結果は、 n oplist " コマンドで確認します。 


p ： l Step 3/3で物理デバイスには2つの番号を表示します。 
■ 〜丨 Physical Device #!% N ) 

M \ 物理デバイスの番号、/ V : 物理デバイスの ID 
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イージーコンフィグレーションを実行できる RAID コントローラ 

イージーコンフィゲレーションを実行できる RAID コントローラは、以下の条件を満たしている必要があります。条件を 
満たしていない RAID コントローラは、[イージーコンフィゲレーション]ウィザードのステップ1/3で [ RAID コント ローラ] 
リストに表示しません。 

1専用ホットスペアを作成できる RAID コントローラであること 
2 RAID コントローラに、未使用の物理デバイスを2台以上接続していること 

イージーコンフィグレーションで使用できる物理デパイス 

イージーコンフィゲレーションで使用できる物理デバイスは、「未使用の物理デバイス」です。「未使用の物理デバイ 
ス」とは、[ステータス]が[レディ]の物理デバイスを指します。 

イージーコンフィグレーションによる論理ドライブの作成 

イージーコンフイゲレーシヨンで作成する論理ドライブの内容について説明します。 


RAID レベルと作成できる論理ドライブの個数 


イージーコンフイグレーシヨンで作成する論理ドライブの RAID レベルは、 RAID 1もしくは 、 RAID 5となります。 
どちらを使用するかは、 RAID コントローラがサボートする RAID レベルの種類、および、論理ドライブで使用する 
物理デバイスの台数により決まります。 

また、作成できる論理ドライブの個数も、同様の条件により決まります。 


RAID 1と RAID 5の RAID レベルを J ボートする RAID コントロー5 


論理ドライブで使用する 

論理ドライブの 

作成できる論理ドライブの個数 1 

物理デバイスの台数 

RAID レペル 



2台 RAID 1 1 


3〜5台 RAID 5 1 

6台以上 RAID 5 論理ドライブで使用する物理デバイスの台数/ 3 


RAID 1の RAID レベルのみサボートする RAID コントローラ 


論理ドライブで使用する 
物理デバイスの台数 

論理ドライブの 

RAID レベル 

作成できる論理ドライブの個数 

2台以上 

RAID 1 

論理ドライブで使用する物理デバイスの台数/2 


pfO イージーコンフィグレーションでは、 RAID レベルが RAID 1もしくは RAID 5以外の論理 
[ T 1 ドライブは作成できません。 


論理ドライブに使用する物理デパイス 


作成する論理ドライブに使用する物理デバイスは、ホットスペアを作成する物理デバイスを除き、物理デパイス 
番号の小さい方から順に使用します。 

(例）イージーコンフィゲレーシヨンで物理デバイス#1〜#7を使用できるとき、#3をホットスペアに使用するような 
ケースでは、物理デバイス番号の小さい方から#1と#2と#4で論理ドライブ#1を、#5と#6と#7で論 
理ドライブ#2を作成します。 
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BBS 


物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス 
#1 #2 #3 #4 #5 #6 #7 

ホットスペア 



論理ドライブ 
#1 


論理ドライブ 
#2 


図18 [イージーコンフィグレーション]物理デパイスの割り当て1 

論理ドライブを複数作成するとき、それぞれの論理ドライブを構成する物理デバイスの台数が均等にならないと 
きは、論理ドライブ番号の小さい論理ドライブに多く割り当てます。 

(例）イージーコンフィグレーションで物理デバイス#1〜#7を使用できるとき、論理ドライブを2個作成するよう 
なケースでは、物理デバイス#1〜#4の4台で論理ドライブ#1を、#5〜#7の3台で論理ドライブ#2 
を作成します。 


Q Q 


Q 


物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス 
#1 #2 #3 #4 #5 #6 #7 


T 


論理ドライブ 
#1 


論理ドライブ 
#2 


図19 [イージーコンフィグレーション]物理デバイスの割り当て2 




S . M . A . R . T . エラーを検出している物理デバイスは、論理ドライブの作成に使用できません。 


論理ドライブの容量 


作成する論理ドライブの容量は、 RAID レベルと使用する物理デパイスの容量により決まります。 

イージーコンフィゲレーションは、物理デバイスの領域をすべて使用して論理ドライブを作成します。 

1個の論理ドライブで異なる容量の物理デバイスを使用するときは、最も容量の小さい物理デバイスに合わせ 
た容量で論理ドライブを作成します。 

(例）イージーコンフィグレーションで容量の異なる物理デバイス#1〜#7を使用できるとき、論理ドライブを2個 
作成するようなケースでは、物理デバイス#1〜#4の4台で論理ドライブ#1を、#5〜#7の3台で論理 
ドライブ#2を作成します。このとき、論理ドライブの容量は最も小さい容量の物理デバイスにより決まりま 
す0 
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物理デバイス物理デバイス I 物理デバイ I 物理デバイス I 物理デバイス物理デバイス I 物理デバイス ■ 

50GB 50GB . 150 GB I [ 100 GB I 100GB 100GB v 150 GB 




> f 

Q 

論理ドライブ 
#i 

150GB 

RAID 5 


容量が最も小さい物理デ 



容量が最も小さい物理 

バイスが 50 GB のため、#3 



デバイスが 100 GB のた 

と#4はそれぞれ 50 GB のみ 

1 J 

め、#7は 100 GB のみ使 

使用する (#3 の残0 

論理ドライブ 

用する(残り 50 GB は未 

100 GB 、 #4の残り 50 GB 

#2 

使用） 

は未使用） 

200GB 



RAID 5 



図20 [イージーコンフィグレーション]論理ドライブの容量 


論理ドライブの選択項目 

作成する論理ドライブのその他の選択項目は以下のように決まります。 


選択項目 値 


ストライプサイズ RAID コン ト ローラの 既定値を使用します （RAID コン ト ローラの 種類により異なりま 

す)。 

キャッシュ モード RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID コントローラの種類により異な0ま 

す)〇 


初期化モード 完全 


イージーコンフイクレーシヨンによるホットスペアの作成 


イ ージーコンフイグレーシヨンで 作成す るホットスペアの 内容に ついて 説明します。 

ホツトスペアの台数 


ホットスペアの台数は、 RAID コントローラに接続している未使用物理デバイスの台数と、論理ドライブで使用す 
る物理デバイスの台数により決まります。[イージーコンフィグレーシヨン]ウィザードのステップ2/3で、[未使用物 
理デバイスの台数]から、[論理ドライブで指定する物理デバイスの台数]を引いた値がホットスペアの台数とな 
ります。 


ホットスペアに使用する物理デバイス 


ホットスペアに使用する物理デバイスは、容量が最も大きい物理デバイスから順にホットスペアとして使用します。 
同一容量の物理デバイスが複数存在するときは、物理デバイス番号の大きい物理デバイスから順に使用しま 
す 0 


(例）イ ージー コン フィゲレーシヨ ンで物理デバイス#1〜#7を使用できるとき、 ホット スペアを2台作成するケース 
では、容量の最も大きい物理デバイスは 150 GB で、かつ、3台存在するため、物理デバイス番号の大き 
い#5と#6を使用します。 
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物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス物理デバイス 

物理デバイス 
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ホツトスペア 

ホットスペア 


物理デバイス 
#7 

100 GB 


図 21[イージーコンフィグレーション] ホットスペアの割り当て 


〆 S . M . A . R . T . エラーを検出している物理デバイスは、ホットスペアに使用できません。 


ホツトスペアのモード 


イージーコンフイゲレーシヨンは、専用ホットスペアのみ作成します。共用ホットスペアは作成できません。 
論理ドライブを複数作成するときは、作成するすべての論理ドライブの専用ホットスペアになります。 


イージーコンフイゲレーシヨンで作成する専用ホットスペアは、「同時に作成する論理ドライブの 
lllte^l 専用ホットスペア」になります。イ _ ジ _ コンフイゲレ ー シヨンを実行するとき同 _ RAID コントロ ー 
ラに他の論理ドライブがすでに存在する場合、その論理ドライブの専用ホットスペアとはなりま 
せん。 


(例）イージーコンフィグレーシヨンで物理デバイス#1〜#7を使用して論理ドライブを2個、ホットスペアを1台 
作成するときは、物理デバイス#7は両方の論理ドライブの専用ホットスペアとなります。 


Q Q Q 

!デバメ 
#2右 

■J" 


物理デバイス 
#1 #2 #3 


論理ドライブ 
#1 


物理デバイス 
#4 #5 #6 

■ 

□ : 

論理ドライブ 
#2 


物理デバイス 
#7 


■ - 


専用 

ホツトスペア 



物理デバイス#7は、イージーコンフィグレーションにより同時に作成する、 
論理ドライブ#1と論理ドライブ#2の両方の専用ホットスペアとなります。 


図 22 [イージー コンフィグレーション] 専用ホットスペアの作成 1 
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(例）イージーコンフィヴレーシヨンで物理デバイス#1〜#8で論理ドライブを2個、ホットスペアを2台作成する 
ときは、物理デバイス#7と#8は論理ドライブ#1と#2の両方の専用ホットスペア(どちらの論理ドライブに 
対してもホットスペアとして機能します)となります。 


物理デバイス 
#1 #2 #3 


"Jr 


論理ドライブ 
#i 


物理デバイス 
#4 #5 #6 


□ 
論理ドライブ 
#2 


ノ 


物理デバイス 物理デバイス 

#7 #8 

" ^ - J" " 




I 専用ホットスペア専用ホツトスペア 


物理デバイス#7と#8は、論理ドライブ#1と論理ドライブ#2の 
両方の専用ホットスペアとなります。 


図 23 [ イージーコンフィグレーション ] 専用ホットスペアの作成 2 
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論理ドライブを簡単に作成する 

Universal RAID Utility は、ガイドに従って選択項目を2つ選択するだけで論理ドライブを作成できる「論理ドライブの 
作成シンプルモード」をサボートしています。 


「論理ドライブの作成シンプルモード」は、論理ドライブの RAID レベルと使用する物理デバイスのわずか2つの選択項 
目を指定するだけで論理ドライブを作成する機能です。 

「論理ドライブの作成シンプルモード」により論理ドライブを作成するメリットは以下のとおりです。論理ドライブを作成す 
る際に検討しなければいけない選択項目は 、 Universal RAID Utility が代わりに決定します。 

• 2つの選択項目 （ RAID レベル、使用する物理デバイス)を指定するだけで論理ドライブを作成できます。 

• RAID レベル、使用する物理デバイス以外の選択項目（容量、ストライプサイズ■■… etc ) は 、 Universal RAID 
Utility がすべて自動的に設定します。 


論理ドライブの作成シンプルモードの操作手順 

論理ドライブの作成シンプルモードを使用する手順を説明します。 


RAID ビューア 

RAID ビューアの場合、論理ドライブの作成(シンプル)機能を使用します。 

手順1 論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、この夕 

イミンゲで接続します。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビューアを起動します。 


手 1唄 2 ツリービューで RAID コント 
口ーラをクリックし、[操作]メニューで 
[論理ドライブの作成]をポイントし、 
[シンプル]をクリックします。 



RAID Utility - RAIDEl ーア 


棵作 (3 ツ-ル(エ）ヘルプ出) 
y 論理ドライブ 0D 作成 〔 E ) 

ブザー停止〔2 



シンプル(幻… 

— J 


カスタム (£)■■■ 


RAID コントローラに未使用の物理デバイスが1台しか存在しない場合、論理ドライブの 
作成シンプルモードは実行できません。 


手順3 [論理ドライブ 
の作成(シンプル)]ウィザ 
ードが起動します。 

ステップ1/3では、作成す 
る論理ドライブの RAID レ 
ベルを選択します。選択 
したら[次へ]をクリックし 
ます0 
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理ドライブ < D 作成（シンブル） 


ス亍ッブ 2/3 :物理デパイスの選択 

論理ドライブ 0 D 作成[こ使用す S 物理デ;彳ィスを逗折します。 


インタフ I - スタイプ (D : [SAS 


物理デパイス ( E ): 


手順 4 ステップ2/3で 
は、作成する論理ドライ 
ブに使用する物理デパイ 
スを選択します。 RAID コ 
ント ロー ラに異なるインタフ 
ェースタイプの物理デバイ 
スが存在するときは、[イン 
タ フェー スタイプ]で使用 
するインタ フェー スタイプを 
クリックします。次に[物理 
デバイス]で使用する物 
理デバイスのチェックボック 
スをオンにします。使用す 
る物理デバイスは、ステッ 
プ1/3で選択した RAID 
レベルを作成できる台数 
分選択しなければなりません。 

物理デバイスを選択したら、[次へ]をクリックします。 


2£] 


番号 

容量 

E1H 物理デバイス #1(〇) 

33 GB 

01— 物理デバイス #2(1) 

33 GB 

0 し物理デパイス#3{2) 

33 GB 

□ L - 物理デパイス #4(3) 

67 GB 

□し物理デパイス#5{4) 

67 GB 

□ k 物理デパイス #6(5} 

136 GB 


<戻る(旦 ) If v ^ CN ) > I キャンセル 


手順 5 ステップ3/3で 
は、作成する論理ドライ 
ブの内容を表示します。 
表示する内容で論理ドラ 
イブを作成するときは 
[0 K ] をクリックします。内 
容を変更したいときは、 
[戻る]をクリックします。 


爹理ドライブの作成（シンブル） 


ステッブ 3 / 3 :内容の確認 

[□ K ] をウリツりする匕 以下®内容で論理ドライブを作成 U 初期化を閉眙します。 


番号 J RAID レベル 容量 ストライプサイズ キゃッシュモード初期化モード 


2<\ 


Li #1 RAID 5 


自劻切替 


完全 


〔戻る(旦} 旧 0 K 


キやンセル 


手順6 ステップ3/3で 
[0 K ] をクリックすると、論 
理ドライブの作成を実行 
します。論理ドライブの作 
成が完了したら、[論理ド 
ライブの作成(シンプル） 

ウィザ-ドの完了]を表 
示します。この時点で、論 
理ドライブの作成は完了 
しています。ウィザードを 
閉じたらツリービューなどで 
内容を確認します。ただ 
し、作成した論理ドライブ 
の初期化は完了していな 
し、可能性があります。論 
理ドライブの初期化の実 

行状況や結果は、オペレーシヨンビューで確認します。 


盏理ドライブ¢0作成（シンブル） 


論理ドライブの作成(シンブル）ウィザードの完了 

[完了] をりリツりする匕 ウイザードを絡了します。 


論理ドライブ①作成を完了しました。 u きゥづき、初期化を実行して〇ます。 

初期化©実行状況と実行絰果は、オペレーションビューや口此ュ■-アで•確!沈きます。 


2SJ 


差砸」 [ 


完了 


ゃ 
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raidcmd 


raidcmd の場合、 " mklds " コマンドを使用します。 
raidcmd を実行する前に、以下のパラメータを決定しておきます。 


項目 説明 


RAID コント ロー ラ 論理ドライブを作成する RAID コント ロー ラの番号 

物理デバイス 論理ドライブの作成に使用する物理デバイスの番号 

作成する論理ドライブの RAID レベルにより必要な物理デバイスの台数が異なりま 
す 。 

RAID レベル 作成する論理ドライブの RAID レベル 

「論理ドライブの作成シンプルモード」は、 RAID レベルが RAID 1と RAID 5の論 
理ドライブを作成できます。 


手順1 論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、この夕 
イミンゲで接続します。 

手順2 決定したパラメータを使 
用して、 raidcmd の" mklds " コマ 
ンドを実行します。 

手順 3 確認メッセージに yes と 
入力すると、論理ドライブを作成し 
ます。 

手順 4 論理ドライブの作成が完 
了したら、 raidcmd は正常終了しま 
す。この時点で、論理ドライブの作成は完了しています。作成した論理ドライブの内容は、 " property " 
コマンドなどで確認できます。 

ただし、作成した論理ドライブの初期化は完了していない可能性があります。論理ドライブの初期化の実 
行状況や結果は、 " oplist " コマンドで確認します。 


論理ドライブの作成シンプルモードで使用できる物理デパイス 

論理ドライブの作成シンプルモードで使用できる物理デバイスは、「未使用の物理デバイス」です。「未使用の物 
理デバイス」とは、[ステータス]が[レディ]の物理デバイスを指します。 

〆 S . M . A . R . T . エラーを検出している物理デバイスは、論理ドライブの作成に使用できません。 


論理ドライブの作成シンプルモードによる論理ドライブの作成 


論理ドライブの作成シンプルモードで作成する論理ドライブの内容について説明します。 

RAID レペル 


論理ドライブの作成シンプルモードで作成できる論理ドライブの RAID レベルは、 RAID 1もしくは 、 RAID 5で 
す 0 


> raidcmd mklds -c=1 -p=3, 4, 5 -r 1=5 
raidcmd creates Logical Drive #2. 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y ❺ 

raidcmd created Logical Drive #2, and started to initialize it. 
You can see the progress and the result of initial ize by "opI ist" 
and ’’property” commands. 
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論理ドライブの容量 


作成する論理ドライブの容量は、 RAID レベルと使用する物理デパイスの容量により決まります。 

論理ドライブの作成シンプルモードは、物理デバイスの領域をすべて使用して論理ドライブを作成します。 

論理ドライブの選択項目 

作成する論理ドライブのその他の選択項目は以下のように決まります。 


選択項目 値 


ストライプサイズ RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID コントローラの種類により異なりま 

す)。 

キャッシュモード RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID コントローラの種類により異な0ま 

す)。 

初期化モード 完全 
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論理ドライブを自由に作成する 

Universal RAID Utility は、論理ドライブの選択項目を細かく指定して望みどおりの論理ドライブを作成できる「論理ド 
ライブの作成カスタムモ _ ド」をサポ _ 卜しています。 


「論理ドライブの作成カスタムモード」は、論理ドライブの選択項目を細かく指定して論理ドライブを作成する機能です。 
様々な RAID レベルの論理ドライブを作成したり、空き容量があるディスクアレイを使用して論理ドライブを作成したりも 
できます。 

また、 RAID ビューアの「論理ドライブの作成カスタムモード」は、複数の論理ドライブを同時に作成することもできます 
( raidcmd では、複数の論理ドライブを同時に作成することはできません)。 

「論理ドライブの作成カスタムモード」により論理ドライブを作成するメリットは以下のとおりです。 

• いろいろな RAID レベル (RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6, RAID 10, RAID 50) の論理ドライブを作成でき 
ます。 

• 選択項目（容量、ストライプサイズ、キャッシュモード、初期化モード)を細かく指定できます。 

• RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6の RAID レベルの論理ドライブを作成する場合、「未使用の物理デバイス」 
だけでなく、空き容量があるディスクアレイも使用できます。 

• 複数の論理ドライブを一度の操作で作成できます （ RAID ビューアのみ)。 


論理ドライブの作成カスタムモードの操作手順 


RAID ビユーアで論理ドライブの作成カスタムモードを使用する手順を説明します。 

irO 論理ドライブの作成カスタムモードは、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モ 
m ー ドをアドパンストモードに変更してから操作してください。 


RAID ビューァ 

RAID ビューアの場合、論理ドライブの作成(カスタム)機能を使用します。 

手順1 論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、この夕 
イミンゲで接続します。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビューアを起動します。 


手順2 動作モードがスタンダードモー 
ドの場合は、 ア ドバンストモードに変更し 
ます。[ツール]メニューで[アドバンスト 
モード]をクリックします。 

ツリービューで RAID コントローラをクリック 
し、[操作]メ ニ ューで[論理ドライブの 
作成]をポイントし、[カスタム]をクリックします。 
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手順 3 [論理ドライブ 
の作成(カスタム)]ダイア 
ログボックスが起動します。 
論理ドライブの作成カス 
タムモードは、[論理ドライ 
ブの作成(カスタム)]ダイ 
アログボックスのリストに作 
成する論理ドライブを登 
録します。論理ドライブを 
登録するには、[新規作 
成]をクリックします。登 
録した論理ドライブを削 
除するには、削除する論 
理ドライブをクリックし、[肖 IJ 
除]をクリックします。 



手順 4 [論理ドライブ 
の作成(カスタム)]ダイア 
ロゲボックスで[新規作成] 
をクリックすると、[論理ド 
ライブの登録]ウィザード 
が起動します。 

ステップ1/3では、登録す 
る論理ドライブの RAID レ 
ベルを選択します。選択 
したら[次へ]をクリックし 
ます。 


盏理ドライブ¢0登録 





STEP 1 / 3 : RAID レベル® S 択 

論理ドライブ® RAID レベルを逞折します。 


RAID レベル ( E ) 



<戻が旦）」 I 次へ〇1)> ] _キゃンセル_ 


手順 5 ステップ2/3は、ステップ1/3で選択した RAID レベルにより操作が異なります。 

(1 )RAID 0, RAID 1, 

RAID 5, RAID 6の 
RAID レベルを選択した 
場合、論理ドライブで使 
用するディスクアレイを選 
択します。 

RAID コント ロー ラに異な 
るインタ フエ _ スタイプの物 
理デバイスが存在するとき 
は、[インタ フエー スタイプ] 

で使用するインタ フエー ス 
タイプをクリックします。次 
に[ディスクアレイ]で使用 
するディスクアレイのノード 
をクリックします。 

ディスクアレイを選択したら、[次へ]をクリックします。 
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使用するディスクアレイを新たに 
作成する場合は、[ディスクアレ 
イの追加]をクリックします。[デ 
ィスクアレイの追加]をクリックす 
ると、[ディスクアレイの追加]ダ 
イアロゲボックスを表示します。 

追加するディスクアレイで使用す 
る物理デバイスのチェックボックス 
を作成する RAID レベルに必要 
な台数分オンにします。オンにし 
たら [0 K ] をクリックします。 

[0 K ] をクリックすると、新たに作 
成するディスクアレイが、[論理ド 
ライブの登録]ウィザードステッ 
プ2/3の[ディスクアレイ]に追加されます。 


ディスウアレイ©追加 


追加 t るディスウアレイに使用す S 物理デノ H スを逞折します。 
物理デパイス (E): 


2S] 


番号 

容量 

0し物理デパイス# 1(の 

33GA 

13 物理デパイス #2(1} 

33 GB 

01— 物理デパイス# 3 ⑵ 

33 GB 

□レ物理デパイス糾⑶ 

G 7 GB 

□ し物理デパイス #5(4) 

67GB 

□ k 物理デパイス #6(.5) 

136GB 


0K 


キゃンセル 


(2) RAID 10, RAID 50 
の RAID レベルを選択し 
た場合、論理ドライブで 
使用する物理デバイスを 
選択します。 

RAID 10の場合は4台 
の物理デバイスのチェック 
ボックスをオンにします。 
RAID 50の場合は6台 
以上でかつ偶数台のチェ 
ックボックスをオンにします。 
物理デバイスを選択した 
ら、[次へ]をクリックしま 
す 0 



手順6 ステップ3/3で 
は、登録する論理ドライ 
ブの選択項目を選択しま 
す 。 

[容量]には、作成する 
論理ドライブの容量を範 
囲内の値で入力します。 
作成する論理ドライブの 
RAID レベルが RAID 10、 
もしくは RAID 50の場合、 
容量は入力する必要は 
ありません。[ストライプサ 
イズ]、[キヤッシュモード]、 
[初期化モード]を選択 
します。 


盏理ドライブ¢0登録 


STEP 3 / 3 :設定項目の遘択 

論理ドライブ 0D 作成に使用す S 設定頂目を逗折します。 


逗折した RAID レベル： 

|RAID 5 


容量〔£〕： 

|66 

G0 ( 1 - 66 } 

ストライプサイズ⑸： 

164 KB 


キゃッシュモード (£}: 

1自劻切替 


初期化モード (D: 

|完全 

"91 


<戻る(旦 } 」[.次へ“： | _ キヤ:ル_ 


すべての選択項目を選 
択したら、[次へ]をクリックします。 
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手順 7 ステップ3/3で 
[次へ]をクリックすると、 
[論理ドライブの登録ウイ 
ザードの完了]を表示し 
ます。ウイザードで選択し 
た内容で論理ドライブを 
登録するときは[完了]を 
クリックします。内容を変 
更したいときは、[戻る] 

をクリックします。 


手順8 [論理ドライブ 
の登録]ウイザ-ドを完 
了すると、[論理ドライブの 
作成(カスタム)]ダイアロ 
グボックスのリストに論理ド 
ライブを登録します。 


手順9 複数の論理ド 
ライブを同時に作成する 
場合、[新規作成]をクリ 
ックし、作成する個数分、 
手順4〜8を繰り返します 


0 K | キャンセル 




盏理ドライブ®作成(カスタム） 


[新規作成]ボタンをクリックし、作成する論理ドライブをリストに登錄します。 
[0 K ] ポタン的リックし、リストに登錄している論理ドライブを作成します。 


H 新規作 j 則除 ( Q ) 


番号 

RAID レベル 

容登 

1ストライブサイズ 

キゃッ シュモー ド 

初期化モード 

II #1 

RAID 5 

66 GB 

64 KB 

自動)切替 

完全 

|| #2 

RAID 1 

33 GB 

64 KB 

自觔切替 

完全 

|| #3 

RAID 1 

34 GB 

64 KB 

自勒切替 

完全 


手1唄10作成する論理ドライブをすべて登録したら、 [0 K ] をクリックします。 [0 K ] をクリックするとダイアロ 
ゲボックスを閉じて、登録した論理ドライブを作成します。作成した論理ドライブの内容は、ツリービューやプ 
ロパティで確認します。 

ただし、作成した論理ドライブの初期化は完了していない可能性があります。論理ドライブの初期化の実 
行状況や結果は、オペレーシヨンビューで確認します。 
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raidcmd 


raidcmd の場合、 "mkldc" コマンドを使用します。 raidcmd では、同時に作成できる論理ドライブは1個で 
す。 

raidcmd を実行する前に、以下のパラメータを決定しておきます。 


項目 

説明 

RAID コントローラ 

論理ドライブを作成する RAID コントローラの番号 


物理デバイス 

論理ドライブの作成に物理デバイスを使用する場合、使用する物理デバイスの番 

口 

作成する論理ドライブの RAID レベルにより必要な物理デバイスの台数が異なりま 
す 。 

ディスクアレイ 

論理ドライブの作成にディスクアレイを使用する場合、使用するディスクアレイの番 

口 

RAID レペル 

作成する論理ドライブの RAID レベル 

「論理ドライブの作成カスタムモード」は、 RAID レベルが RAID 0、 RAID 1、 

RAID 5 、 RAID 6、 RAID 10 、 RAID 50 の論理ドライブを作成できます。 

容量 

作成する論理ドライブの容量 

未使用の物理デバイスの全面を使用して論理ドライブを作成する場合は、容量 
指定を省略できます。 

ストライプサイズ 

作成する論理ドライブのストライプサイズ 

RAID コントローラの既定値を使用する場合は、ストライプサイズの指定を省略で 
きます。 

キャッシュモ_ド 

作成する論理ドライブのキャッシュモード 

RAID コントローラの既定値を使用する場合は、ストライプサイズの指定を省略で 
きます。 

初期化モード 

論理ドライブの作成後に実行する初期化の動作モード 

[ Full ] (完全)モー%推奨します。 [ Full ] (完全)モードの場合、初期化モードの 

指定を省略できます。 


手順1 論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、この夕 
イミンゲで接続します。 

手順2 決定したパラメータを使 
用して、 raidcmd の" mkldc" コマ 
ンドを実行します。 

手順 3 確認メッセージに yes と 
入力すると、論理ドライブを作成し 
ます。 

手順 4 論理ドライブの作成が完 
了したら、 raidcmd は正常終了します。この時点で、論理ドライブの作成は完了しています。作成した論 
理ドライブの内容は、 "property" コマンドなどで確認できます。 

ただし、作成した論理ドライブの初期化は完了していない可能性があります。論理ドライブの初期化の実 
行状況や結果は、 "oplist" コマンドで確認します。 


> raidcmd mkldc -c=1 -p=3,4,5 -r1=5 -cp=100 -ss=64 -cm=auto 
-im=ful I 

raidcmd creates Logical Drive #2 WM 


Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y 

raidcmd created Logical Drive #2， and started to ir^^ize it. 
You can see the progress and the result of initial ize by oplist" 
and "property" commands. 
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論理ドライブの作成カスタムモードで使用できるディスクアレイと物理デ 
バイス 


論理ドライブの作成カスタムモードでは、作成する論理ドライブの RAID レベルにより、ディスクアレイ、もしくは、未 
使用の物理デバイスを使用できます。 

S . M . A . FLT . エラーを検出している物理デバイスは、論理ドライブの作成に使用できません。 


RAID レベルが RAID 0, RAID 1, RAID 5, RAID 6 の論理ドライブ 


空き領域が存在するディスクアレイ、もしくは、未使用の物理デバイスを使用できます。 

空き領域が存在するディスクアレイは、ディスクアレイの末尾の領域に存在する空き領域を使用できます。また、 
作成する論理ドライブの RAID レベルは、ディスクアレイ上で使用している領域に存在する論理ドライブの RAID 
レベルと同じでなければなりません。 

未使用の物理デバイスを使用する場合、ディスクアレイを作成し、そのディスクアレイに論理ドライブを作成しま 
す。「未使用の物理デバイス」とは、[ステータス]が[レディ]の物理デバイスを指します。 

RAID レベルが RAID 10, RAID 50 の論理ドライブ 


未使用の物理デバイスのみ使用できます。「未使用の物理デバイス」とは、[ステータス]が[レディ]の物理デバ 
イスを指します。 


論理ドライブの作成カスタムモードによる論理ドライブの作成 

論理ドライブの作成カスタムモードで作成する論理ドライブの内容について説明します。 

RAID レペル 


論理ドライブの作成カスタムモードで作成できる論理ドライブの RAID レベルは 、 RAID 0、 RAID 1 、 RAID 5、 
RAID 6 、 RAID 10 、 RAID 50 です。 

■: RAID レベルは、 RAID コント ローラ ごとにサボートする内容が異なります。サボートしない RAID 

|辭_|レベルは選択できません。 


論理ドライブの容量 


作成する論理ドライブの容量は、任意の容量を指定できます。作成する論理ドライブの RAID レベルが RAID 0、 
RAID 1 、 RAID 5 、 RAID 6の場合は、 1 つのディスクアレイに複数の論理ドライブを作成することもできます(同 
-ディスクアレイ内の論理ドライブは、同じ RAID レベルのみ指定できます)。作成する論理ドライブの RAID レべ 
ルが RAID 10、もしくは RAID 50の場合は、物理デバイスの領域をすべて使用して論理ドライブを作成します。 
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論理ドライブの選択項目 


作成する論理ドライブのその他の選択項目は以下のように決まります。 

g 選択項目 

値 TM 

ストライプサイズ 

1KB, 2KB, 4KB, 8KB, 16KB, 32KB, 64KB, 128KB, 256KB, 512KB, 1024KB 
から選択できます。 

キャッシュモ_ド 

以下の3つから選択できます。 

Auto Switch :バッテリの有無、状態により自動的に Write Back と Write 
Through を切り替えるモードです。 

Write Back :非同期書込みを行うモ-ドです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 

初期化モード 

以下の2つから選択できます。 


完全/ Full :論理ドライブ中の管理領域とデータ領域を初期化します。 

クイック/ Quick :論理ドライブ中の管理情報のみ初期化します。 


■: ストライプサイズ、キャッシュモードの種類は、 RAID コントローラご_とにサボートする内容が異な 

1 1+'| ります。サボートしない種類の値は選択できません。 
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論理ドライブを削除する 


Universal RAID Utility は、不要になった論理ドライブを削除できます。 


irO 論理ドライブの削除は、アドパンスト モー ドでのみ使用できる機能です。操作 モー ドをアドパンスト モー 
rn ドに変更してから操作してください。 




• 論理ドライブを削除する前に、論理ドライブ中に必要なデータが存在しないか確認してください。 
論理ドライブを削除すると論理ドライブ中のデータはすべて失われます。 

以下の条件を満たす論理ドライブは削除できません。 

參ブートパーテイシヨンが存在する論理ドライブは削除できません。 

• ディスクアレイの最後に位置しない論理ドライブは削除できません。 


論理ドライブの削除 

RAID ビュ ーアで 論理ドライブを削除する手順を説明します。 


RAID ビューァ 

RAID ビューアの場合、論理ドライブの削除機能を使用します。 


手順1 RAID ビューアを起動します。 


手順2 ツリービューで削除する論理ドライブをクリックし、 
[操作]メニューで[論理ドライブの削除]をクリックします。 


L\m 

初期化 ⑴ 

► 

L 

論理ドライブ 0DM 余 (5) 

レ■■灞 



raidcmd 


raidcmd の場合、 "delld" コマンドを使用します。 

raidcmd を実行する前に、以下のパラメータを決定しておきます。 


項目 説明 


RAID コントローラ 削除する論理ドライブが存在する RAID コントローラの番号 

論理ドライブ 削除する論理ドライブの番号 


手順1 決定したパラメータを使 

用して、 raidcmd の" delld" コマン 
ドを実行します。 


> raidcmd delld -c=1 -1=2 
Delete Logical Drive #2 


o 


Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 
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RAID システムのメンテナンス 


Universal RAID Utility を使用した RAID システムのメンテナンスについて説明します。 


物理デバイスをパトロールリードする 


「パトロールリード」は、 RAID システムのすべての物理デバイスに対して、データの全面読み込みを行い、読み込みエラ 
-が発生しないかをバックゲラウンドで繰り返し確認する機能です。 Universal RAID Utility は、パトロールリードの実行 
有無、パトロールリードを実行する優先度を変更する機能を提供します。 

パトロールリードは、物理デバイスのメディアエラーなどの障害を早期に発見するために有効な機能です。パトロールリー 
ドをサボートする RAID コントローラの場合、つねに実行するようにしてください。 

パトロールリードの実行有無は、 RAID コントローラご_とに設定します。 


パトロールリード実行有無の設定 


RAID ピユーアでパトロールリードの実行有無を設定する手順を説明します。 

irO パトロールリード実行有無の設定は、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モード 
CT 1 をアドバンストモードに変更してから操作してください。 


RAID ビューァ 

RAID ビューアの場合、 RAID コントローラのプロパティで設定します。 


手順 1 RAID ビューアを 起動します。 ツリービューで RAID コン ト ローラを クリックし、 [ファイル]メニューで 

[プロパティ]を クリックします。 


手1_ 2 [RAID コントローラのプロパテ 

ィ]で、[オプション]タブをクリックします。 
[パトロールリード]の値を[有効]もしく 
は、[無効]に変更します。 [ OK ] もしく 
は[適用]をクリックします。 



RAID コント ローラの 種類によってはパト ロー ルリード機能をサボートしていないことがあります。 
|(£4 L | パトロールリード機能をサボートしていない場合、[オプション]タブの[パトロールリード]、[パト 
口ールリード優先度]の項目を表示しません。 


raidcmd 


raidcmd の場合、 " optctrl " コマンドを使用します。 
raidcmd を実行する前に、以下のパラメータを決定しておきます。 
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手 1 唄 2 [RAID コントローラのプロパテ 

ィ]で、[オプション]タブをクリックします。 
[パトロ-ルリ-ド優先度]の値を[高] 
もしくは、[中]、[低]に変更します。 
[0 K ] もしくは[適用 1 をクリックします。 


RAID ]：/ トローラのブ□パティ 


全股オプション1 


値 


リビルド優先度 
整合性チ r ■先度 
パトロ，-ド 
パト□-ルリ-ド優先度 
ブザー設定 


mi 

中 

有効 

F" 


raidcmd 


raidcmd の場合、 " optctrl " コマンドを使用します。 
raidcmd を実行する前に、以下のパラメータを決定しておきます。 


項目 

説明 

RAID コントローラ 

パトロールリードの実行有無を設定する RAID コントローラの番号 

パトロールリードの実行 

パトロールリードの有効/無効 


手順 1 決定したパラメ-夕を使用 

して、 raidcmd の" optctrl " コマンド 
を実行します。 

手順 2 実行結果は、 raidcmd の " property " コマンドで確認します 0 


パトロ-ルリードの実行結果の確認 


パトロールリードの実行結果は、 Universal RAID Utility の RAID ログで確認できます。 
パトロールリードで何らかの問題を検出したときは、 RAID ログにログを記録します。 


パトロールリード優先度の設定 


パトロールリードをそのコンピュータ内で実行する優先度を設定することができます。パトロールリードの優先度を設 
定する手順を説明します。 

H <> パトロールリード優先度の設定は、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードを 
ICO アドパンストモードに変更してから操作してください。 


RAID ビューア 


RAID ビューアの 場合、 RAID コン ト ローラのプロパティで 設定します。 

手順 1 RAID ビューアを 起動します。 ツリービューで RAID コン ト ローラを クリックし、 [ファイル]メニューで 
[プロパティ]を クリックします。 



ndddrnl 


84 




























項目 


説明 


RAID コントローラ パトロールリードの優先度を設定する RAID コントローラの番号 

パトロールリードの優先度 パトロールリード優先度の変更後の値 

High , Middle , Low から選択します。 


手順1 決定したパラメ-夕を使用 

して、 raidcmd の" optctrl" コマンド 
を実行します。 

手順 2 "optctrl" コマンドが成 
功すると、 RAID コントローラの 
[Patrol Read Priority ] が変更した 
値になります。 


> raidcmd optctrl -c=1 -prp=high SB 

> raidcmd property -tg=rc -c=1 

RAID Controller #1 

ID 

0 

Vendor 

LSI Corporation 

Model 

MegaRAID SAS PCI Express (TM) ROMB 

Firmware Version 

1.12. 02-0342 

Cache Size 

128MB 

Battery Status 

Normal 

Rebuild Priority 

High 

Consistency Check Priority 

Low 

Patrol Read 

Enable 

High WM 

Patrol Read Priority 

Buzzer Setting 

> 

Enable 
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論理ドライブの整合性をチェックする 


「整合性チェック」は、論理ドライブのデータ領域のデータとパリティの整合性をチェックする機能です 。 Universal RAID 
Utility は、整合性チェックの起動、停止、整合性チェックを実行する優先度を変更する機能を提供します。 

整合性チェックは、物理デバイスのメディアエラーなどの障害を早期に発見するためにパトロールリードに次いで有効な 
機能です。パトロールリードをサボートしない RAID コントローラの場合、定期的に整合性チェックを実行するようにしてく 
ださい 。 Universal RAID Utility をインストールすると、パトロールリードをサボートしない RAID コントローラには、定期的 
に整合性チェックを実行するよう設定します。 

整合性チェックは、論理ドライブごとに実行します。 

wrO 整合性チェックの起動、停止は、スタンダードモード、アドバンストモードのどちらでも使用できます。 

[CO 整合性チェックを実行する優先度の変更は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モ 

ードをアドパンストモードに変更してから操作してください。 


整合性チェックの手動実行 


RAID ビューアで整合性チェックを起動する手順を説明します。 


響整合性チェックは、[ステータス]/ [ Status ] が[オンライン]/[〇 nline ] 以外の論理ドライブへ実行 
できません。 

整合性チェックは、 RAID レベルが RAID 0の論理ドライブへ実行できません。 


RAID ビューァ 

RAID ビューアの場合、整合性チェック機能を使用します。 


手順 1 RAID ビユ-アを起動します。ツリ-ビユ-で論理ド 
ライブをクリックし、[操作]メニューで[整合性チェック]をク 
リックします。 




ノ V -1 宁止 


堃含性チ: 


ル- 


初期化 〔 I ) 


手順 2 整合性チェックを開始すると、[オペレーシヨンビュ _] に整合性チェックの実行状況を表示します。 
整合性チェックが完了すると、オペレーシヨ'ノビューの[状態]が[完了]となります。 



© 1■亭止 ( S ) 

X 肖 

1 

II オペレーション 

対象 

状態 

_堅含性チ I ッウ 


RAID コント □- ラ# 1 論理ドライブ# 1 

実行中 （0%〕 

|リビルド 


狀10コントロ-ラ芒1物理デパイス#3 

完了 

II 奵朗卟 


RATH - Tv 卜门 一5 #1 自会51ド5イヴ# 1 

完7 


raidcmd 


raidcmd の場合、" cc " コマンドを使用します。 

raidcmd を実行する前に、以下のパラメータを決定しておきます。 


項目 説明 


RAID コントローラ 整合性チェックを実行する論理ドライブが存在する RAID コントローラの番号 

論理ドライブ 整合性チェックを実行する論理ドライブの番号 
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手順 1 決定したパラメータを使 

用して、 raidcmd の" cc" コマンドを 
実行します。 

手順2 整合性チェックを開始し 
たら、 raidcmd は正常終了します。 
整合性チェックの実行状況は、 
"oplist" コマンドで確認します。 


スケジュール実行の手段 


raidcmd をスケジュール実行するには、 Windows のタスクや Linux の cron などのジョブ管理アプリケーションを使用 
します。 

Universal RAID Utility は、パトロールリードをサボートしない RAID コントローラでメディアエラーなどの障害を早期 
に発見できるように、整合性チェックをスケジュール実行するタスクを作成します。 

Universal RAID Utility の提供するタスク (Windows) 


> raidcmd cc -c=l -1=2 -od 二 start 


> raidcmd op Iist 
RAID Controller #1 
Logical Drive #2 


: Consistency Check (30%) 


Universal RAID Utility をインストールすると、 Windows のタスクに以下のようなタスクを登録します。 
実行スケジュールの変更や、タスクの削除は、 Windows のタスクで行います。タスクの使い方については、 
Windows のヘルプなどを參照してください。 


，項目 

説明 1 

タスク名 

整合性チェック 

実行曜日 

水曜日 

開始時刻 

AM 0:00 

実行コマンド 

(Universal RAID Utility インストールフオルダ ) ¥cli¥raidcmd.exe ccs 

実 t 〒アカウント 

NT AUTHORITYYSYSTEM 

Universal RAID Utility の提供するタスク (Linux) 


Universal RAID Utility をインストールすると、 cron に以下のようなタスクを登録します。 

実行スケジュールの変更や、タスクの削除は、 cron の機能で行います。 cron の使い方については、 man コマン 
ドで cron (8)、 crontab ( l )、 crontab (5) を参照してください。 


項目 説明 


実行曜日 水曜日 

開始時刻 AM 0:00 

実ィ了コマンド /opt/nec/raidcmd/raidcmd ccs 

実ネラアカウント root 


パトロールリードをサボートしない RAID コントローラのすべての論理ドライブへの整合性チ ェッ 
クの実行 

パトロールリードをサボートしない RAID コントローラのすべての論理ドライブへ整合性チェックを実行するには、 
raidcmd の" ccs" コマンドを使用します。 
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整合性チェックの停止 


実行中の整合性チェックのオペレーシヨンを途中で停止することができます。整合性チェックを停止する手順を説明 
します。 


RAID ビューァ 

RAID ビューアの 場合、オペ レーシヨ ンビ ューの 停止機能を使用します。 


手順1 整合性チェックを実行中に[オペレーシヨンビュ _] を參照します。 


手順2 整合性チェックを停止したい[整合性チェック]のオペレーシヨンをクリックします。オペレーシヨンビ 
ューの[停止]をクリックします。整合性チェックが停止すると、オペレーシヨンビューの[状態]が[停止]とな 


ります。 


7 

， 

© 1■亭止 (2) 

Si - 

p< 則除 (D 

1 


f 1 才卽 ノ 

対象 

状態 


¢1合性チIック 


RAID] ントローラ# 1 論理ドライブ# 1 

実行中 (0%) 


リビルド 


RAID] ント □- ラ# 1 物理デパイス#3 


完了 


-A-rin I ■■—, 


raidcmd 


raidcmd の場合、" cc" コマンドを使用します。 

raidcmd を実行する前に、以下のパラメータを決定しておきます。 


項目 説明 


RAID コントローラ 整合性チェックを停止する論理ドライブが存在する RAID コントローラの番号 

論理ドライブ 整合性チェックを停止する論理ドライブの番号 


手順1 決定したパラメータを使 
用して、 raidcmd の" cc n コマンドを 
実行します。 


> raidcmd cc -c=l -1=2 

> 

> raidcmd op Iist 
RAID Controller #1 

> 


手順 2 整合性チェックを停止し 

たら、 raidcmd は正常終了します。 

停止した整合性チェックは、 "oplist" コマンドで表示する一覧から消えます。 



整合性チェックの実行結果の確認 


整合性チェックの実行結果は 、 Universal RAID Utility の RAID □ゲで確認できます。 
整合性チェックで何らかの問題を検出したときは 、 RAID ロゲにロゲを記録します。 


整合性チェック優先度の設定 


整合性チェックをそのコンピュータ内で実行する優先度を設定することができます。整合性チェックの優先度を設定 
する手順を説明します。 

11-0 整合性チェック優先度の設定は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをア 
〇1 ドパンストモードに変更してから操作してください。 
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RAID ビューア 


RAID ビューアの場合、 RAID コントローラのプロパティで設定します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで RAID コントローラをクリックし、[ファイル]メニューで 
[プロパティ]をクリックします。 


手 1 唄2 [RAID コントローラのプロパテ 

ィ]で、[オプション]タブをクリックします。 
[整合性チェック優先度]の値を[高]も 
しくは、[中]、[低]に変更します。 [0K] 
もしくは[適用]をクリックします。 


RAID ] ント□ーラのブ□パティ 


全般ヰプシヨン| 


項目 

値 


ut' ルド優先度 

高 

d 

整合性 チエ 、 ym 先度 

1中 


パトロ，-ド 

Ifni 

. 1 

パト□-ルリ-ド優先度 



ブザー設定 

無幼 



raidcmd 


raidcmd の場合、 " optctrl " コマンドを使用します。 
raidcmd を実行する前に、以下のパラメータを決定しておきます。 


項目 

説明 

RAID コントローラ 

整合性チェックの優先度を設定する RAID コン ト ローラの 番号 

整合性チェックの優先度 

整合性チェック優先度の変更後の値 


High, Middle, Low から選択します。 


手順1 決定したパラメータを使 

用して、 raidcmd の " optctr ■"コマ 
ンドを実行します。 

手順2 " optctrl " コマンドが成 
功す ると、 RAID コント ローラの 
[Consistency Check Priority] か 
変更した値になります。 


> raidcmd optctr 1 -c=1 -ccp=Middle BH 

> raidcmd property -tg=rc -c=1 

RAID Controller #1 

ID 

0 

Vendor 

l_SI Corporation 

Model 

MegaRAID SAS PCI Express (TM) ROMB 

Firmware Version 

1.12. 02-0342 

Cache Size 

128MB 

Battery Status 

Normal 

Rebuild Priority 

High 

Middle WM 

Consistency Check Priority 

Patrol Read 

Enable 

Patrol Read Priority 

Low 

Buzzer Setting 

> 

Enable 
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論理ドライブを初期化する 

「初期化」は、論理ドライブの全領域に0を書き込み内容を消去します。論理ドライブの内容をすべて消去したいときに 
使用します。 

「初期化」には、以下の2つのモ-ドがあります。 


モード 説明 


完全 論理ドライブの全領域に0を書き込み、内容を完全に消去します。 

クイック 論理ドライブ中の管理情報が存在するブロックにのみ0を書き込みます。オペレーティングシ 

ステ厶のインストール情報やパーティシヨン管理情報のみ消去します。管理情報に0を書き 
込むだけなので、完全モードよりも早く終了します。ただし、0を書き込んでいない領域が存 
在するため、論理ドライブ内のデータの整合は整っていません。 


irO 初期化に関する操作は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドパンストモ 
on — ドに変更してから操作してください。 





[クイック]モードで初期化した論理ドライブに整合性チェックを行うと、整合が整っていないのでデータ 
不整合エラーが発生する場合があります。 

ブートパーテイシヨンが存在する論理ドライブは初期化できません。 


初期化の実行 

初期化は、論理ドライブごとに実行します。初期化を実行する手順を説明します。 


RAID ビューァ 

RAID ビュ-アの場合、初期化機能を使用します。 


手順1 RAID ビューアを起動します。 
ツリービューで論理ドライブをクリックし、 
[操作]メ ニ ューで[初期化]をポイント 
し、[完全]、もしくは、[クイック]をクリック 
します。 


0 

I 1- 

p- ション 7 m 

1 

堅含性チ1ッウ〔£) 


初期化 (I) ► 

完全® 


....L 

m 

論理ドライブ 0D 削除 ㈤ 

ウイック (出 


… ■編 

IlFll ぶ / 



手順2 初期化を開始すると、[オペレーシヨンビユ _] に初期化の実行状況を表示します。初期化が 
完了すると、オペレーションビューの[状態]が[完了]となります。 


© f 亭止(切 

X 肖 ■㈣ 

1 

オペレ-シヨン 

対象 

状態 

1 初期化 


RAID コントロ-ラ# 1 論理ドライブ# 1 

実行中 (0%) 

||リビルド 


RAID コント □- ラ# 1 物理デパイス# 3 

完 7 
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raidcmd 


raidcmd の場合、" init" コマンドを使用します。 

raidcmd を実行する前に、以下のパラメータを決定しておきます。 


項目 説明 


RAID コントローラ 初期化を実行する論理ドライブが存在する RAID コントローラの番号 

論理ドライブ 初期化を実行する論理ドライブの番号 


初期化は、 [ Status ] (ステータス)が[〇 nline ] (オンライン)以外の論理ドライブへ実行できませ 
ん。 


手順 1 決定したパラメータを使 

> raidcmd init -c=1 -1=2 -op=start 

用して、 raidcmd の n init" コマンド 

を実行します。 

> raidcmd oplist WM 


RAID Controller #1 ” 

手順 2 初期化を開始したら、 

Logical Drive #2 : Initialize (50%) 

> 

raidcmd は正常終了します。初期 



化の実行状況は、 "oplist" コマン 
ドで確認します。 

初期化の停止 

実行中の初期化のオペレーシヨンを途中で停止することができます。初期化を停止する手順を説明します。 

RAID ビューア 

raidcmd の場合、オペレーシヨンビューの停止機能を使用します。 

手順1 初期化を実行中に[オペレーシヨンビュ ー] を參照します。 

手順 2 初期化を停止したい[初期化] の オペ レーシヨ ンを クリック します。オペ レーシヨ'ノビューの [停止] 



をクリックします。初期化が停止すると、オペレーシヨンピューの[状態]が[停止]となります。 


リビルド RAID ] ントローラ# 1 物理デパイス# 3 完了 

raidcmd 


raidcmd の場合、 "init" コマンドを使用します。 

raidcmd を実行する前に、以下のパラメータを決定しておきます。 


項目 説明 


RAID コントローラ 初期化を停止する論理ドライブが存在する RAID コントローラの番号 

論理ドライブ 初期化を停止する論理ドライブの番号 
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手順 1 決定したパラメータを使 

用して、 raidcmd の" init " コマンド 
を実行します。 


手順2 初期化を停止したら、 

raidcmd は正常終了します。停止した初期化は、 " oplist " コマンドで表示する一覧から消えます。 



初期化の実行結果の確認 


初期化の実行結果は、 Universal RAID Utility の RAID ログで確認できます。 
初期化で何らかの問題を検出したときは、 RAID ログにロゲを記録します。 


初期化優先度の設定 


初期化をそのコンビユータ内で実行する優先度を設定することができます。初期化の優先度を設定する手順を説 
明します。 

irO 初期化優先度の設定は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバン 
[n ストモードに変更してから操作してください。 


初期化優先度の設定は、 RAID コントローラの種類によっては、サボートしていないことがありま 
| す。サボートしていない場合、 RAID ビューアや raidcmd に項目を表示しません。 raidcmd の 

" optctrl " コマンドは失敗します。 


RAID ビューア 

RAID ビューアの場合、 RAID コントローラのプロパティで設定します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで RAID コントローラをクリックし、[ファイル]メニューで 
[プロパティ]をクリックします。 


手1唄2 [RAID コントローラのプロパテ 

ィ]で、[オプション]タブをクリックします。 
[初期化優先度]の値を[高]もしくは、 
[中]、[低]に変更します。 [0 K ] もしく 
は[適用]をクリックします。 



raidcmd 


raidcmd の場合、 " optctrl " コマンドを使用します。 
raidcmd を実行する前に、以下のパラメータを決定しておきます。 


項目 説明 


RAID コントローラ 初期化の優先度を設定する RAID コントローラの番号 

初期化の優先度 初期化優先度の変更後の値 

High , Middle , Low から選択します。 
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手順 1 決定したパラメータを使 
用して、 raidcmd の" optctr ■"コマ 
ンドを実行します。 

手順 2 "optctrl" コマンドが成 
功す ると、 RAID コントローラの 
[Initialization Priority ] が変更し 
た値になります。 


> raidcmd optctr 1 -c=1 -ip=Middle ■琴 

> raidcmd property -tg=rc -c=1 

RAID Controller #1 


ID 

0 

Vendor 

Vendor Name 

Model 

Model Name 

Firmware Version 

1.00 

Cache Size 

128MB 

Battery Status 

Normal 

Initialization Priority 

Middle WM 

Rebuild Priority 

Middle 

Consistency Check Priority 

Low 

Patrol Read 

Enable 

Patrol Read Priority 

Low 

Buzzer Setting 

> 

Enable 
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壁合生チェック RAID コント □- ラ# 1 論理ドライプ# 1 

リビルド RAID コントローラ# 1 物理デパイス# 3 

初期化 RAID コント □- ラ# 1 論理ドライブ# 1 


raidcmd 


物理デバイスをリビルドする 


「リビルド」は、故障などで物理デバイスを交換するとき、新しい物理デパイスを論理ドライブに組み込むことを指します。 
通常、リビルドは、スタンパイリビルドやホットスワップリビルドという RAID コントロ-ラの機能により、自動的にリビルドが動 
作します。そのため、手動でリビルドを行う機会は多くありませんが、手動でリビルドを行うときは、 Universal RAID 
Utility を使用します。 

1^0 手動でのリビルドは、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモード 

r n に変更してから操作してください。 


リビルドの実行 


リビルドは、物理デバイスに実行します。リビルドを実行する手順を説明します。 

RAID ビューア 


RAID ビュ-アの場合、リビルド機能を使用します。 


手順1 リビルドで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイミン 

グで接続します。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビューアを起動します。 


手順2 ツリービユーでリビルドに使用する物理デバイスをク 

： L . 

5問1土 1 ノ_ 1 ノ ド小 

リックし、[操作]メニューで[リビルド]をクリックします。 

； ® 

L.k 

■J ビルド ( B ) 


L - L , 

ホットスペア ( H ) 



手順3 リビルドを開始すると、[オペレーシヨンピユ ー] にリビルドの実行状況を表示します。 
リビルドが完了すると、オペレーシヨ'ノビューの[状態]が[完了]となります。 


© liL(O) 

オペレーション 村象 状態 


监ルド RAID コントローラ# 1 物理デパイス# 3 実行中 （ 0%] 


raidcmd の場合、 " rebuild " コマンドを使用します。 
raidcmd を実行する前に、以下のパラメータを決定しておきます。 


項目 

説明 

RAID コントローラ 

物理デバイス 

リビルドを実行する物理デパイスが存在する RAID コントローラの番号 

リビルドを実行する物理デバイスの番号 


Sr 


リビルドは、物理デバイスの [ Status ] (ステータス)が [ Failed ] (故障)、かつ、その物理デバイス 
] を使用する論理ドライブの [ Status ] (ステータス)が [ Degraded ] (縮退)のときに実行できま 
す 0 


完完完 
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手順 1 リビルドで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイミン 

グで接続します。 

手順2 決定したパラメータを使 
用して、 raidcmd の 1 ' rebuild " コマ 
ンドを実行します。 

手順3 リビルドを開始したら、 

raidcmd は正常終了します。リビル 
ドの実行状況は、 " oplist " コマンドで確認します。 


リビルドの停止 


実行中のリビルドのオペレーシヨンを途中で停止することができます。リビルドを停止する手順を説明します。 


> raidcmd rebuild -c=1 

\ 

-p=3 -op=start 

❷ 

/ 

> raidcmd oplist 

RAID Controller #1 

❷ 

Physical Device #3(2) 

> 

: Rebuild (70%) 



prO リビルドの停止は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモー 
m ドに変更してから操作してください。 


RAID ビューァ 

RAID ビューアの 場合、オペ レーシヨンビューの 停止機能を使用します。 


手順1 リビルドを実行中に[オペレーシヨンビユ _] を參照します。 

手順2 リビルドを停止したい[リビルド] の オペ レーシヨ ンをクリックします。オペ レーシヨ ンビ ユーの [停止] 
をクリックします。リビルドが停止すると、オペ レーシヨ ンビ ューの [状態]が[停止]となります。 


© 侍止 (S) 

JX 肖 



討象 

状態 

■リビルド 


RAID コント □ ーラ # 1 物理デパイス # 3 

実行中 （ 0 %〕 

堃含性チ I ック 


RAID コントローラ # 1 論理ドライブ # 1 

完了 


raidcmd 


raidcmd の場合、 " rebuild " コマンドを使用します。 
raidcmd を実行する前に、以下のパラメータを決定しておきます。 


項目 説明 


RAID コン ト ローラ リビルを停止する物理デバイスが存在する RAID コン ト ローラの 番号 

物理デバイス リビルドを停止する物理デバイスの番号 


手順1 決定したパラメータを使 

用して、 raidcmd の 1 ' rebuild " コマ 
ンドを実行します。 

手順2 リビルドを停止したら、 



raidcmd は正常終了します。停止したリビルドは、 " oplist " コマンドで表示する一覧から消えます。 


リビルドの実行結果の確認 

リビルドの実行結果は、ツリービューとプロパティ、および、 Universal RAID Utility の RAID ログで確認できます。 
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リビルドが成功すると、リビルドに使用した物理デバイスのツリービューのアイコンが[オンライン]/ [Online] アイコンに 
変化します。また、物理デバイスのプロパティの[ステータス]/ [Status] が[オンライン]/[〇 nline] になります。 

リビルドで何らかの問題を検出したときは、 RAID ロゲにロゲを記録します。 


リビルド優先度の設定 


リビルドをそのコンピュータ内で実行する優先度を設定することができます。リビルドの優先度を設定する手順を説 
明します。 

nO リビルド優先度の設定は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドパン 
m ストモードに変更してから操作してください。 


RAID ビューァ 

RAID ビューアの場合、 RAID コントローラのプロパティで設定します。 


手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで RAID コントローラをクリックし、[ファイル]メニューで 

[プロパティ]をクリックします。 


手 1_ 2 [RAID コントローラのプロパテ 

ィ]で、[オプション]タブをクリックします。 
[リビルド優先度]の値を[高]もしくは、 
[中]、[低]に変更します。 [OK] もしく 
は[適用]をクリックします。 



raidcmd 


raidcmd の場合、 " optctrl " コマンドを使用します。 
raidcmd を実行する前に、以下のパラメータを決定しておきます。 


項目 説明 


RAID コン ト ローラ リビルドの優先度を設定する RAID コン ト ローラの 番号 

リビルドの優先度 リビルド優先度の変更後の値 

High , Middle , Low から選択します。 


手順1 決定したパラメータを使 

用して、 raidcmd の" optctr ■"コマ 
ンドを実行します。 

手順2 " optctrl " コマンドが成 
功すると、 RAID コント ローラの 
[Rebuild Priority] が変更した値 
になります。 


> raidcmd optctrl -c=1 -rp=Middle ■■ 

> raidcmd property -tg=rc -c=1 

RAID Controller #1 

ID 

0 

Vendor 

l_SI Corporation 

Model 

MegaRAID SAS PCI Express(TM) ROMB 

Firmware Version 

1.12.02-0342 

Cache Size 

128MB 

Battery Status 

Normal 

Middle WM 

Rebuild Priori tv 

Consistency Check Priority 

Low 

Patrol Read 

Enable 

Patrol Read Priority 

Low 

Buzzer Setting 

> 

Enable 
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物理デバイスの実装位置を確認する 


「実装位置の確認」は、 RAID ビューアで表示する特定の物理デバイスが、本体装置やエンクロージャのどのスロットに 
実装しているのか知りたいときに使用します。具体的には、「実装位置の確認」は、指定した物理デバイスを実装して 
いる 本体装置やエンクロージャの DISK ランプを点灯(装置の種類によっては点滅)します。 DISK ランプが点灯している 
物理デバイスを探せば、 RAID ピューアや raidcmd で「実装位置の確認」を実行した物理デバイスを特定できます。 


H-O RAID ビューアや raidcmd では、 DISK ランプの点灯/消灯を識別できません。そのため、複数 
m の物理デバイスで同時に DISK ランプを点灯すると、物理デパイスの実装位置を確認できなくな 
る可能性があります。物理デパイスの DISK ランプは、 1 台ずつ点灯して実装位置を確認するよ 
うにしてください。ランプを点灯した物理デバイスの番号をメモしておくと、消灯するときに便利で 
す。 


実装位置の確認手順 

実装位置の確認は、物理デバイスに実行します。実装位置の確認手順を説明します。 

RAID ビューア 

RAID ピューアの場合、実装位置表示(ランプ)機能を使用します。 

手順 1 RAID ビューアを起動します。 

ツリービューで実装位置の確認を行う物理デバイスをクリックし、[操作]メニューで[実装位置表示(ラン 
プ)]をポイントし、[オン]をクリックします。[オン]をクリックすると、物理デバイスの DISK ランプが点灯(装 


置の種類によっては点滅)します。 

手順 2 DISK ランプを消灯するには、ツリ 

強制 オフライン (巳） 


-ビューで実装位置の確認を行う物理デバ 

実装 位罟 表示(ランプ) ( L ) ► 

オン尥） 

イスをクリックし、[操作]メニューで[実装位 
置表示(ランプ)]をポイントし、[オフ]をクリ 

1 

オフ (巳） 


ックします。[オフ]をクリックすると、物理デバイスの DISK ランプが消灯します。 


raidcmd 


raidcmd の場合、 " slotlamp " コマンドを使用します。 
raidcmd を実行する前に、以下のパラメータを決定しておきます。 


項目 説明 


RAID コン ト ローラ 実装位置を確認する物理デバイスが存在する RAID コン ト ローラの 番号 

物理デパイス 実装位置を確認する物理デパイスの番号 


手順 1 実装位置を確認するた 

めに DISK ランプを点灯するには、決 
定したパラメータを使用して、 
raidcmd の" slotlamp " コマンドを 
-sw オプションに on を指定して実行 
します。 



手順 2 点灯した DISK ランプを消灯するには、 raidcmd の n slotlamp " コマンドを- sw オプションに off を 

指定して実行します。 
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物理デパイスのステ = タスを強制的に変更する 

「物理デバイスのステータス強制変更」は、メンテナンス作業などで物理デバイスの[ステータス]を強制的に[オンライン] 
や[故障]に変更したいときに使用します。通常の運用においては使用しない機能です。 

爾物理デバイスのステータス強制変更は、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードを 
cn アドパンストモードに変更してから操作してください。 


p ： 物理デバイスのステータス強制変更は、物理デバイスの状態(故障の度合いが大きいときなど)によつ 

I ては変更したいステータスに変化しない可能性もあります。 


[オンライン]/ [ Online ] への変更 

物理デバイスの[ステータス]/ [ Status ] を弓蛍芾 ij 的に[オンライン]/ [ Online ] へ変更する手順を説明します。 


RAID ビューア 


RAID ビューアの場合、強芾 lj オンラインを使用します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで[ステータス]が[故障]の物理デバイスをクリックし、 

[操作]メニューで[強芾 lj オンライン]をクリックします。 


手順2 強制オンラインに成功すると、物理デパイスの[ス 
テータス]が[オンライン]になります。 


L.t 


ホットスペア ( d ) 

► 


■-〇 

強制オンライン m ) 




强制オフライン ( E ) 



raidcmd 

raidcmd の場合、 "stspd" コマンドを使用します。 

raidcmd を実行する前に、以下のパラメータを決定しておきます。 


項目 説明 


RAID コントローラ ステータスを強制的に [ Online ] (オンライン)にする物理デバイスが存在する RAID 

コントローラの番号 

物理デバイス ステータスを強制的に [ Online ] (オンライン)にする物理デバイスの番号 


手順1 決定したパラメータを使 

用して、 raidcmd の" stspd" コマン 
ドを実行します。 n stspcT コマンド 
が成功すると、物理デバイスの 
[ Status ] が [ Online ] になります。 


7 raidcmd stspd -c=1 -p=4 -e 

> 

7 raidcmd property -tg=pd -( 
RAID Controller #1 Physical 
ID 

Enclosure 

Slot 

>t=onl ine 

;=1-p=3 

Device #3 

2 

A 

ii ■し cm i cauc 

Vendor/Model 

Firmware Version 

Serial Number 

Capacity 

Status 

S.M.A. R. T. 

> 

ono 

SEAGATE ST 936751 SS 

0001 

3PE073VM 

33GB 

Online 

Normal 
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[故障]/ [ Failed ] への変更 

物理デバイスの[ステータス]/ [ Status ] を強制的に[故障]/ [ Failed ] へ変更する手順を説明します。 

RAID ビューア 

RAID ビューアの場合、強制オフラインを使用します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで[ステータス]が[オンライン]の物理デバイスをクリック 
し、[操作]メ ニ ュ-で[強制オフライン]をクリックします。 

手順2 強制オフラインに成功すると、物理デバイスの[ス 
テータス]が[故障]になります。 

raidcmd 

raidcmd の場合、 "stspd" コマンドを使用します。 
raidcmd を実行する前に、以下のパラメータを決定しておきます。 


項目 説明 


RAID コント ローラ ステータスを強制的に [ Failed ] (故障)にする物理デバイスが存在する RAID コント 

口-ラの番号 

物理デバイス ステータスを強制的に [ Failed ] (故障)にする物理デバイスの番号 



M 巾 りつノノ n ノ U 1 J 


強制オフライン® 

_琺仿罟表示 f ラ ► 


手順1 決定したパラメータを使 
用して、 raidcmd の" stspd” コマン 
ドを実行します。 

手順 2 "stspd" コマンドが成功 
すると、物理デバイスの [ Status ] が 
[ Failed ] になります。 


> raidcmd stspd -c=1 -p=1 -st=off 1 ine MB 

> 

> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=3 

RAID Controller #1 Physical 

Device #3 

ID 

2 

Enclosure 

1 

Slot 

3 

Interface 

SAS 

Vendor/Model 

SEAGATE ST 936751 SS 

Firmware Version 

0001 

Serial Number 

3PE073VM 

Capacity 

33GB 

Status 

Failed WM 

S. M.A. R. T. 

> 

Normal 、歹 
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Universal RAID Utility は、 RAID システムの障害を監視するために、さまざまな手段を提供しています。 Universal RAID 
Utility が提供する障害監視機能をイメージにすると以下のようになります。 


Universal RAID Utility 




ログビューァ 



〇 

保守サ-ビス会社 

ESMPRO/ServerManaaer 


図 24 RAID システムの障害監視イメージ 

本章では、 Universal RAID Utility を使用した RAID システムの障害監視について説明します。 


ビユーアや raidcmd 
で参照できます。 



RAID システムで発生した 
すべてのイベントを RAID 口 
グへ記録します。 

RAID ログの内容は、 
Windows はログビューア、 
Linux はテキストエディタな 
どで參照できます。 


障害検 tl 


障害検出手段4 
RAID ログに記録 
するイベントのう 
ち、重要なものは 
OS のロゲにも記録 
します。 


障害検出手段5 
OS のログに記録したイベン 
卜は、 

ESMPRO/ServerManag 
er ヘアラートを送信しま 
す。また、 Express 通報サ 
-ビスにより、保守 サービス 
会社にもアラートを送ィ言し 
ます。 


障害検出手段3 


| RAID コントローラ 


にブザーを搭載し 


ている場合、障害 


の発生をブザーで 


知らせます。 





OS ログ 


ブザー 


RAID システム 


RAID ビューア 


raidcmd 


障害検出手段1 
RAID コントローラが 
検出する RAID シス 

暗圭 I サ DATn 





I : 

1; 

誰‘し 1 国!: 

1 


Z 

= 




障害検出手段2 


RAID システムの障害監視 
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障害検出の手段 


Universal RAID Utility は、「図24 RAID システムの障害監視イメージ」のように様々な障害検出手段を提供してい 
ます。以下、それぞれについて説明します。 


RAID ビューアによる状態表示 


RAID ビューアは、 RAID システムの状態をツリービューの各コンポーネントのアイコン、および、プロパティの[ステータ 
ス]に表示します。 

ツリービュー上の各コンポーネントのアイコンの詳細については、「ツリービュー」を參照してください。プロパティ中の[ス 
テータス]の詳細については、 「 RAID システムの情報參照」を参照してください。 


raidcmd による状態表示 


raidcmd の'' property" コマンドにより、 RAID システムの各コンポーネントの状態を參照できます。プロパティの表 
示内容については、 「 RAID システムの情報參照」を參照してください。 


RAID ログへのイベントの記録 


Universal RAID Utility は、 RAID システムで発生したイベントをすべて Universal RAID Utility の RAID ログに記 
録します。 


オペレーテインゲシステムが Windows の場合、 RAID ログの内容はロゲビユーアで參照できます。ログビユーアの詳細 
については、「ロゲビユーアの機能」を參照してください。 

また 、 RAID ロゲの内容は、テキストエディタなどでも參照できます 。 RAID ロゲを參照するときは文字コードに注意し 
てください。 


オペレーテイングシステム 

パスとファイル名 

文字コード 

Windows 

(インストールフオルダ )/ server/raid.log 

UTF-8 

Linux 

/var/log/raidsrv/raid.log 

UTF-8 


RAID コント ロー ラの ブザー 


RAID コントローラにブザーを搭載している場合、発生した障害の種類によっては RAID コントローラがブザーを鳴らし 
ます。 

RAID コントローラのブザーは、手動で停止しない限り鳴り続けます。ブザーを停止する手順を説明します。 

RAID ビューア 


RAID ビユーアの場合、ブザー停止を使用します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで障害が発生しているコンポーネントを確認します。 
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手順 2 障害が発生しているコンポーネントが存在する 
RAID コントローラをクリックし、[操作]メニューで[ブザー停 
止]をクリックします。 


Com 

y 

論理ドライブ OD 作成〔0 ► 


m r 

ブザ - f 亭止 m 


…" 1 

辞合忡千 TV り fC) 


[ブザー停止]のメニュー項目は、ブザーが鳴っていても、鳴っていなくてもクリックできます。ブザ 
|一が鳴っていないときはイ可も機能しません。 


raidcmd 


raidcmd の場合、 " sbuzzer " コマンドを使用します。 
raidcmd を実行する前に、以下のパラメータを決定しておきます。 


項目 説明 


RAID コントローラ ブザーを停止する RAID コントローラの番号 


手順1 決定したパラメータを使用 
して、 raidcmd の" sbuzzer " コマン 
ドを実行します。 


idcmd sbuzzer - 


OS ログへのイベントの記録 


Universal RAID Utility は、 RAID ロゲに記録した RAID システムのイベントのうち、重要なイベントは 0S ロゲにも 
記録します。 0S ロゲとは、オペレーティンゲシステムが Windows の場合、イベントロゲ(システム)です。オペレーティン 
ゲシステムが Linux の場合、 syslog です。 

0 S ログに記録するイベントについては、「付録 B : ログ/イベントー覧」を參照してください。 


ESMPRO / ServerManaqer へのアラート送信 


Universal RAID Utility は、 OS ロゲに記録した RAID システムのイベントのうち、コンピュータの運用管理に影響が 
ある重要なイベントを ESMPRO/ServerManager ヘア ラートとして送信します 0 アラートの送信には、 
ESMPRO/ServerAgent のイベント監視機能を使用します。 Universal RAID Utility をインストールしているコンピュ 
-夕に ESMPRO/ServerAgent をインストールし、かつ、アラートを送信する設定を行うと、 Universal RAID Utility 
が検出する RAID システムのイベントは、自動的に ESMPRO/ServerManager ヘア ラート送信されるようになりま 
す 。 

ESMPRO/ServerManager へ通報するアラートについては、「付録 B : ロゲ/イベントー覧」を參照してください。 

晒； ESMPRO/ServerAgent のアラート送信については、 ESMPRO/ServerAgent のドキュメントなど 

| |を參照してください。 


ESMPRO/AlertManager の通報連携を使用するには 


ESMPRO/ServerManager へ送信したアラートを、マネージャ間通信機能で転送したり、 
ESMPRO/AlertManager の通報連携で使用したりするときは、 ESMPRO/ServerManager をインストールして 
いるコンピュータに以下のレジストリを追加します。 

レジストリキー 

x86 の場合： 

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥NEC¥NVBASE¥AlertViewer¥AlertType¥URAIDUTL 
x64 の場合： 

HKEY LOCAL MACHINE¥SOFTWARE¥Wow6432Node¥NEC¥NVBASE¥AlertViewer¥AlertType¥UR 
AIDUTL 
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值 


名前 

種類 

データ 

WavDefault 

REG 一 SZ 

Server.wav 

An i Default 

REG 一 SZ 

Default.bmp 

Image 

REG 一 SZ 

Default.bmp 

Smalllmage 

REG 一 SZ 

Default.bmp 


アクセス権 

オペレーテインゲシステムが Windows XP(Home Edition は除く )、 Windows 2000 、 Windows Server 2003、 
Windows NT の場合は、前述のレジストリキーに以下のアクセス権を設定します。 


名前 


種類 


Administrators 

Everyone 

SYSTEM 

ESMPRO ユー ザグループ 


フルコントロール 
読み取0 
フルコントロール 
フルコントロール 


M ： ESMPRO ユーザゲループは、 ESMPRO / ServerManager のインストール時に指定した、 

| t +'| ESMPRO を使用するユーザを管理するグループの名称です。ゲループ名がわからない場合、 
以下のレジストリキーを參照します。 

X86 の場合: HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ NEC¥NVBASE 

x 64 の場合: HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ Wow 6432 Node ¥ NEC¥NVBASE 

値 ： LocalGroup 
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物理デパイスの故障を監視する 


RAID コントローラが検出する物理デバイスの故障は、 Universal RAID Utility では以下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ログ 

ブザー 

0S ログ 

アラ-卜 



RAID コントローラの 
機種に依存します 

〆 



論理ドライブで使用する物理デバイスが故障すると、物理デバイスの状態は[故障]/ [ Failed ] に変化します。また、そ 
の物理デバイスを使用する論理ドライブの状態も、その冗長性の状況により[縮退]/ [ Degraded ] 、もしくは、[オフ 
ライン]/ [ Offline ] に変化します。物理デバイス、論理ドライブの状態は、その問題を解決するまでその状態を保持しま 
す。 

RAID ビューアは、物理デバイス、論理ドライブの状態を、ツリービューのアイコン、および、プロパティに表示します。また、 
RAID ビューアは、 RAID システムの観点での状態や、コンピュータの観点での状態をツリービューに表示します。 
raidcmd は、物理デバイス、論理ドライブの状態を、プロパティに表示します。 

以下、物理デバイスの状態の変化による、 RAID ビューア、 raidcmd の表示について説明します。 

[図の説明] 

^1論理ドライブ 
[] 物理デパイス 
—] 物理デバイス(ホットスペア） 
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物理デバイスが故障していないとき 


論理ドライブで使用しているすべての物理デバイスの状態が正 
常([ステータス]が[オンライン] ) のときは、論理ドライブの状態 
はオンライン([ステータス]が[オンライン] ) となります。 

この状態を RAID ビューアは以下のように表示します。 



#1 #2 #3 #4 

[オンライン][オンライン][オンライン] [ホッ トスペア] 


一 RAinFi —！？ 


ファイル ( E ) f 財^! 論理ドライブと物理デノ 
B @1 ptri ^ Tputer ^ ァィコンは両方とも 

RAID シ丁ム平丄 

: コント□ーラ #1(0) 


デパイスの 

[正常] 


盖理ドライブのブ□パティ 


X ] 




U 

Hu 

4¢ 

ザ 


盖理ドライブ# 1(0) 春 


物理デパイス #1(0) 
物理デパイス #2(1) 
物理デパイス #3(2) 


制理デパイス #4(3) 
物理デパイス #5(4) 
1— 物理デパイス #6(5) 


U オプション1 

項目 

値 

番号 

1 

m 

0 

物理デパイス番号 

1, 2 X 3 

ディスウアレイ惜報 

1 (1/1 番目〕 

RAID レベル 

論理ドライブのプロパティの 
[ステータス]は[オンライン] 


容量 


ストライブサイズ 


七 w ん 1 ;— K Wriho Thrnimh 

[ ステータス 

オンライン 



物理デパイスのブ□パティ 


X] 




♦頂 目 


値 


番号 

ID 

エン i 1 □ー ジゃ 
スロット 
インタフ I ース 
製适元/製品名 
ファームウ：[アバージ; 
シリアル番号 


1 

0 

1 

1 

SAS 


すべての物理デパイスのプロパティ 
の[ステータス]は[オンライン] 


ステータス 


オンライン 




— 


XJ 


] 


図25 RMD ビューアの表示(物理デバイス正常) 
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raidcmd では、以下のように確認できます。 



■I 


> raidcmd property -tg=pd -c=i -p=2 
RAID Controller #1 Physical Device #2 
ID : 0 

Enclosure : 1 

Slot : 2 

Interface : SAS 

Vendor/Model : Seagate : 

Firmware Version : BK09 

Serial Number :1111 




1 

2 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 
1111 
1 

Online 


I > raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=3 1 

RAID Controller #1 Physical 

Device #3 

ID 

0 

Enclosure 

1 

Slot 

3 

Interface 

SAS 

Vendor/Model 

Seagate ST1 2345678 

Firmware Version 

BK09 

Serial Number 

1111 

Status 

Online 

> 

i «リ i mu i 


図 26 raidcmd の表示(物理デパイス正常) 
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物理デパイスが故障し、論理ドライブの冗長性が低下、もしくは、冗長性 
を失ったとき 


論理ドライブで使用している物理デバイスが1台以上故障し 
て([ステータス]が[故障] ) 論理ドライブの冗長性が低下 
( RAID レベル6の場合、1台故障)、もしくは、冗長性を失つ 
た ( RAID レベル1と RAID レベル5の場合は1台までの故障、 
RAID レベル6の場合は2台までの故障）、論理ドライブの状 
態は縮退([ステータス]が[縮退] ) となります。 

この状態を RAID ビューアは以下のように表示します。 



#1 #2 #3 #4 

[オンライン][オンライン] [故障] [ホットスペア] 


ファイル(巳）一 

日 _ ►て ompute 



論理ドライブのアイコンが 


p [警告]に変更 



理ドライブ©ブ□パティ 



尸 AID コントローラ #1(0) 
扁理ドライブ #1(0) 

理デパイス #1(0) ' 

物理デパイス #2(1) 

ド 理デパイス #3(2) # 4 
物理デパイス #4(3 ) ， 
物理デパイス #5(4) 
物理デパイス #6(5) 


故障した物理デパイスの 
アイコンが[異常]に変更 


2<1 


■号 ..... ||オプション1 


項目 

m 

番号 

1 

ID 

0 

物理デパイス番号 

1,2,3 

ディスクアレイ ■_ 


論理ドライブの冗長性を失つ 


RAID レベル 


容量 

たため、プロパティの[ステータ 


ストライプサイズ 

ス]が[縮退]に変更 


b y i \ 



[ ステータス 

楠退 



図27 RAID ビューアの表示(論理ドライブ冗長性喪失) 
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raidcmd では、以下のように確認できます。 


> raidcmd property -tg=Id -c=1 -1=1 
RAID Controller #1 Logical Drive #1 
ID : 0 

Physical Device Number ： 1, 2, v 


Disk Array Number 

RAID Level 

Stripe Size 

Capacity 

Cache Mode (Current) 

O ^ ^ ^ ^ / Oa ふふ ： m m •ヽ 

1 

5 

64KB 

146GB 

Write Back 

Status 

Degraded 

L 


I > raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=1 1 

RAID Controller #1 Physical 

Device #1 

ID 

0 

Enclosure 

1 

Slot 

1 

Interface 

SAS 

Vendor/Model 

Seagate ST1 2345678 

Firmware Version 

BK09 

Serial Number 

一： 4 -w 



論理ドライブの冗長性を失ったた 
め、ブロパテイの [Status] が 
[Degraded] に変更 


msssssssSS 


正常な物理デバイスのブロパティ 

の [Status'! は [Online] 


d > raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=2 

RAID Controller #1 Physical 

Device #2 

ID 

0 

Enclosure 

1 

Slot 

2 

Interface 

SAS 

Vendor/Model 

Seagate ST1 2345678 

Firmware Version 

BK09 

Serial Number 

1111 ♦♦♦ 



> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=3 
RAID Controller #1 Physical Device #3 
ID : 0 

Enclosure :1 

Slot : 3 

Interface : SAS 

Vendor/Model : Seagate : 

Firmware Version : BK09 

Serial Number :1111 


1 

3 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 
1111 


故障した物理デパイスのプロパティ 

の [Status] は [Failed] に変 


図28 raidcmd の表示(論理ドライブ冗長性喪失) 


論理ドライブの状態は、 RAID レベルと故障した物理デバイスの台数により決まります。 

| | RAID レベルが RAID 10および RAID 50で故障した物理デバイスが2台のときは、ど_の物理 

デバイスが故障したかにより、縮退かオフラインのど_ちらかの状態となります。 


RAID レベル 

0 台 

故障した物理デバイスの台数 

1台 2台 

3台以上 

RAIDO 

オンライン 

オフライン 

オフライン 

オフライン 

RAID 1 

オンライン 

縮退 

オフライン 

- 

RAID 5 

オンライン 

縮退 

オフライン 

オフライン 

RAID 6 

オンライン 

縮退 

縮退 

オフライン 

RAID 10 

オンライン 

縮退 

縮退/オフライン 

オフライン 

RAID 50 

オンライン 

縮退 

縮退/オフライン 

オフライン 
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故障した物理デパイスを交換し、 RAID システムを復旧したとき 


論理ドライブの冗長性を失ったまま RAID システムを使い続け 
ると、物理デバイスがさらに故障したとき論理ドライブのデータを 
失う可能性があります。冗長性が低下した論理ドライブが存 
在するときは、ホットスペアや、故障した物理デバイスの交換に 
より論理ドライブを復旧します。 

ホットスペアや、故障した物理デパイスの交換でリビルドが動作 
すると、物理デバイスの状態はリビルド中([ステータス]が[リビ 
ルド中])に変化します。 

この状態を RAID ビューアは以下のように表示します。 

リビルドにより論理ドライブが復旧すると、論理ドライブの状態 

はオンラインになります。 RAID ビューアの表示は、「物理デバイスが故障していないとき」と同じ内容に戻ります。 



#1 #2 #ス 

[オンライン][オンライン] [故障] 


#4 

[リ ビルド 中] 


リビルドが完了するまでは、論理ドライ 
ファイル (巳.), ••4_ブ のアイコンは[警告]、プロパティの[ス •ゃ1 
B _^ComputE 丁ータス]も[縮退]のまま 

F RAID シス 丁ム芋 1 




t RAID コント□ーラ #1(0) 
| 齡里ドライブ #1(0) 
物理デパイス #1(0) 

%物理デパイス #2(1) 
卿理デパイス #3(2) 籲' 
理デパイス #4⑶ 
物理デパイス #5(4) ， 
物理デパイス #6(5) 


リビルドを開始したホットス 
ペアのアイコンは[オンライ 
ン]に変更 


*•***& 


♦♦き 


番号 

ID 

エンク□ージゃ 
スロット 
インタフ I - ス 
製适元/製品名 
ファームウ：[アバージョン 
シリアル番号 


値 


4 

3 
1 

4 

SAS 


値 


番号 

ID 

物理デパイス 番_ 

ディスク畜報 
RAID レペル 
容量 

ストライプサイズ 

右 0 ぃパ J ] ; ■— K! I ■ 


1 

0 

1,213 
1 ( 1/1 番目） 
RAID 5 
66 GB 
64 KB 

Wnfp Thrnunh 


ステータス 


mm 


物理デパイスのブロパティ 


凶 


全股 


項目 

リビルド開始後の故障した物理士_パイ 


番号 


ID 

スは、 RAID コントローラの種類や発 


I ンウ □- ジ Y 

生した障害の種類により、[ステータ 


スロット 

ス]が[レデイ]になった 0、 物理デパ 


イン与フェース. 

イスの存在を認識できなくなったり、あ 


:製适元/製5 

るいは、[ステータス]が[故障]のま 

SS 

ファームウェア 

まになった 0、 いろいろな結果が考えら 


シリアル番号 

れます。 




1 ステ-タス 

レディ 

S . M . A . R . T . 



ホットスペアの[ステータス]は 
[リピルド中]に変更 


SS 


ステータス 


リビルド中 


図29 RAID ビューアの表示(物理デバイスのリビルド) 
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raidcmd では、以下のように確認できます。 



> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=3 


RAID Controller #1 Physical Device #3 


ID 

Enclosure 

Slot 

Interface 
Vendor/Model 
Firmware Version 
Serial Number 


0 
1 
3 

Seagate ST1 2345678 
BK09 
1111 



リビルド開始後の故障した物理デパイ 
スは、 RAID コント ローラの 種類や発 


生した障害の種類により、 [ Status ] 
が [ Ready ] になった0、物理デパイ 
| スの存在を認識できなくなつたり、ある 


いは、 [ Status ] が [ Failed ] のま 

まになったり、いろいろな結果が考えら 


れます。 


I > raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=4 1 

RAID Controller #1 Physical 

Device #4 

ID 

0 

Enclosure 

1 

Slot 

4 

Interface 

SAS 

Vendor/Model 

Seagate ST1 2345678 

Firmware Version 

BK09 

Serial Number 

1111 

V/V4 ド UW ■ U J 

Status 

RebuiIding 

L _ 


ホツトスペアの [ Status ] は 
[ Rebuilding ] に変更 


図30 raidcmd の表示(物理デバイスのリビルド) 
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物理デパイスが故障し、論理ドライブが停止したとき 


論理ドライブの冗長性を失ったまま RAID システムを使い続け、 
物理デバイスがさらに故障すると論理ドライブは停止します 
( RAID レベル1と RAID レベル5の場合は2台以上の故障、 
RAID レベル6の場合は3台以上の故障）。論理ドライブが 
停止すると、論理ドライブの状態はオフライン([ステータス]が 
[オフライン] ) となります。オフラインとなった論理ドライブのデータ 
は失われてしまいます。故障した物理デバイスをすべて交換し、 
RAID システムを構築しなおします。 

この状態を RAID ビューアは以下のように表示します。 


RAID システムの状態 


#1 

[オンライン] 


Q 


# i [オフライン] 
RAID レベル5 


5 B 

#2 #3 


[故障] [故障] 


イコンが 


RAID システム#1 

RAID コント□ーラ #1(0) 
fel , 齡里ドライブ #1(0) 
'物理デパイス #1(0) 
理デパイス #2(1) 
to ㈣ 理デ パイス #3(2) 

> 物理デバイス #4(3) 
物理デパイス #5(4) 
物理デパイス #6(5) 


故障した物理デパイスの 
♦豹 アイコンはどちらも[異常] 
に変更 



盖理ドライブ©ブ□パティ 


オプション1 




項目 

値 

番号 

1 

m 

0 

物理デパイス番号 

1ユ3 

ディスクアレイ ■_ 

論理ドライブが停止したため、 
プロパティの[ステータス]が 
[オフライン]に変更 


RAID レベル 


容量 


ストライプサイズ 


iX.i ] ;ー ド 1 3 S 3- T 1 i & 1 

Wntg "mmunh 


ステータス 

オフライン 


»理デパイスのブ□パティ 


»理デパイスのブ□パ? 


X] 


葬 …!| 

> 項目 

値 

番号 

2 

ID 

1 

エンクロージャ 

1 

スロット 

2 

インタフ I - ス 

故障した物理デパイスは、両 
方ともプロパティの[ステータス] 
が[故障]に変更 


製适元/製品：1 

.33 6754 SS 

ファ-ムウ：[アパ 


シリアル番号 


■ S -& 



I ステータス 

故陲 

S . M . A . R . T . 





] 


図31 RAID ビューアの表示(論理ドライブの停止) 
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raidcmd では、以下のように確認できます。 



> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=2 
RAID Controller #1 Physical Device #2 
ID : 0 

Enclosure : 1 

Slot : 2 


Interface 
Vendor/Model 
Firmware Version 
Serial Number 

ド I U J 

Status 


SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 
1111 


Failed 


故障した物理デパイスは、両 
-： i - l 方ともプロパティの [ Status ] 
/ が [ Failed ] に変更 


> raidcmd property 

-tg=pd -c=1 -p=3 

RAID Controller #1 

Physical Device #3 

ID 

: 0 

Enclosure 

: 1 

Slot 

: 3 

Interface 

: SAS 

Vendor/Model 

: Seagate ST1 2345678 

Firmware Version 

: BK09 

Serial Number 

:1111 

[ m v/wt ド v^tv/ ■ u j 

| Status 

: Failed 

L _ 


図32 raidcmd の表示(論理ドライブの停止) 
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パッテリの状態を監視する 


RAID コントローラが検出するバッテリの状態は、 Universal RAID Utility では以下の手段で監視できます。 


隱ロヴ 

ブザー 

OS □グ 

アラ-卜 

/ 〆 

RAID コントローラの 
機種に依存します 

〆 



Universal RAID Utility は、 RAID コントローラに搭載しているバッテリのイベントを監視します。検出したバッテリのイベン 
卜は、 RAID ロゲに記録します。また、バッテリの問題を示すイベントの場合、バッテリ状態を RAID コントローラの状態と 
して反映します (RAID コントローラの状態を[警告]に変化)。バッテリの状態は、その問題を解決するまで RAID コント 
口ーラの状態として保持します。 


バッテリに問題がないとき 


バッテリの状態が正常のとき、 RAID コントローラの[バッテリステータス]/ [Battery Status ] は[正常]/ [ Normal ] で 
す。 RAID ビユーアでは以下のように表示します (RAID コントローラのアイコンは正常状態です)。 


iversa I RAI 


RAID コン トローラの アイ 
フ W ま ： D •呵 コンは [正常] _ 


Igl Compute 

，せ Ram 

TTiff 


S IJl Computer 

システム# 1 
AID コント □- ラ #1(0) 
網 里 ドライブ #1(0) 

^物理デパイス #1(0) 
物理デパイス #2(1) 
し®物理デパイス #3(2) 

し出物理デパイス #4(3) 
物理デパイス #5(4) 
物理デパイス #6(5) 


xAID] ント□ーラのブ□パティ 


X] 


.■琴 ..... ||オプション1 


値 


番号 

ID 

製适元 
製品名 

力-丄勹エアふ 


RAID コントローラのプロパティの 
[ パツテリステータス ] は [ 正常 ] 


08 E 


パウテ 1 J ステータス 


正常 


図33 RAID ビューアの表示(バツテリ正常) 


raidcmd では以下のように確認できます。 


I > raidcmd property -tg=rc -c=1 


RAID Controller #1 



ID 

0 


Interface 

SAS 


Vendor 

LSI Logic 


Model 

MegaRAID SAS PCI Express (TM) ROMB 


Firmware Version 

1.14-02-0342 



1OOMD 


I Battery Status 

1 f _ i : _n._ : _ : j_.. 

Normal 


A 1 1 1 C. 1 1 1 t^\J 1 1 1 \J 1 1 k. J 

Rebuild Priority 

Consistency Check Priority 

m i i \j 

High 

High 

R 

IAID コントローラのプロパティ 

Patrol Read 

Enable 

a 

>[Battery Status] は 

Patrol Read Priority 

Low 

[ 

Normal] 

Buzzer Setting 

> 

Enable 


r 


図34 raidcmd の表示(パッテリ正常) 
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バッテリに問題があるとき 


バッテリに問題があるとき、 RAID コントローラの[バッテリステータス]/ [Battery Status ] が[警告]/ [ Warning ] となり 
ます。 

RAID ビューアでは、以下のように表示します (RAID コントローラのアイコンが警告状態となります)。 


■ raid コントロ-ラのァィ 

ファイ コンは[警告]に 変更 


a 


Computer 

>ンステム#1 


VLfai Rap- 

!-Tj Ip 


AID コントローラ 
'論理ドライブ #1(0) ' 

%物理デパイス #1(0) 

物理デパイス #2(1) 
hr 物理デパイス #3(2) 

^物理デパイス #4(3) 

物理デパイス #5(4) 

物理デパイス #6(5) 


B 

(ヒ 


RAID]) 卜□ーラ®ブ□パティ 


3 


[ i [ ll オプション1 


項目 

値 


番号 

RAID コントローラのプロパティ 


ID 


製适元 

の[パッテリステータス]は[警 


製品名 

告]に変更 

08 E 

つ "7 -V ■■内丁17パーりコ、 

y 1 


[ パッテリステータス 

韓 ] 



図35 RAID ビューアの表示 (バッ テリの問題) 
raidcmd では、以下のように確認できます。 


> raidcmd property -tg=rc -c=1 

RAID Controller #1 

ID 

0 

Interface 

SAS 

Vendor 

LSI Logic 

Model 

MegaRAID SAS PCI Express (TM) ROMB 

Firmware Version 

1.14-02-0342 

V/C4WI IO \J 1 £-\J 

Battery Status 

Warning 

i ii i l i i i z.c; r 丨 i u 丨 i し y 

■VI 1 UU 1 c 

Rebuild Priority 

High 

Consistency Check Priority 

High 

Patrol Read 

Enable 

Patrol Read Priority 

Low 

Buzzer Setting 

> 

Enable 


RAID コント ローラの プロパティ 

I の [Battery Status ] は 
[ Warning ] に変更 


図36 raidcmd の表示 (パッ テリの問題) 

エンクロージャの状態を監視する 


RAID コントローラが検出するエンクロージヤの状態は、 Universal RAID Utility では以下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ロゲ 

ブザー 

OS □グ 

アラ-卜 



RAID コントローラの 
機種に依存します 

〆 



Universal RAID Utility は、 RAID コントローラが検出したエンクロージャのイベントを監視します。検出したエンクロージ 
ャのイベントは、 RAID ログに記録します。また、重要なイベントは、 OS ログへ記録したり、 ESMPRO/ServerManager 
ヘアラート送信をしたりします。 

なお、このカテゴ_リで監視するイベントは、 RAID ビューアのツリービューや、プロパティの[ステータス]/ [ Status ] には状態 
を反映しません。 
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エンクロージャに関するロゲについては、「付録 B : ロゲ/イベントー覧」を參照してください。 

RAID システムのさまざまなイベントを監視する 


RAID コントローラが検出するその他のイベントは 、 Universal RAID Utility では以下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ロゲ 

ブザー 

イベントロゲ 

アラ-卜 



RAID コントローラの 
機種に依存します 

〆 



Universal RAID Utility は、これまでに説明した物理デバイスの故障、バッテリのイベント、エンクロージャのイベント以外 
にも、 RAID システムの様々なイベントを監視します。検出した RAID システムのイベントは 、 RAID ログに記録します。ま 
た、重要なイベントは、 0 S ログへ記録したり、 ESMPRO / ServerManager ヘアラート送信をしたりします。 

なお、このカテゴ_リで監視するイベントは、 RAID ビューアのツリービューや、プロパティの[ステータス]/ [ Status ] には状態 
を反映しません。 

RAID システムのさまざまなイベントに関するログについては、「付録 B : ロゲ/イベントー覧」を参照してください。 


物理デパイスを予防交換する 


物理デバイスが S . M . A . R . T .( Self - Monitoring , Analysis and Reporting Technology ) をサボートし、かつ 、 RAID コン 
トローラがその S . M . A . R . T . エラーを検出できる場合 、 Universal RAID Utility は、その S . M . A . R . T ■エラーを以下の手段 
で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ロゲ 

ブザー 

0 S □ゲ 

アラ-卜 


〆 

RAID コントローラの 
機種に依存します 

〆 



Universal RAID Utility は、物理デバイスの S . M . A . R . T ■エラーを監視します。 S . M . A . R . T . エラーを検出したときは、その 
イベントを RAID ロゲに記録します。また、物理デバイスの S . M . A . FLT . の状態を物理デバイスの状態として反映します 
(物理デバイスの状態を[警告]/ [ Warning ] に変化)。物理デバイスの状態は、 S . M . A . R . T ■エラーを解決するまで物理 
デバイスの状態として保持します。 
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S.M.A.R.T ■エラーを検出していないとき 


S . M . A . R . T ■エラーを検出していないとき、物理デバイスの [ S . M . A . R . T .] は[正常]/ [ Normal ] です。 
RAID ビューアでは以下のように表示します(物理デバイスのアイコンは、正常状態です)。 


ファイル(巳） 


探作 (G 


B Mi Compute^**" 
白せ システムゴ 


S . M . A . R . T ■エラーを検出 

していない物理デパイスの 
アイコンは[正常] 


ほ RAID コント J - フ FH.UJ 
B 論理ドライブ卿) 

%物理デバイス #1(0) 
% 物理デパイス # 2 ( 1 ) 
h ® 物理デパイス #3(2) 
^物理デパイス #4(3) 
,物理デパイス #5(4) 

I理デパイス# 6(5) 




ra 理デバイスのブ□パティ 


4 


全般 


值 


番号 

ID 

エンウロージゃ 
スロット 
インタフェース 
製适元/製品名 
ファ-ムウ1ァパ- 
シリアル番号 
容量 


6 . 

5 

1 

6 . 

SAS 


S . M . A . R . T ■エラーを検出していなけ 
れば、物理デパイスのプロパティの 

[ S . M . A . R . T .] は[正常] 




S.M.A.R.T. 


正常 


図37 RAID ビューアの表示 ( S . M . A . R . T ■エラー正常) 


raidcmd では以下のように確認できます。 


> raidcmd property 

-tg=pd -c=1 -p=1 

RAID Controller #1 

Physical Device #1 

ID 

: 0 

Enclosure 

: 1 

Slot 

: 1 

Interface 

: SAS 

Vendor/Model 

: Seagate ST1 2345678 

Firmware Version 

: BK09 

Serial Number 

:1111 

Capacity 

: 146GB 

| sI.^Tr. t. 

: Normal 

t_ 


S . M . A . R . T ■エラーを検出していなけ 
れば、物理デパイスのプロパティの 

[ S . M . A . R . T .] は!; Normal ] 


図38 raidcmd の表示 ( S . M . A . R . T ■エラー正常） 
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S.M.A.R.T ■エラーを検出したとき 


S . M . A . R . T ■エラーを検出したとき、物理デバイスの [ S . M . A . R . T .] が[検出]/ [ Detected ] となります。 
RAID ビューアは以下のように表示します(物理デバイスのアイコンは、警告状態となります)。 


HiPB 

ファイル(巳) 


iversal RAID Utility - RAIDE ユーア 


棵作 (| 



S . M . A . R . T ■エラーを検出 

した物理デパイスのアイコ 
ンは[警告]に変更 


II 論理ドライブ #1(0) 


4 


l 物理デパイス #1(0) 

im …" i | 

! ■Sr 物理デパイス #2(1) 

項目 

値 


! ■% 物理デパイス #3(2) 

番号 

6 


物理デパイス #4(3) 

ID 

5 


\ 卜 ^ 物理デパイス #5(4) 

エンクロージゃ 

1 


'▲fferh 理デパイス #6(5) 

スロット 

6. 



インタフェース. 

SAS 



製适 7 E / 製品名 

S . M . A . R.T ■エラーを検出した物理デ 



ファームウ I アパ- 



シリアル番号 

パイスのプロノ X ティの [ S . M ■ A . R . T .] 



容量 

は[検出]に変更 


參 

參 J 





S . M . A . R . T . 

概 | 


図 39 RAID 

>ビューァの表示 ( S . M . A . R.T ■エラー検出） 


raidcmd では以下のように確認できます。 


> raidcmd property -tg=pd -( 
RAID Controller #1 Physical 
ID 

)—1 — p = 1 

Device #1 

0 ■ 


Enclosure 

Slot 

Interface 

Vendor/Model 

Firmware Version 

! 

SAS d 

Seagate ST1 2345678 

BK09 

S . M . A . R . T ■エラーを検出した物理デ 
バイスのブロパティの [ S . M . A . R . T .] 

は [ Detected ] に変更 

Serial Number 

Capacity 

1111 

146GB 


[Is.M.A. R. T. 

1 _ 

Detected 


図 40 raidcmd の表示 ( S . M . A . R.T ■エラー検出） 
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Universal RAID Utility の設定変更 


Universal RAID Utility の設定変更について説明します。 

Universal RAID Utility が使用する TCP ボートを変更 

する 


Universal RAID Utility が使用する TCP ポートが他アプリケーシヨンなどで使用する TCP ポートと競合する場合、 
Universal RAID Utility の使用する TCP ポートを変更できます。 

PThQ TCP ポートの変更は管理者権限を持つユーザで行います。管理者権限を持つユーザでなけ 

m れば、 tcp ポートは変更できません。 


オペレーテイングシステムが Wi ndows の場合 


手順1管理者権限を持つユーザでロゲオンします。 

手順 2 RAID ビューア、ログビューアを開いているときは終了します。 raidcmd を実行しているときは停止します。 

手順 3 raidsrv サービスを停止します。[スタート]ボタン、 p ントロールパネル]の順にクリックし、[管理ツール]、 
[サービス]の順にダブルクリックします。 [ raidsrv ] サービスをクリックし、[操作]メニューで[停止]をクリックします。 


手順 4 はじめに raidsrv サービスの設定ファイルを編集します。 
raidsrv サービスの設定ファイルは、（インストールフオル 
ダ) ¥ server ¥ raidsrv . conf です(インストールフオルダの既定 
値は、 CPU アーキテクチャが x 86 の場合は、％システムドライ 
ブ ％¥Program FilesYUniversal RAID Utility 、 x 64 の場合 
は、％システムドライブ ％ YProgram Files ( x 86 )¥Universal 
RAID Utility です)。テキストエディタなどで設定ファイルを開き、 
[ socket ] セクションの data port と event port の番号を 
Universal RAID Utility が使用できる TCP ポートに修正しま 
す。修正後、 raidsrv . conf の内容を保存します。 

手順 5 次に RAID ピューアの設定ファイルを編集します。 

RAID ビューアの設定ファイルは、（インストールフオル 
ダ) ¥ gui ¥ raidview . conf です。テキストエディタなどで設定ファ 
イルを開き、 [ network ] セクションの port と portjisten の 
番号を Universal RAID Utility が使用できる TCP ポートに修 
正します。 raidsrv サービスの data port の番号と port の番 
号に同じ値を指定します。 raidsrv サービスの event port の 
番号と portjisten の番号に同じ値を指定します。修正後、 
raidview . conf の内容を保存します。 



ーメモ _ 


ファイル (£) 編集 ( E ) 軎式⑼表示⑻ヘルプ⑻ 


^$Rev ： 311 $ 
ft Fi leVersion=1.00 


[global] 
max clients =16 


[ socket ] 

data po rt =5280b 1 

evenf po 



|[net wo rk] 
ip=127.0.0.1 

port =52805 J 

port_risten=b2y(Jt：l 
socKet_ intervai'=T000 
厂 special1 


118 
































手順 6 最後に raidcmd の設定ファイルを編集します。 
raidcmd の設定ファイルは、（インストールフオル 
ダ) ¥ cli ¥ raidcmd . conf です。テキストエディタなどで設定ファイ 
ルを開き、 [ network ] セクションの port の番号を Universal 
RAID Utility が使用できる TCP ポートに修正します 。 raidsrv 
サービスの data port の番号と port の番号に同じ値を指定 
します。 raidcmd は TCP ポートを1つしか使用しません。修正後、 raidcmd . conf の内容を保存します。 

手順 7 3つの設定ファイルを修正後、 raidsrv サービスを開始します。[スタート]ボタン、 p ントロールパネル] 

の順にクリックし、[管理ツール]、[サービス]の順にダブルクリックします 。 [Universal RAID Utility ] サービスをクリ 
ックし、[操作]メニューで[開始]をクリックします。 


オペレーテイングシステムが Linux の場合 



ファイル (£) 編集 ( E ) 軎式⑼表示⑻ヘルプ⑻ 


|[netwo rk] 
ip=127.0.0.1 

port =52805 ] 

i I /c--T cim 1 


手順 1 管理者権限を持つユーザでロゲインします。 


手順 2 raidcmd を実行しているときは停止します。 


手順 3 raidsrv サービスを停止します。 



> /etc/init. d/raidsrv stop 
Stopping raidsrv services ： 


手順 4 はじめに raidsrv サービスの設定フ 
ァイルを編集します。 raidsrv サービスの設 
定ファイルは、 

/ etc / opt / nec / raidsrv / raidsrv.conf です。 
テキストエディタなどで設定ファイルを開き、 


[socket] 

o 

WTa port=DZ»uo 

event port=bZ8Ub 


[log file] 



[ socket ] セクションの data port と event port の番号を Universal RAID Utility が使用できる TCP ポートに 
修正します。修正後、 raidsrv . conf の内容を保存します。 


手順 5 次に raidcmd の設定ファイルを編 
集します。 raidcmd の設定ファイルは、 
/ etc / opt / nec / raidcmd / raidcmd.conf で 
す。テキストエディタなどで設定ファイルを開 


[network] 

A 

ip=127.0. 0.1 

fport=528(Jb 


[1og_system] 


max_size=10000 



き、 [ network ] セクションの port の番号を 

Universal RAID Utility が使用できる TCP ポートに修正します。 raidsrv サービスの data port の番号と port 
の番号に同じ値を指定します。 raidcmd は TCP ポートを1つしか使用しません。修正後、 raidcmd . conf の内容 


を保存します。 


手順 6 2つの設定ファイルを修正後、 

raidsrv サービスを開始します。 



> /etc/init. d/raidsrv start 

Starting raidsrv services ： [OK] 
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RAID ビューァ起動時の動作モードを変更する 

RAID ビューアは、起動したときはスタンダードモードで動作します。これを、必ずアドバンストモードで起動するように 
設定を変更できます。 


手順1[ツール]メニューで、[オプション]をクリックします。 


手順2 [オプション]ダイアログボックスの[全 
般]タブで[つねにアドパンストモードで起動 
する]チェックボックスをオンにし、 [0 K ] もしくは、 
[適用]をクリックします。 


2S1 


全般| 
劻作モード 


^匕.ねに Z ド/心处.モニド.!:起動.する. CS ' 


■: [つねにアドバンストモードで起動する]の設定は、次回 RAID ビューアの起動時から有効になりま 

苗 Tj す。 
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raidcmd コマンドリファレンス 


raidcmd のコマンドリフアレンスです。 


CC 


[概要] 

論理ドライブで整合性チェックを開始、もしくは実行中の整合性チェックを停止します。 

[形式] 

raidcmd cc - c =< controller - I =< logicaldrive > - op ={ start | stop } 


1 コマンドパラメータ 

説明 

-c=< controller 

処理対象の RAID コントローラを指定します。 

〈 controller〉•• RAID コントローラ番号 

- l =< logicalorive> 

処理対象の論理ドライブを指定します。 

<logicaldrive> :論理ドライブ番号 

- op ={ start | stop } 

整合性チェックの開始、停止を指定します。 
start :開始 
stop :停止 


[説明] 

指定した論理ドライブで整合性チェックを開始します。もしくは、指定した論理ドライブで実行中の整合性チェッ 
クを停止します。 

[条件] 

整合性チェックの開始は、 [ Status ] (ステータス)が [ Online ] (オンライン)の論理ドライブに実行できます。 
整合性チェックの停止は、 [ Status ] (ステータス)が [ Online ] (オンライン)、もしくは、 [ Degraded ] (縮退)の論理 
ドライブに実行できます。 


CCS 


[概要] 

パトロールリードをサボートしない RAID コントローラに存在する論理ドライブで整合性チェックを開始します。 

[形式] 

raidcmd ccs 

[説明] 

コンピュータに存在する RAID コントローラのうち、パトロールリード機能をサボートしないすべての RAID コントロ_ 
ラのすべての論理ドライブで整合性チェックを開始します。 

[条件] 

[ Status ] (ステータス)が [ Online ] (オンライン)の論理ドライブに整合性チェックを実行します。 
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delld 


[概要] 

論理ドライブを削除します。 

[形式] 

raidcmd delld - c =< controller - I =< logicaldrive > [- y ] 


1 コマンドパラメータ 

説明 

- c =< controller 

処理対象の RAID コントローラを指定します。 

〈 controller 〉•. RAID コントローラ番号 

- l =< logicaldrive > 

処理対象の論理ドライブを指定します。 

< logicaldrive > :論理ドライブ番号 

[-y] 

論理ドライブ削除の実行確認メッセージを表示せずに、ただちに論理 
ドライブを削除します。 


[説明] 

指定した論理ドライブを削除します。 

削除できる論理ドライブ 

1つのディスクアレイに複数の論理ドライブが存在する場合、ディスクアレイの最後尾に位置する論理ドライ 
ブのみ削除できます。ディスクアレイの先頭、もしくは、途中に存在する論理ドライブは削除できません。 

また、ブ-トパーティシヨンが存在する論理ドライブは削除できません。 

ディスクアレイの削除 

指定した論理ドライブを削除すると、ディスクアレイに論理ドライブが1つも存在しなくなる場合、ディスクアレ 
イも削除します。 


[♦件] 

動作モードがアドパンストモードのときだけ実行できます。 


econfig 


[概要] 

RAID コントローラで RAID システムを自動で構築します。 

[形式] 

raidcmd econfig 
[説明] 

指定した RAID コントローラに RAID システムを自動で構築する「イージーコンフイグレーシヨン」を実行します。イー 
ジー コンフイゲレー シヨンの詳細については、 「 RAID システムを簡単に構築する」を參照してください。 
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hotspare 


[概要] 

ホットスペアを作成、解除します。 

[形式] 

raidcmd hotspare - c = く controller ^ - p = < physica ! device > - mr={make [- a =< diskarrayl > 
[,< c // skarrayX >] ] | remove } [- y ] 


1 コマンドパラメータ 

説明 i 

- c =< controller 

処理対象の RAID コントローラを指定します。 

く controller 〉•• RAID コントローラ番号 

-^=< physica / device > 

処理対象の物理デバイスを指定します。 

< physica ! device > :物理デバイス番号 

- mr={make 

ホットスペアの作成、解除を指定します。 

[- a =< cf / skarrayl >[ f < cf / skarrayX >]] \ 

make :作成 

remove } 

- a オプションの有無により、作成するホットスペアの種類(共用ホットス 
ペア、専用ホットスペア)と専用ホットスペアの場合は対象となるディスク 
アレイを指定します。 

ホットスペアの作成の場合、 - a オプションが存在しないときは、指定した 
物理デバイスで共用ホットスペアを作成します。 

ホットスペアの作成の場合、 - a オプションが存在し、ディスクアレイを正し 
く指定していれば、指定した物理デバイスでディスクアレイの専用ホット 
スペアを作成します。 

< diskarrayl >, < diskarrayX > :ディスクアレイ番号 


remove :角?！^ 

[- y ] 

ホットスペア作成/解除の実行確認メッセージを表示せずに状態を変 
更します。 


[説明] 

指定した物理デパイスで共用、または専用ホットスペアを作成します。もしくは、指定した物理デパイスのホット 
スペアを解除します。 

[条件] 

専用ホットスペアを作成する物理デバイスの容量は、ディスクアレイで使用中の物理デバイスと同じ、もしくは、そ 
れ以上である必要があります。 

RAID レベルが RAID 0の論理ドライブが存在するディスクアレイには、専用ホットスペアを作成できません。 
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init 


[概要] 

論理ドライブで初期化を開始、もしくは実行中の初期化を停止します。 

[形式] 

raidcmd init - c 二く controller > - I =< logicaldrive > - op ={ start | stop } [- im ={ full | quick }] 


i コマンドパラメータ 

説明 1 

-c=< controller 

処理対象の RAID コントローラを指定します。 

く controller〉•. RAID コントローラ番号 

-l=< logicaldrive> 

処理対象の論理ドライブを指定します。 

<logicaldrive> :論理ドライブ番号 

-op={start|stop} 

初期化の開始、停止を指定します。 
start :開始 
stop :停止 

[-im={full|quick}] 

初期化モードを指定します。 
full :完全 
quick :クイック 

-im を省略すると、 full を使用します。 

-im は、 -op=start のときのみ有効です。 


[説明] 

指定した論理ドライブで初期化を開始します。もしくは、指定した論理ドライブで実行中の初期化を停止しま 
す 0 


[条件] 

初期化の開始は、 [ Status ] (ステータス)が[〇 nline ] (オンライン)の論理ドライブに実行できます。 

初期化の停止は、 [ Status ] (ステータス)が[〇 nline ] (オンライン)、もしくは、 [ Degraded ] (縮退）の論理ドライ 
ブに実行できます。 
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mkldc 


[概要] 

詳細なパラメータ指定で論理ドライブを作成します。 

[形式] 

RAID レベルが RAID 0、 RAID 1 、 RAID 5 、 RAID 6の論理ドライブを作成する場合 
raidcmd mkldc - c =< controller {- p =< physicaldevicel >,< physica ! device 2> 
[,< physica ! deviceX >, ... ,< physicaldeviceZ >] \ - a =< diskarray > } - rl ={0 | 1 | 5 | 6} 

[- cp =< capac / ty >] [- ss={l | 2 | 4 | 8 | 16 | 32 | 64 | 128 | 256 | 512 | 1024}] [- cm={auto | 
writeback | writethru }] [- im={full | quick }] [- y ] 


I コマンドパラメータ 

説明 I 

- c =< controller 

論理デバイスに使用する物理デバイスを接続している RAID コントロ_ 
ラを指定します。 

く controller 〉 \ RAID コントローラ番号 

{-^=< physica / devicel >, 

論理ドライブ作成に使用する物理デバイスもしくは、ディスクアレイを指 

< physica / device 2> 

定します。 

[,< physicaldeviceX >,... ,< physica!devic 

物理デバイスを指定するときは、 - P オプションを使用します。 

eZ >] | - di =< diskarray > } 

< physicaldevicel / 2 / X / Z > :物理デバイス番号 
物理デバイスは'ブで区切ります。 

ディスクアレイを指定するときは、 -a オプションを指定します。 

< diskarray > :ディスクアレイ番号 

-rl={0 |1|5|6} 

作成する論理ドライブの RAID レベルを指定します。 

0 : RAID 0 

1: RAID 1 

5 : RAID 5 

6 : RAID 6 

[~ c ^=< capacity >] 

作成する論理ドライブの容量を指定します。 

< capacity > :容量(単位： GB) 

-cp を省略すると、最大容量で論理ドライブを作成します。 

[-ss={l | 2 | 4 | 8 | 16 | 32 | 64 | 128 | 

作成する論理ドライブのストライプサイズを指定します。 

256 | 512 | 1024}] 

1KB, 2KB, 4KB, 8KB, 16KB, 32KB, 64KB, 128KB, 256KB, 
512KB, 1024KB 

-ss を省略すると、 RAID コントローラの既定値を使用します。 

[-cm={auto | writeback | writethru}] 

作成する論理ドライブのキャッシュモーを指定します。 
auto :自動切替 
writeback : Write Back 
writethru : Write Through 

-cm を省略すると、 RAID コントローラの既定値を使用します。 

[-im={full | quick}] 

作成する論理ドライブの初期化モードを指定します。 

full :完全モード 

quick :クイックモード 

-im を省略すると、 full を使用します。 

[-y] 

論理ドライブ作成の実行確認メッセージを表示せずに、ただちに論理 
ドライブを作成します。 
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RAID レベルが RAID10 の論理ドライブを作成する場合 
raidcmd mkldc -c=<controller> -p= < physica!devicel>, 

< physicaldevice2> ,<physicaldevice3>,<physicaldevice 4> -rl=10 [-ss={l | 2 | 4 | 8 | 16 | 32 | 
64 | 128 | 256 | 512 | 1024}] [-cm={auto | writeback | writethru}] [-im={full | quick}] [-y] 


コマンドパラメータ 


説明 


-c=<controller> 


つ二く physicaldevicel> , 

< physicatdevice2> 

< physicaldevice3 > ，く physicaldevice4> 

-rl=10 


論理デバイスに使用する物理デバイスを接続している RAID コントロ_ 
ラを指定します。 

く controller〉•. RAID コントローラ番号 

論理ドライブ作成に使用する物理デパイスを指定します。 

く physicaldevicel,2,3,4> •• 物理デバイス番号 
物理デパイスは'ブで区切ります。 

作成する論理ドライブの RAID レベルを指定します。 

10 : RAID 10 


[-ss={l | 2 | 4 | 8 | 16 | 32 | 64 | 128 | 
256 | 512 | 1024}] 

[-cm={auto | writeback | writethru}] 
[-im={full | quick}] 

[-y] . 


RAID レベルが RAID 0,RAID 1,RAID 5,RAID 6 の場合と同じです 

RAID レベルが RAID 0,RAID 1,RAID 5,RAID 6 の場合と同じです 
RAID レベルが RAID 0,RAID 1,RAID 5,RAID 6 の場合と同じです 
RAID レベルが RAID 0,RAID 1,RAID 5,RAID 6 の場合と同じです 


RAID レベルが RAID 50 の論理ドライブを作成する場合 
raidcmd mkldc -c=< controller 

-p=< physica!devicel> ,< physica!device2>, < physica!device3> ,< physicaldevice4> ，く physicaldevic 
e5>,<physica!device6>physicaldeviceX> ] -rl=50 [-ss={l | 2 | 4 | 8 | 16 | 32 | 64 | 128 | 
256 | 512 | 1024}] [-cm={auto | writeback | writethru}] [-im={full | quick}] [-y] 


コマンドパラメータ 


説明 


-c=< controller 


論理デバイスに使用する物理デバイスを接続している RAID コントロ_ 
ラを指定します。 


-p =く physicaloevicel > ,< physicaldevice 

< physicaldevice3> , < physicaldevice^, 

< physica!device5>, < physica!device6> 
[,< physica!deviceX> ] 

-rl=50 


く controller〉•• RAID コントローラ番号 

論理ドライブ作成に使用する物理デバイスを6台以上、かつ偶数台の 
条件で指定します。 

く physjcaldevjcel,2,3,4,5,6,X> •. 物理デバイス番号 
物理デバイスは n ，"で区切ります。 

作成する論理ドライブの RAID レベルを指定します。 

50 : RAID 50 


[-ss={l | 2 | 4 | 8 | 16 | 32 | 64 | 128 | 
256 | 512 | 1024}] 

[-cm={auto | writeback | writethru}] 
[-im={full | quick}] 

[-y] 


RAID レベルが RAID 0,RAID 1,RAID 5,RAID 6 の場合と同じです 

RAID レベルが RAID 0,RAID 1,RAID 5,RAID 6 の場合と同じです 
RAID レベルが RAID 0,RAID 1,RAID 5,RAID 6 の場合と同じです 
RAID レベルが RAID 0,RAID 1,RAIDi,RAID 6 の場合と同じです 


[ 説明 ] 

論理ドライブで使用するパラメータを詳細に指定して論理ドライブを作成します。 

raidcmd は、論理ドライブを作成し、初期化を開始したら終了します。初期化の進埗状況、と結果は、 

"oplist" コマンド 、 1 ' property" コマンドで確認します 0 


作成できる RAID レベル 

RAID 0、 RAID 1、 RAID 5、 RAID 6、 RAID 10、 RAID 50 
使用できる物理デバイス 

[Status] ( ステータス ) が [Ready] ( レディ)の物理デバイス 
全面未使用の物理デバイス 
使用できるディスクアレイ 

全面未使用のディスクアレイ、もしくは、ディスクアレイの末端に空き領域があるディスクアレイ。作成する論 
理ドライブの RAID レベルは、同ーディスクアレイ上にすでに存在する論理ドライブと同じ RAID レベルである 
必要があります。 

作成するディスクアレイと論理ドライブの構成 
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ディスクアレイを新規に作成する場合、指定した物理デバイスで、1つのディスクアレイ、1つの論理ドライブを 
作成します。 RAID レベルが RAID 10 、 RAID 50の論理ドライブの容量 
RAID レベルが RAID 10 、 RAID 50 の論理ドライブの容量 

RAID レベルが RAID 10 、 RAID 50の場合、物理デバイスの全面を使用して論理ドライブを作成します。 
容量は指定できません。 


[条件] 

動作モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 


mklds 

[概要] 

簡単なパラメータ指定で論理ドライブを作成します。 

[形式] 

raidcmd mklds -c=< controller - p =< physicaldevicel>,<physica!device2> 
[,<physica!deviceX>, ...,< physica!deviceZ> ] - rl={l | 5} [- y ] 


1 コマンドパラメータ 

説明 | 

-c=< controller 

論理デバイスに使用する物理デバイスを接続している RAID コントロ_ 
ラを指定します。 

< controller : RAID コントローラ番号 

-^=<physica/devicel> , 

論理ドライブ作成に使用する物理デバイスを指定します。 

< physica/device2> 

<physicaldevicel / 2 / X / Z> :物理デバイス番号 

l, く physicaldeviceX> ， … ,<physica!devic 
eZ>] 

物理デバイスは'ブで区切ります。 

- rl={l 1 5} 

作成する論理ドライブの RAID レベルを指定します。 

1 : RAID 1 

5 : RAID 5 

[_y] 

論理ドライブ作成の実行確認メッセージを表示せずに、ただちに論理 
ドライブを作成します。 


[説明] 

論理ドライブで使用する物理デバイス、 RAID レベルの2つのパラメータだけで簡単に論理ドライブを作成しま 
す。 

raidcmd は、論理ドライブを作成し、初期化を開始したら終了します。初期化の進埗状況、と結果は、 
"oplist" コマンド、'' property" コマンドで確認します 0 

作成できる RAID レベル 

RAID 1 、 RAID 5 
使用できる物理デバイス 

[ Status ] (ステータス)が [ Ready ] (レディ)の物理デバイス 
全面未使用の物理デバイス 
作成するディスクアレイと論理ドライブの構成 

指定した物理デバイスで、1つのディスクアレイ、1つの論理ドライブを作成します。 

その他のパラメーラ 

以下の設定で論理ドライブを作成します。 

容量：物理デバイスの全面を使用して論理ドライブを作成します。具体的な容量は、 RAID レベルにより 
決まります。 

ストライプサイズ： 64 KB 

キャッシュモード： RAID コントローラの既定モード 
初期化モード：完全 
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oplist 


[概要] 

RAID コント ローラで 動作しているオペ レーショ ン の一 覧と進埗状況を表示します。 

[形式] 

raidcmd oplist 

[説明] 

RAID コントローラで動作しているオペレーションの一覧と進埗状況を表示します。 

表示するオペレーション 

初期化、リビルド、整合性チェック 
終了したオペレーションの表示 

oplist は、実行中のオペ レーシヨ ンのみ表示します。終了したオペ レーシヨ ンは表示しません。 


optctrl 


[概要] 

RAID コント ロー ラのオプションパラメータを設定します。 

[形式] 

raidcmd optctrl - c =< controller {- ip={high | middle | low } | - rp={high | middle | low } | 
- ccp={high | middle | low } | - pr={enable | disable } | - prp={high | middle | low } | - be={enable | 
disable } } 


^ コマンドパラメータ 

説明 

-c=< controller 

処理対象の RAID コントローラを指定します。 

く controller 〉 •. RAID コントローラ番号 

-ip={high | middle | low} 

初期化優先度を指定します。 
high : 高 
middle : 中 
low : 低 

-rp={high | middle | low} 

リビルド優先度を指定します。 
high : 高 
middle : 中 
low : 低 

-ccp={high | middle | low} 

整合性チェック優先度を指定します。 
high : 高 
middle : 中 
low : 低 

-pr={enable | disable} 

パトロールリードの実行有無を指定する。 
enable : 有効 
disable : 無効 

-prp={high | middle | low} 

パトロールリード優先度を指定する。 
high : 高 
middle : 中 
low : 低 

-be={enable | disable} 

ブザーの有効、無効を指定する。 
enable : 有効 
disable : 無効 
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[説明] 

指定した RAID コントローラのオプションパラメータ(初期化優先度、リビルド優先度、整合性チェック優先度、パ 
トロールリード実行、パトロールリード優先度、および、ブザー有効/無効)を設定します。 

一度に設定できるパラメータは1つです。複数のパラメータを同時に設定することはできません。 

[条件] 

動作モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 


optld 


[概要] 

論理ドライブのオプションパラメータを設定します。 

[形式] 

raidcmd optld - c =< controller - I =< logicaldrive > - cm={auto | writeback | writethru } 


コマンドパラメータ 


-c=< controller 
-l=< logicaldrive> 

-cm={auto | writeback | writethru } 


説明 


処理対象の RAID コントローラを指定します。 
〈 controller〉.. RAID コントローラ番号 
処理対象の論理ドライブを指定します。 
<logicaldrive> : 論理ドライブ番号 
キャッシュモードを指定します。 
auto : 自動切替 
writeback : Write Back 


writethru : Write Through 


[説明] 

指定した論理ドライブのオプションパラメータ(キャッシュモード)を設定します。 


[条件] 

動作モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 
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property 

[概要] 

RAID コントローラ、ディスクアレイ、論理ドライブ、物理デバイスのプロパティを表示します。 

[形式] 

raidcmd property - tg = { all | rc [- c =< controller ] \ da - c=<controller [- a =< c // skarray >] \ Id 
- c=<controller [-\=</ og / ca / c / r / ve >] \ pd - c =< controller > [-^=< physica ! device >] } 


1 コマンドパラメータ 

説明 _| 

-tg=all 

すべての RAID システムのプロパティを表示します。 

-tg=rc [-c= < controller] 

RAID コントローラのプロパティを表示します。 

- C で RAID コントローラ番号を指定すると、特定の RAID コントローラの 
プロパティを表示します。 

- C を省略すると、すべての RAID コントローラのプロパティを表示します。 
〈 controller 〉 •• RAID コントローラ番号 

-tg=da -c=< controller 

ディスクアレイのプロパティを表示します。 

[-a=< diskarray>^\ 

-c で RAID コントローラ番号を指定します。 

-a でディスクアレイ番号を指定すると、特定のディスクアレイのプロパティ 
を表示します。 

-a を省略すると、 -c で指定した RAID コントローラのすべてのディスクア 
レイのプロパティを表示します。 

〈 controller 〉 ，• RAID コントローラ番号 
<diskarray> :ディスクアレイ番号 

-tg=ld -c=< controller 

論理ドライブのプロパティを表示します。 

[-l=< logicaldrive>' 

- C で RAID コントローラ番号を指定します。 

-1 で論理ドライブ番号を指定すると、特定の論理ドライブのプロパティを 
表 7 F します。 

-a を省略すると、 -c で指定した RAID コントローラのすべての論理ドラ 
イブのプロパティを表示します。 

〈 controller 〉 ，• RAID コントローラ番号 
<logicaldrive> :論理ドライブ番号 

-tg=pd -c=< controller 

物理デバイスのプロパティを表示します。 

[-p=< physica!device> ] 

-c で RAID コントローラ番号を指定します。 

- P で物理デバイス番号を指定すると、特定の物理デバイスのプロパティ 
を表示します。 

-a を省略すると、 -c で指定した RAID コントローラのすべての物理デバ 
イスのプロパティを表示します。 

く controller 〉 ，• RAID コントローラ番号 
<physica!device> :物理デバイス番号 


[説明] 

RAID コントローラ、ディスクアレイ、論理ドライブ、物理デバイスのプロパティを表示します。 

コンピュータに接続している管理対象の RAID システムすべて、もしくは、特定の RAID コントローラ、ディスクアレ 
イ、論理ドライブ、物理デバイスのプロパティを表示できます。 
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rebuild 

[概要] 

物理デバイスをリビルドします。 

[形式] 

raidcmd rebuild - c 二く controller ^ - p = < physica ! device > - op ={ start | stop } 


1 コマンドパラメータ 

説明 

- c =< controller 

処理対象の RAID コント ロー ラを指定します。 

く controller 〉•. RAID コント ロー ラ番号 

-^=< physica / device > 

処理対象の物理デバイスを指定します。 

< physica ! device > :物理デバイス番号 

- op ={ start | stop } 

リビルドの開始、停止を指定します。 
start :開始 
stop :停止 


[説明] 

指定した物理デバイスでリビルドを開始します。もしくは、指定した論理ドライブで実行中のリビルドを停止しま 
す 0 


[条件] 

動作モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 

リビルドの開始は、物理デバイスの [ Status ] (ステータス）が [ Failed ] (故障)、かつ、その物理デバイスを使用す 
る論理ドライブの [ Status ] (ステータス)が [ Degraded ] (縮退)のときに実行できます。 


runmode 


[概要] 

raidcmd の動作 モ - ドを変更します。 


[形式] 

raidcmd runmode [- md ={ a | s }] 


コマンドパラメータ 

説明 

[- md ={ a | s }] 

変更する動作モードを指定します。- md オプションを指定しない場合、 
現在の動作モードを表示します。 
a :アドバンストモード 
s :スタンダ ドモ ド 


[説明] 

raidcmd の動作モードを変更、もしくは、現在の動作モードを表示します。 

変更後のモードの有効期間 

動作モードは、 runmode コマンドにより動作モードを変更するまで有効です。コンピュータを再起動しても動 
作モードは変更しません。 


[条件] 

スタンダードモードのとき、スタンダードモードへの動作モードの変更はエラーとなります。 
アドバンストモードのとき、アドバンストモードへの動作モードの変更はエラーとなります。 
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sbuzzer 


[概要] 

障害発生時などに鳴る RAID コントローラのブザーを停止する。 

[形式] 

raidcmd sbuzzer - c 二く controller ^ 


j コマンドパラメータ 

説明 

-c=< controller 

処理対象の RAID コントローラを指定します。 

〈 controller 〉 \ RAID コントローラ番号 


[説明] 

指定した RAID コントローラで鳴っているブザーを停止します。 

本コマンドは、ブザーが鳴っていないときに実行しても正常終了します。 


slotlamp 


[概要] 

物理デバイスを実装している本体装置、エンクロージャの DISK ランプを点灯、消灯します。 

[形式] 

raidcmd slotlamp - c =< controller - p =< physica ! device > - sw ={ on | off } 


1 コマンドパラメータ 

説明 I 

-c=< controller 

処理対象の RAID コントローラを指定します。 

〈 controller〉•• RAID コントローラ番号 

-^=<physica!device> 

処理対象の物理デバイスを指定します。 

<physica/device> :物理デバイス番号 

-sw={on|off} 

ランプの点灯、消灯を指定します。 
on :点灯 
off ： 消灯 


[説明] 

指定した物理デバイスを実装している本体装置、エンクロージャの DISK ランプを点灯、もしくは、消灯します。 
すでに [DISK ランプが点灯しているときに、 - sw=on で点灯を実行しても、 raidcmd は正常終了します。 
すでに DISK ランプが消灯しているときに、 - sw=off で消灯を実行しても、 raidcmd は正常終了します。 


132 



















stspd 


[概要] 

物理デパイスを強制的にオンライン状態、故障状態に変更します。 

[形式] 

raidcmd stspd - c=<controller - p =< physica ! device > - st ={ online | offline } [- y ] 


「 

コマンドパラメータ 

説明 

-c= 

< controller 

処理対象の RAID コントローラを指定します。 

〈 controller 〉 •. RAID コントローラ番号 

-p= 

< physicaldevice > 

処理対象の物理デバイスを指定します。 

< physica ! device > :物理デバイス番号 

-st= 

={online|offline} 

変更する状態を指定します。 
online :オンライン 
offline :故障 

[-y] 

状態変更の実行確認メッセージを表示せずに状態を変更します。 


[説明] 

指定した物理デバイスの [ Status ] (ステータス)を[〇 nline ] (オンライン)、もしくは、 [ Failed ] (故障)に変更しま 
す 0 


[条件] 

動作モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 
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注意事項 


Universal RAID Utility を使用する上で注意すべき点について説明します。 

動作環境 


IPv 6 の禾 ij 用について 


Universal RAID Utility は、 IPv 6 (Internet Protocol version 6) 環境では動作しません。 IPv 4 環境で使用してく 
ださい。 IPv 6 環境で RAID システムを管理するには、 RAID コントローラの BIOS ユーテイリテイを使用します。 


リモートからの操作について 


Universal RAID Utility は、プログラムをインストールしているコンピュータ上でのみ、 RAID システムの情報参照や操 
作を行えます。リモート環境で Universal RAID Utility を使用するには、 Windows のリモートデスクトンプ機能や、 
市販のリモートコンソール機能を持つアプリケーションを使用します。 


RAID ビューア、ログビューア 

RAID ピューア、ログビューア起動時のデジタル署名の確認について 


RAID ビューアとロゲビューアはデジタル署名を署名しています。 .NET Framework を使用するデジタル署名を持つ 
アプリケーションを起動すると、 .NET Framework はデジタル署名が失効していないかネットワークへ確認を行います。 
そのため、ネットワークに接続していないコンピュータや、ネットワーク接続状況の悪いコンピュータの場合、 RAID ビュ 
-ア、ロゲビューアの起動まで数分待たされる可能性があります。 

待たされる時間はオペレーテイングシステムやネットワーク接続状況により異なります。 

参考情報 

http://support.microsoft.conn/kb/936707/ia 
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付録 A :用語 一 


Universal RAID Utility が使用する用語の一覧です。 


RAID システムに関する基本用語 



1用語 

説明 | 

RAID システム 

RAID System 

コンピュータのハードディスクドライブをディスクアレイとして使用する能力を持つシステ 
厶です。 1 個の RAID コントローラを 1 つのシステムとして取 0 扱います。 

RAID コントローラ 

RAID Controller 

ハードディスクドライブをディスクアレイとして使用できるコントローラです。 

物理デバイス 

Physical Device 

RAID システムで使用するデバイスです。 RAID システムでは、ハードディスクドライブ 
を指すことがほとんどです。ハードディスクドライブ以外のデバイスを接続できる RAID 
コントローラの場合は、ハードディスクドライブ以外の場合もあります。 

ディスクアレイ 

Disk Array 

複数の物理デバイスにより作成した仮想ハードディスク空間です。ディスクアレイは 
オペレーティンク"システムでは認識できません。オペレーティングシステムでハードディ 
スクドライブとして認識するには、ディスクアレイ上に論連ドライブを作成します。 

論理ドライブ 

Logical Drive 

ディスクアレイ上に作成した 0S が認識できる仮想ハードディスクドライブです。論理 
ドライブごとに RAID レベルを設定します。 

ホットスペア 

Hot Spare 

障害が発生した物理デバイスを置き換えるためにあらかじめ用意しておくハードディ 
スクドライブです。 

共用ホットスペア 

Global Hot Spare 

同一 RAID コントローラのすべてのディスクアレイのホットスペアとして使用できるホット 
スペアです。 

専用ホットスペア 

Dedicated Hot Spare 

同一 RAID コントローラの特定のディスクアレイのホットスペアとして使用できるホット 
スペアです。 

バッテリ 

Battery 

RAID コントローラへの通電が切れたとき、 RAID コントローラのキャッシュメモリ上の 
情報を維持するためのバッテリです。 

キャッシュメモリ 

Cache Memory 

RAID コントローラの I/O 性能を向上させるためのキャッシュです。 

エンクロージャ 

Enclosure 

物理デバイスを実装するスロットを備えるモジュールを指します。 

フアンユニット 

Fan Unit 

エンクロージャに搭載する冷却用ファンユニットを指します。 

電源ュニット 

Power Supply Unit 

エンクロージャに電源を供給する電源ユニットを指します。 

電源センサ 

Power Sensor 

エンクロージャの電源ユニットを監視するセンサを指します。 

温度センサ 

Temperature Sensor 

エンクロージャの温度を監視する温度センサを指します。 

エンクロージャ管理モジュール 
Enclosure Management Module 

エンクロージャを管理するモジュールを指します。 
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RAID システムの機能に関する基本用語 


用語 

説明 

オペレーション 

Operation 

リビルド、整合性チェックなど、処理の実行に時間を要するメンテナンス機能の総称 
として使用します。 

コンフィゲレーション 
Configuration 

RAID システムの構成を指します。 

初期化 

Initialize 

論理ドライブの全領域に0を書き込み内容を消去します。 

リビルド 

Rebuild 

故障したハードディスクドライブのデータを、交換したハードディスクドライブに書き込 
み論理ドライブを再構築することです。 

整合性チェック 

Consistency Check 

論理ドライブを構成するハードディスクドライブ上の全セクタを読み込み、データのベ 
リファイ、もしくはパリティチェックを行います。 

パトロ—ルリ-ド 

Patrol Read 

RAID システムのハードディスクドライブ上の全セクタを読み込み、エラーが発生しな 
いか確認する機能です。 

キャッシュモード 

Cache Mode 

RAID コントローラのキャッシュメモリの書込み方式です。 

弓虽芾 ij オンライン 

Make Online 

物理デバイスを手動でオンライン状態にすることを指します。 

強制オフライン 

Make Offline 

物理デバイスを手動でオフライン状態にすることを指します。 

ブザー 

Buzzer 

RAID コントローラに搭載するブザーを指します。障害が発生したときなど、音で通 
知します。 


Universal RAID Utility に関する基本用語 


|用語 

説明 

スタンダードモード 

Standard Mode 

Universal RAID Utility の既定動作のモードです。 

RAID システムを管理するための標準的な機能を使用できます。 

アドバンストモード 

Advanced Mode 

Universal RAID Utility のメンテナンス/高機能モードです。 

このモードを使用するには、 RAID について豊富な知識が必要とな0ます。主にメン 
テナンス作業に必要な機能や、 RAID システムを細かく設定して構築する機能、各 
種パラメータの変更機能を使用できます。 

イージーコンフイグレーシヨン 

Easy Configuration 

Universal RAID Utility が提供する簡単に RAID システムを構築する機能の呼称 
です。 RAID コントローラごとに、論理ドライブで使用する物理デバイスの台数、論 
理ドライブの個数を指定するだけで、最適な RAID システムを自動的に構築しま 
す。 

RAID ログ 

RAID Log 

Universal RAID Utility のログのことを指します。 

OS ログ 

OS Log 

0 S の提供するログのことを指します。 

アラート 

Alert 

RAID システムで発生した障害などの事象を外部へ通知することを指します。 

再スキヤン 

Rescan 

管理している RAID システムの情報をすべて取得し 、 Universal RAID Utility の管 
理情報を最新の状態に更新することを指します。 
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付録 B : ログ/イベント ー 


Universal RAID Utility が RAID ログ 、 OS ログ、 ESMPRO/ServerManager へ送信するアラートの一覧です。 
イ ベン ト ソース、アラー トタイプ 

イベントログのイベントソース名(オペレーティンゲシステムが Windows の場合）： raidsrv 
アラートタイプ ： URAIDUTL 

r ログ登録 1 

R : RAID ログへ登録するイベントです。 

〇： OS のロゲへ登録するイベントです。 


r アラー ト通報1 

M : ESMPRO / ServerManager へ通報するイベントです。 

A : エクスプレス通幸 g サービスで通幸艮するイベントです。 

( M ), ( MA ) : ESMPRO / ServerAgent ディスクアレイ監視 Ver 1.50以降が存在するときは、 ESMPRO / ServerManager 、 エクスプレス通報 サー ビスへ通報しないイベントです。 
r 説明1の \アドレス A 表記 

[ アドレス' 部分の表記は Universal RAID Utility のパージョンにより異なります。 


イ ペン トのカテゴリ 

タイプ 

Universal RAID Utility Verl.20 以前 

Universal RAID Utility Verl.30 以降 

RAID コントローラ 

1 

[ CTRL :%1] 

[ CTRL :%1( ID =%2)] 

パッテリ 


%1 : RAID コントローラの番号 

%1 : RAID コントローラの番号 
%2 : RAID コントローラの ID 

物理デバイス 

2 

[ CTRL :%1 PD :%2( ID =%3) %4%5%6] 

%1 : RAID コントローラの番号 

%2 :物理デバイスの番号 

%3 :物理デバイスの ID 

%4 :物理デバイスの製造元 

%5 :物理デバイスの製品名 

%6 :物理デバイスのファ-ムウエアパ-ジョン 

[ CTRL :%1( ID =%2) PD :%3( ID =%4 ENC =%5 SLT =%6) %7%8%9] 

%1 : RAID コントローラの番号 

%2 : RAID コントローラの ID 

%3 :物理デバイスの番号 

%4 :物理デバイスの ID 

%5 :物理デバイスのエンクロージャの番号 

%6 :物理デバイスのスロットの番号 

%7 :物理デバイスの製造元 

%8 :物理デバイスの製品名 

%9 :物理デバイスのファ-ムウエアパ-ジョン 
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イベントのカテゴリ タイプ Universal RAID Utility Verl.20 以前 

論理ドライブ 3 [ CTRL:°/ol LD :%2] 

%1: RAID コントローラの番号 
%2 :論理ドライブの番号 


エン クロー ジヤ 


エンクロージヤ 
電源ユニット 


エン クロー ジヤ 
フアン 


4 [ CTRL :%1 ENC :%2] 

%1: RAID コントローラの番号 
%2 :エンクロージャの番号 


5 [ CTRL :%1 ENC :%2 P 0 W :%3] 

%1: RAID コントローラの番号 
%2 :エンクロージャの番号 
%3 :電源ユニットの番号 


6 [ CTRL :%1 ENC :%2 FAN :%3] 

%1: RAID コントローラの番号 
%2 :エンクロージャの番号 
%3 :フアンユニツトの番号 
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Universal RAID Utility Verl.30 以降 


[ CTRL :%1( ID =%2) LD :%3( ID =%4)] 

%1 : RAID コントローラの番号 
%2 : RAID コントローラの ID 
%3 :論理ドライブの番号 
%4 :論理ドライブの ID 

[ CTRL :%1( ID =%2) ENC :%3] 

%1: RAID コントローラの番号 
%2 : RAID コントローラの ID 
%3 :エンクロージャの番号 

[ CTRL :%1( ID =%2) ENC :%3 P 0 W :%4] 

%1: RAID コントローラの番号 
%2 : RAID コン トローラの ID 
%3 :エンクロージャの番号 
%4 :電源ユニットの番号 

[ CTRL :%1( ID =%2) ENC :%3 FAN :%4] 

%1: RAID コントローラの番号 
%2 : RAID コントローラの ID 
%3 :エンクロージャの番号 
%4 :フアンユニットの番号 










イベント ID 種類 
(16 進数） 


説明 


ログ 

登録 


アラート 

通報 


0201 

(400000 C 9) 

情報 

Y アドレスタイプ 1 A RAID コントローラのブザーが有 
効になりました。 

R 


0202 

(400000 CA ) 

情報 

1 アドレスタイプ 1 A RAID コントローラのブザーが無 
効にな0ました。 

R 


0203 

(400000 CB ) 

情報 

1 アドレスタイプ 1 A RAID コントローラのリビルド優先 
度が変更されました。（値:%2) 

R 


0204 

(400000 CC ) 

情報 

i アドレスタイプ RAID コントローラの整合性チ エツ 
ク優先度が変更されました。（値：％2) 

R 


0205 

(400000 CD ) 

情報 

1 アドレスタイプ 1' RAID コントローラの初期化優先 
度が変更されました。（値：%2) 

R 


0206 

(400000 CE ) 

情報 

1 アドレスタイプ 1 ' 自動パトロールリード機能が有 
効にな0ました。 

R 


0207 

(400000 CF ) 

情報 

1 アドレスタイプ ！] 自動パトロールリード機能が無 
効になりました。 

R 


0208 

(400000 D 0) 

情報 

1 アドレスタイプ 1 A RAID コントローラのパトロールリ 
—ド優先度が変更されました。（値：％2) 

R 


0209 

(400000 D 1) 

情報 

1 アドレスタイプ！ \パトロールリードが開始されまし 
た。 

R 


0210 

(400000 D 2) 

情報 

i アドレスタイプ 1' パトロールリードが完了しまし 
た。 

R 


0211 

(800000 D 3) 

警告 

1 アドレスタイプ 1\ RAID コントローラで警告エラー 
が発生しました。詳細：％2 

RO 

M 

0212 

( C 00000 D 4) 

異常 

1 アドレスタイプ 1' RAID コントローラで致命的なエ 
ラーが発生しました。詳細：％2 

RO 

MA 

0301 

(4000012 D ) 

情報 

1 アドレスタイプ 2 \ 物理デバイスのステータスはオン 
ラインです。 

RO 

( M ) 

0302 

(4000012 E ) 

情報 

1 アドレスタイプ 2 ' 物理デバイスのステータスはレデ 
ィです。 

RO 

( M ) 

0303 

(4000012 F ) 

情報 

1 アドレスタイプ 2' 物理デバイスのステータスはホツ 
トスペアです。 

RO 

( M ) 

0304 

( C 0000130) 

異常 

i アドレスタイプ 2 ' 物理デバイスのステータスは故 
障です。 

RO 

( MA ) 

0305 

(80000131) 

警告 

Y アドレスタイプ 2 ' S . M . A . R . T ■エラーを検出しまし 
た。 

RO 

( MA ) 

0306 

(4000132) 

情報 

{アドレスタイプ 2' リビルドが開始されました。 

RO 

MA 

0307 

(40000133) 

情報 

1 アドレスタイプ 2 ' リビルドが完了しました。 

RO 

MA 


139 


概要 


対処方法 


備考 


%2 :変更後の値 n 
%2 :変更後の値 n 
%2 :変更後の値 n 


%2 :変更後の値 n 


RAID コントローラ警告 

RAID コントローラに問題がないか確認してくださ 
い。もし、何らかの問題が繰り返し発生するなら 
ば、 RAID コントローラを交換してください。 

%2 :詳細情報 

RAID コントローラ致命 
的ェラ- 

RAID コントローラを交換してください。 

%2 :詳細情報 

物理デバイスオンライン 

なし 


物理デバイスレディ 

なし 


物理デバイスホットスぺ 
ア 

物理デバイス故障 

なし 


物理デバイスを交換してください。 


S . M . A . R . T ■エラー 

物理デバイスを交換してください。 


リビルド開始 

なし 



リビルド完了 


なし 





イベント ID 種類 

(16 進数） 


説明 


ログ 

登録 


0308 

( C 0000134) 

異常 

1 アドレスタイプ 2 ' リビルドが失敗しました。 

RO 

0309 

(40000135) 

情報 

Y アドレスタイプ 2' リビルドが停止されました。 

RO 

0311 

(40000137) 

情報 

Verl .00 

1 アドレスタイプ 2 ' 新しい物理デバイスが接続され 
ました。 

Verl .20 以降 

Y アドレスタイプ 2' 物理デバイスが接続されまし 
た。 

\アドレスタイプ 2 \物理デバイスが取り外されまし 
た。 

RO 

0312 

(40000138) 

情報 

RO 

0313 

(40000139) 

情報 

1 アドレスタイプ 2' 共用ホットスペアが作成されまし 
た。 

R 

0314 

(4000013 A ) 

情報 

1 アドレスタイプ 2' 専用ホットスペアが作成されまし 
た。 

R 

0315 

(4000013 B ) 

情報 

V 7 ドレスタイプ 2' 共用ホットスペアが解除されまし 
た。 

R 

0316 

(4000013 C ) 

情報 

1 アドレスタイプ 2' 専用ホットスペアが解除されまし 
た。 

R 

0317 

(8000013 D ) 

警告 

1 アドレスタイプ 2 ' 物理デバイスで警告エラーが発 
生しました。詳細：％6 

RO 

0318 

( C 000013 E ) 

異常 

\ アドレスタイプ 2 \物理デバイスで致命的なエラー 
が発生しました。 詳細：％6 

RO 

0319 

(4000013 F ) 

情報 

Y アドレスタイプ 2 ' 物理デバイスで修復済メディア 
エラーが発生しました。 

RO 

0320 

( C 0000140) 

異常 

1 アドレスタイプ 2 ' 物理デバイスで修復できないメ 
ディアエラーが発生しました。 

RO 

0401 

(40000191) 

情報 

1 アドレスタイプ 3 ' 論理ドライブのステータスはオン 
ラインです。 

RO 

0402 

(80000192) 

警告 

1 アドレスタイプ 3' 論理ドライブのステータスは縮退 
です。 

RO 

0403 

( C 0000193) 

異常 

1 アドレスタイプ 3 ' 論理ドライブのステータスはオフ 
ラインです。 

RO 


アラー ト 
通報 

概要 

対処方法 

備考 

MA 

リビルド失敗 

物理デバイスを交換してください。 


MA 

リビルド停止 

なし 


M 

Verl .00 

なし 



物理デパイス追加 
Verl .20 以降 
物理デバイス接続 


M Verl .00 なし 

物理デバイス削除 
Verl .20 以降 
物理デバイス取0外し 


M 


MA 

MA 

MA 

( M ) 


物理デバイス警告 

物理デバイスに問題がないか確認してください。何 
らかの問題が繰0返し発生するならば、物理デパイ 
スを交換して〈ださい。 

%6 :詳細情報 

物理デバイス致命的エ 
ラ_ 

物理デバイスメディアエ 
ラー(修復済） 

物理デバイスを交換してください。 

%6 :詳細情報 

なし 


物理デバイスメディアエ 
ラー(修復無） 

物理デバイスを交換してください。 


論理ドライブオンライン 

なし 



( MA ) 論理ドライブ縮退 ホットスペアを用意していれば自動的にリビルドを実 

行します。ホットスペアを用意していなければ、故障 
した物理デバイスを交換してください。交換後、リビ 
ルドしてください。 

( MA ) 論理ドライブオフライン 故障した物理デバイスを交換してください。交換 

後、論理ドライブを作成しなおし、パックアップからデ 
一夕を復旧してください。 
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イベント ID 
(16 進数） 

種類 

説明 

ログ 

登録 

0404 

(40000194) 

情報 

1 アドレスタイプ 3' 初期化が開始されました。 

R 

0405 

(40000195) 

情報 

1 アドレスタイプ 3' 初期化が完了しました。 

R 

0406 

( C 0000196) 

異常 

1 アドレスタイプ 3' 初期化が失敗しました。 

RO 


0407 

(400000197) 

情報 

1 アドレスタイプ 3' 初期化が停止されました。 

R 

0409 

(40000199) 

情報 

\アドレスタイプ 3' 整合性チェックが開始されまし 
た。 

R 

0410 

(4000019 A ) 

情報 

Y アドレスタイプ 3' 整合性チェックが完了しました。 

R 

0411 

( C 000019 B ) 

異常 

1 アドレスタイプ 3' 整合性チェックが失敗しました。 

RO 


0412 

(4000019 C ) 

情報 

1 アドレスタイプ 3 ' 整合性チェックが停止されまし 
た。 

R 

0413 

( C 000019 D ) 

異常 

1 アドレスタイプ 3' 整合性チェックで論理ドライブの 
データ不整合エラーを検出、修復しました。 

RC 


0415 

情報 

1 アドレスタイプ 3' 論理ドライブが作成されました。 

R 

(4000019 F ) 

0416 

情報 

1 アドレスタイプ 3' 論理ドライブが削除されました。 

R 

(400001 A 0) 

0417 

(400001 A 1) 

情報 

1 アドレスタイプ 3' 論理ドライブのキャッシュモードが 
変更されました。（値：%3) 

RO 

0418 

(400001 A 2) 

情報 

1 アドレスタイプ 3' バックグラウンド初期化が開始さ 
れました。 

R 

0419 

(400001 A 3) 

情報 

Y アドレスタイプ 3' バックグラウンド初期化が完了し 
ました。 

R 


アラート 

通報 


概要 


対処方法 


備考 


MA 初期化失敗 初期化を再実行してみてください。再実行しても失 

敗するようであれば、 RAID システムに何らかの障害 
があります。 RAID システムの障害を対処してくださ 
い0 


MA 整合性チェック失敗 整合性チェックを再実行してみてください。再実行 

しても失敗するようであれば、 RAID システムに何ら 
かの障害があ〇ます。 RAID システムの障害を対処 
してください。 


MA 


Verl.OQ 

コンペア エラー 修復 
Verl .2 Q 以降 
データ 不整合 エラー 修 
復 


物理デバイスを予防交換してください。交換する物 
理デバイスを特定するには 、 collect ログを採取して 
調査を依頼してください。物理デバイスを交換した 
ら、バックアップからデータを復旧してください。 

[補足] 

このイベントが登録された場合、システムの負荷が 
低いときに整合性チェックを再度実施してください。 

2回目の整合性チェックでこのイベントが登録されな 
ければ問題はありません。2回目の整合性チェック 
でもこのイベントが登録される場合は、物理デバイ 
スを交換してください。 


M キャッシュモード変更 なし 


%3 :変更後の値 n 
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イベント ID 
(16 進数） 

種類 

説明 

ログ 

登録 

0420 

(800001 A 4) 

警告 

1 アドレスタイプ 3' バックグラウンド初期化が失敗し 
ました。 

RO 

0421 

(400001 A 5) 

情報 

1 アドレスタイプ 3' バックグラウンド初期化を停止し 
ました。 

R 

0422 

( C 00001 A 6) 

異常 

1 アドレスタイプ 3 \論理ドライブで修復不可能なエ 
ラーが発生しました。 

RO 


0423 

(400001 A 7) 

情報 

1 アドレスタイプ 3 ' 論理ドライブで修復済エラーが 
発生しました。 

RO 

0424 

(800001 A 8) 

警告 

1 アドレスタイプ 3 ' 論理ドライブで警告エラーが発 
生しました。詳細：％3 

RO 

0425 

( C 00001 A 9) 

異常 

Y アドレスタイプ 3 ' 論理ドライブで致命的なエラー 
が発生しました。詳細：％3 

RO 

0501 

情報 

1 アドレスタイプ 1' バッテリが検出されました。 

R 

(400001 F 5) 

0502 

警告 

Y アドレスタイプ 1 ' バッテリが取0外されました。 

RO 

(800001 F 6) 

0503 

情報 

1 アドレスタイプ 1 ' バッテリが交換されました。 

R 

(400001 F 7) 

0504 

情報 

1 アドレスタイプ 1 ' バッテリの温度は正常です。 

R 

(400001 F 8) 

0505 

警告 

1 アドレスタイプ 1 A バッテリの温度が高くなりました。 

RO 

(800001 F 9) 

0506 

警告 

1 アドレスタイプ パツテリの電圧が低くなりました。 

RO 

(800001 FA ) 

0507 

(800001 FB ) 

敬止 
言口 

Y アドレスタイプ 1 ' バッテリで致命的なエラーが発 
生しました。 

RO 

0508 

敬止 

百口 

i アドレスタイプ 1' バッテリの状態が不安定です。 

RO 

(800001 FC ) 


アラート 

通報 


概要 


対処方法 


備考 


MA 

初期化 ( BGI ) 失敗 

RAID システムに何らかの障害があ0ます。 RAID シ 
ステ厶の障害を対処してください。 


MA 

論理ドライブ修復不可 
肯 g ェラ_ 

物理デバイスを交換してください。交換する物理デ 
パイスを特定するには 、 collect ログを採取して調査 
を依頼してください。物理デバイスを交換したら、論 
理ドライブを作成しなおし、バックアップからデータを 
復旧してください。 


MA 

論理ドライブ修復済エ 
ラ_ 

物理デパイスを予防交換してください。交換する物 
理デバイスを特定するには 、 collect ログを採取して 
調査を依頼してください。物理デバイスを交換した 
ら、バックアップからデータを復旧してください。 


M 

論理ドライブ警告 

RAID コントローラ、物理デバイスに問題がある可 %3 : 
能性があります 。 collect ログを採取して調査を依 
頼して〈ださい。 

詳細情報 

MA 

論理ドライブ致命的エ 
ラー 

RAID コントローラ、物理デバイスに問題がある可 %3 : 
能性があります 。 collect ログを採取して調査を依 
頼してください。 

詳細情報 

MA 

バッテリ取 0外し 

パッテリに問題がないか確認してください。何らかの 
問題が繰り返し発生するならば、パッテリを交換し 
てください。 


M 

パッテリ温度警告 

パッテリに問題がないか確認してください。何らかの 
問題が繰り返し発生するならば、パッテリを交換し 
てください。 


M 

バッテリ電圧警告 

パッテリに問題がないか確認してください。何らかの 
問題が繰り返し発生するならば、パッテリを交換し 
てください。 


MA 

バッテリ致命的エラー 

バッテリを交換してください。 
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イベント ID 種類 

(16 進数） 


説明 


ログ 

登録 


0601 

(80000259) 

敬止 
言口 

1 アドレスタイプ 4 ' エンクロージャで警告エラーが発 
生しました。 

RO 

0602 

( C 000025 A ) 

異常 

1 アドレスタイプ 4 ' エンクロージャで致命的なエラー 
が発生しました。 

RO 

0603 

(8000025 B ) 

敬止 

言口 

1 アドレスタイプ 4 ' エンクロージャの温度が警告レ 
ベルになりました。 

RO 

0604 

( C 000025 C ) 

異常 

i アドレスタイプ 4 ' エンクロージャの温度が異常レ 
ベルになりました。 

RO 

0605 

(8000025 D ) 

敬止 

言口 

1 アドレスタイプ 5 ' エンクロージャの電源ユニットで 
エラーが発生しました。 

RO 

0606 

(8000025 E ) 

敬止 

百口 

1 アドレスタイプ 6 ' エンクロージャのフアンユニットで 
エラーが発生しました。 

RO 

0701 

(400002 BD ) 

情報 

Y アドレスタイプ コンフイグレーシヨンがクリアされま 
した。 

RO 


アラート 概要 対処方法 備考 

通報 


M 

エンクロージャ警告 

エンクロージャに問題がないか確認してください。何 
らかの問題が繰り返し発生するならば、エンクロージ 
ャの問題を対処してください。 

MA 

エンクロージャ致命的エ 
ラー 

エンクロージャに問題がないか確認してください。何 
らかの問題が繰り返し発生するならば、エンクロージ 
ャの問題を対処してください。 

M 

エンクロー ジャ温度警告 

エンクロージャのフアンに問題がないか確認してくださ 
し、。何らかの問題があれば、その問題を対処してく 
ださい。 

MA 

エンクロージャ温度異常 

エンクロージャのフアンに問題がないか確認してくださ 
し、。何らかの問題があれば、その問題を対処してく 
ださい。 

MA 

エンクロージャ電源、異常 

エンクロージャの電源ユニットに問題がないか確認し 
てください。何らかの問題があれば、その問題を対 
処してください。 

MA 

エンクロージャフアン異常 

エンクロージャのフアンに問題がないか確認してくださ 
し、。何らかの問題があれば、その問題を対処してく 
ださい。 

M 

コンフイグレーシヨンクリア 

なし 
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イベント ID 

種類 

説明 

ログ 

アラート 

(16 進数） 



登録 

通報 

0702 

(400002 BE ) 

情報 

ソフトウェア名コンフイ グレーシヨ ン情報（改行） 
RAID システム数分以下を登録 

0 



Verl .20 以前 

[ CTRL :%1] 製造元製品名ファ-ムウエアリビジ 

ヨン 

[ LD :%3] RAID:/^/D レベル PD:X K；Z (LD 個 
数分） STS : #11 

[ PD :%5] 製造元/製品名ファ-ムウ I アリビジョン 
SXS •.状態 


Verl .30 以降 

[ CTRL :%1( ID =%2 )] 製造元製品名ファーム 
ウェアリビジョン 

[ LD :%3( ID =%4)] RAID レベル 

PD : X r KZ(LD 個数分） STS : #11 
[ PD :%5( ID =%6 ENC =%7 SLT =%8 )] 製造 

元/製品名ファームウェアリビジョン状態 

%1 : RAID コントローラの番号 

%2 : RAID コントローラの ID 

%3 :論理ドライブの番号 

%4 :論理ドライブの ID 

%5 :物理デバイスの番号 

%6 :物理デバイスの ID 

%7 :物理デバイスのエンクロージャの番号 

%8 :物理デバイスのスロットの番号 


*1 : RAID コントローラの種類によっては、本情報はロゲ内容に含まないことがあります。 
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概要 


対処方法 


備考 


斜体部分にそれぞれの 
パラメータを表示しま 
す。 

X , Y , Z \論理ドライブ 
を構成する物理デパイ 
スの番号 








